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プロローグＡ







　僕ぼくは囲まれていた。

　殺気立った五人の男に包囲され、いまにも攻こう撃げきされようとしていた。

「なあクソガキ、口は災わざわいのもとだって教わらなかったのか？」

「すでに死ぬほど後こう悔かいしてるだろうが、これからもっと後悔することになるぜぇ？」

「ほらほら、小便ちびりながら泣きわめいて許しを請こいてみろよ」

「でも許さねえけどな！　ギャハハハッ！」

　彼かれらは下げ卑びた笑えみをうかべ、まずは言葉で僕をなぶってくる。

　そこにあるのは、自分たちが絶対的な優位に立っているという確信。

　僕が弱者で自分たちが強者だと、信じて疑っていないのだ。

（ま、無理もないか）

　言動こそ頭の悪い不良チンピラそのものだが、彼らは赤系のマントを羽織り、ツヤツヤの軽鎧ライトアーマーを身につけている。衣服につかわれている布も上等なものだ。

　そう、これでも彼らはレムルス教主領の主戦力レギオンたる『騎き士し』なのだ。

　レムルスの秘法『血の契けい約やく』の恩おん恵けいにより、常人をはるかに上回る戦せん闘とう力りよくを持つ騎士。

　その肉体は通常の何倍にも強化され、彼らの固有技能たる『剣技アーツ』は岩をもたやすく両断する。

　対して、この僕・天あま霧ぎりシンはというと――

　わけあって、いまは彼らと同じく騎き士し剣けんを手にしてはいる。

　が、自じ慢まんじゃないが、僕に武道の心得はまったくない。

　それどころか現代日本むこうにいたころは喧けん嘩かの一つさえしたことがなかった。

　この格差。たとえるなら、昇しよう竜りゆう拳けんすらだせない格かく闘とうゲームの素人しろうとが世界チャンピオンのプロゲーマーに挑いどむようなものである。

「――まったく、なんて哀あわれなんだろうな」

　僕のつぶやきに、騎士たちが「あァん？」と眉まゆをひそめたので、

「ああ、勘かん違ちがいしないでくれよ。いまのは自分に対してじゃない。あんたたちに言った言葉だからな」

「は？　な、なんだってぇ？」

「だから――あんたたちが哀れだと言ったんだよ」

　憐れん憫びんの微び笑しようをつくって、僕はつげた。

　なぜなら、騎士たちは知らないからだ。知る由よしもないからだ。

　この僕が――なぶられるのを待つだけの哀れな子羊にしか見えないこの天霧シンが、実のところ何者であるのかを。

　彼らが知ることは、永遠にないだろう。

「な、なに言ってんだてめぇはァアアアアアアッ！」

　僕の挑ちよう発はつが、最後のひと押おしとなったらしい。

　一人の騎士が、ついに剣けんを抜ぬいて斬きりかかってくる。

（さてと）

　この期ごにおよんでも、僕に焦あせりは微み塵じんもなかった。

（それじゃ、試ためしてみるか――）

　なぜ、絶体絶命の危機に冷静でいられるのか？

　なぜ、自分ではなく騎士たちが哀れなのか？

　答えは単純シンプル、僕が彼らより強いからだ。

　それも、圧あつ倒とう的てきに。いや、ここは反則チート的に、というべきか。

　さっきの格闘ゲームのたとえでいうなら、僕はコマンド入力どころかボタンに触さわることすらなく昇竜拳を――いや、超必殺技の龍りゆう虎こ乱らん舞ぶをだせてしまえるのだから。

　え？　それはゲームが違ちがうだろって？

　なるほど、ごもっともな意見だけど、本当にそのとおりなのだから仕方がない。

　まあ、さすがにそこまでの反則チートをいまここで披ひ露ろうする気はないけれど。

「――『万有神力アルフアオメガ』、原理再現開始エミユレート・エンター」

　僕は騎士ではないから、固有技能たる剣技アーツは本来使えない。

　使えないのだが、その原理を再現することはできる。

　それも本物以上に、完全かつ完かん璧ぺきに。

「死ねやァアアッ！」

　斬りかかってくる相手にあわせ、僕は片手で剣を振ふるった。

　――小騎士剣技レクター・アーツ『バスタード・セイバー』。

　刀身に剣気オーラをまとわせ、斬撃の威い力りよくを増ぞう幅ふくさせる騎士の基本ともいえる技わざだ。

　ザンッ！　岩をも断たつ騎士の剣は、僕の斬撃によって実にあっけなく斬り落とされた。

「は――？」

　剣を振りきった体勢のまま、魂たましいの抜けたような声をだす騎士。

　騎士剣どうしがぶつかりあって片方が一方的に両断されるなど、尋じん常じようの沙さ汰たではない。

　ゾウリムシとシロナガスクジラくらいパワーの差が隔かく絶ぜつしていなければ、起こりうるはずがない事態だった。

　バシュゥッ！　次の瞬しゆん間かん、余よ剰じようの剣気オーラが炸さく裂れつし、相手は間ま抜ぬけ面をしたまま後方へ吹ふっ飛とばされた！

「な、なんだぁいまのはッ!?」

「あ、あいつ剣技アーツを使いやがったのか!?」

「あ、ありえねえ！　鍛か冶じ師しのガキごときが剣技アーツを使えるはずねえだろうがッ！」

「だ、だったらあいつは一体なにをしたってんだよォッ!?」

　一様に驚きよう愕がくし狼ろう狽ばいする騎士たち。誰だれも彼も現実を受け入れられないようだ。

　まあ、無理もないことだけど。

【お見事です、シン様】

　と、僕の脳内に淑しとやかな少女の声が響ひびいた。

【――と言いたいところですけど、シン様ったらもったいない！】

（クロナ、もったいないってどういう意味だ？）

　心の声で訊きき返す僕。

【一いち撃げきでふっ飛ばしたことが、ですよ。せっかくの憐あわれな生いけ贄にえちゃんなんですから、ゆっくりじっくり指の先から一ミリずつ斬り刻んであげたらよろしかったでしょうに！】

（お前と違って僕にそんな趣しゆ味みはねえよ！）

　名は体を表しているのかどうかは知らないが、クロナの腹は真っ黒なのだ。

【シンさま、たのしそう】

　と、クロナとは異なる、静せい謐ひつで透とう明めい感かんのある少女の声が響いた。

（いやマシロ、僕は別に楽しんでやってるわけじゃないぞ）

【ううん、すごくたのしそう。シンさま、シロも二人くらいぶち殺していい？】

（……ダメだ、ぶち殺すんじゃない）

【むー。なら、一・五人でがまんする】

（何人でもダメだ！　つかマシロ、人間を小数点つきでカウントするんじゃない！　〇・五人殺すのは一人殺すのと大差ないから！）

【しらなかった。さすがシンさま、シロはまた賢かしこくなった】

　かすかにうれしそうな気配をただよわせるマシロ。

　彼かの女じよは基本的に、知識と感情表現が真っ白なのである。

（――つか、最初にも言ったけど、お前たちは手をだすなよ。これは僕がやりたくてやってることだからな）

　一方的につげて、僕は残る四人の騎士へと注意を戻もどした。

「さて、と。こっちとしては売られたケンカだし、あんたたちがやめるっていうなら僕も剣を収めるけど――どうする？」

「ッ……！　こ、このガキ、なめやがってェ……！」

「オ、オイ、どうするよ……？」

「ど、どうするって……やるしかねぇだろ！」

「――よ、よし。お前たち、連れん携けいでいくぞ。やつに連続攻撃をしかけるんだッ！」

　僕が挑発したこともあって、彼らに退く気はないようだ。

　これでいい。ここで逃にげられたら、練習にならないからな。

「かかれェッ！」

　リーダー格が号令を飛ばし、残る四人の騎士たちが僕めがけて殺さつ到とうしてくる。

　もちろん僕は慌あわてたりしない。

　頭の中にあるのは、どの技で迎撃するか、ということだけだった。

（ま、順番に使っていけばいいか）

　敵との距きよ離りがまだあるうちに、僕は下段から剣を振りあげた！

　――小騎士剣技レクター・アーツ『チャクラム・スライサー』。

　シュォッ！　太刀たち筋すじに沿って剣気オーラの斬撃が飛ひ翔しようする！

「がァッ!?」

　右みぎ端はしの一人に直ちよく撃げき。盛大に後方へと吹っ飛ばす。

「ひ、怯ひるむな、突つっこめェエエエッッ！」

　なかばヤケになって、残る三人がいっせいに斬りこんでくる。

（次は――これを試してみるか）

　が、僕はあえて反はん撃げきしない。選せん択たくしたのは防ぼう御ぎよ。ただし剣は使わなかった。

　――小騎士剣技レクター・アーツ『バックラー・プロテクション』。

　全身に剣気オーラを重層的にまとい、防ぼう御ぎよ力りよくを飛ひ躍やく的てきに上じよう昇しようさせる剣技アーツだ。

　ガガギィンッ！　棒立ちの僕に叩たたきこまれた三つの刃やいば。しかし、それらはいずれも衣服の〇・一ミリ前でとまっていた。

「「「なッ――!?」」」

「おお、凄すげえ。本当に防げるのな」

　効果のほどを確かく認にんできたところで、僕は反撃にでた。

　軽かろやかなステップで一歩ぶん後退、その際に肩かたを引いて剣を突きだす！

　――従騎士剣技デイーケン・アーツ『レイピア・ラッシュ』。

　ズシャシャシャッ！　十重二十重とえはたえに生みだされた剣気オーラの刺突が、二人の騎士を滅めつ多た打うちにした。

「ぐぎゃっ!?」「げぅあっ!?」

　野太い悲鳴の尾おをひいて、短たん距きよ離り水平飛行を仲良く楽しむ二人だった。

「な、ななッ……!?」

　これで、残るはあと一人。リーダー格の騎士のみだ。

「レ、レイピア・ラッシュ!?　従騎士剣技デイーケン・アーツだとォッ!?　き、貴様いったい何者なんだァッ!?」

　いったん距離をとって喚わめく相手に、

「何者って……それは訊かないほうがいいと思うんだけどな。ま、せっかくだからぶっちゃけさせてもらうと、僕は――」

　にやりと笑んで、僕は言った。

「単なる通りすがりの『神』ってところだ」

「ふ――ふざけてんのかァアアアアッ！」

　激げき昂こうしたのか、狂きよう乱らんしたのか、はたまた自じ暴ぼう自じ棄きになったのかは不明だが――ともあれリーダー格の騎士は絶ぜつ叫きようして斬りかかってきた。

「ふっ！」

　僕は剣を脇わき構がまえにするや、一いつ閃せん！

　――次の瞬間、僕と相手の騎士は背中合わせの状態で入れ替わっていた。

　一いつ瞬しゆんの交こう錯さく。時代劇なんかでよく見る、刹せつ那なの斬り結びというやつである。

　互たがいに剣を振りきった体勢のまま、僕たちは二秒ばかし静止して――

　ズザシャシャシャシャシャッッッ！　相手の身体からだに幾いく重えもの剣閃がたばしり、その身を無む慈じ悲ひに徹てつ底てい的てきに斬り刻んだ！

　――正騎士剣技プリエステ・アーツ『ハルバード・ランペイジ』。

　すれ違いざまに相手を一閃し、剣気オーラの斬撃を内側から炸裂させる大おお技わざである。

「が――ァッ……!?」

　断だん末まつ魔まの短い悲鳴を最後に、バタリと倒たおれ伏ふすリーダー格の騎士。赤のマントもツヤツヤの軽鎧ライトアーマーも上等な衣服も斬り刻まれ、便所のボロ雑ぞう巾きんよりも悲ひ惨さんな有様となっていた。

「またつまらぬものを斬ってしまった。――これ、一回言ってみたかったんだよな」

　つぶやきつつ振り返かえり、無様に倒れ伏す五人を確認する。

　立ちあがる者はない。全員等しく意識を失い、虫の息といった具合である。

　剣技アーツの再現エミユレート実験テスト、その結果は上々といっていいだろう。強すぎず弱すぎず、人間の枠内に威力をうまく留とどめることが当初の目標だったのだ。

「が……はっ……」

　リーダー格の騎士が、仰あお向むけのまま血を吐はきだす。このまま放っておけば死に至る可能性もあるだろう。

　彼らに個人的な恨うらみは――まあ、ないこともないが、それを晴らすことが僕の主目的ではない。

　なにより、彼らを殺すことは僕の本意ではない。

　だってそうだろう。言っちゃあなんだが、こんなしょうもないチンピラどもを死に至らしめて、僕が殺人の重荷を背せ負おったり罪の意識に苛さいなまれたりするのはまったくもって割にあわない話である。

　かてて加えて、表向きは一いつ介かいの鍛冶師という設定のこの僕が、五人の騎士をまとめてフルボッコにしたという噂うわさがひろまってしまっては非常によろしくない。

　なので僕は、彼女たちに後始末を頼たのむことにした。

「練習はこんなところだな。クロナ、マシロ。主たる我が命じる。こいつら身体と、斬り落とした剣を元に戻リセツトしといてくれ」

【【御み心こころのままに、我わが主神デウス】】

　さっきとは打って変わって、おごそかな口調で応じるクロナとマシロ。

【――『時間統御テンプス・ドミナ』、代理執行開始ナビゲート・エンター】

【――『空間統御スペテイム・ドミナ』、代理執行開始オペレート・エンター】

　即そつ決けつ即そく断だん、言げん行こう一いつ致ち。不可視の彼女たちが不可視の力を振るう。

　たちまちその効果が現実のものとなる。理り屈くつも常識も物理法則もいっさい無視して、ズタボロになった騎士たちがパッと戦せん闘とう前まえの状態へと復元された。

　実に簡単。この程度の所業、クロナとマシロにとっては冷れい凍とうチャーハンを温めるほどの手間ですらなかった。

　そしてこの僕・天霧シンは、そんな彼女たちに命をくだせる唯ゆい一いつ無む二にの存在だ。

　どうしてかって？　その理由については、実のところさっき口に出だして言っていたりする。

　幸か不幸か、是ぜか非か、運命なのか偶ぐう然ぜんなのか、あるいは神の悪戯いたずらか悪あく魔まの罠わなか――

　いや。『神の悪戯』だけはありえないか。

　なぜならば――

　この僕・天霧シンこそが、この世界の『神』なのだから。







プロローグΩ







　突とつ然ぜんだけど、夢と現実を分け隔へだてているものはなんだろう？

　夢と現実の境界線はどこにあるのか？

　逆に言うと、現実を現実たらしめている決定的な要素とはなんだろうか？

　五感の有う無む――ではない。少なくとも大たい抵ていの夢の中で視覚と聴ちよう覚かくははっきりとあるはずだ。

　残る嗅きゆう覚かく・味覚・触しよつ覚かくも、そういう場面に差さし掛かかれば普ふ通つうに感じられるだろう。

　なので、古典的なお約束である「これは夢だ！」などと言いつつ頬ほおをつねるという行こう為いは効果的とはいいがたい。なぜならそこで感じられる痛覚は夢の中の痛覚であって、現実のものではないと思うからだ。

　では、夢と現実を分け隔てているものとは？

　僕は『記き憶おくの連続性』と考える。

　単純に『時系列』と言いい換かえてもいいだろう。

　つまり、こういうことだ。

　現実には『過去』があって、過去と現在のあいだに確固たる連続性がある。

　しかし、夢にはそれがない。

　なので、いま自分のいる『そこ』が夢ではないかという疑いを持ったなら、真っ先にするべき作業は自身の頬をつねることじゃない。

　過去の記憶と現在の状じよう況きよう、両者の整合性を確かめることだ。

　その結果、整合性がとれているなら『そこ』は現実であり――

　整合性が破は綻たんしているなら、『そこ』は夢であると疑ってかかるべきだろう。

　さて。

　そんな持論を踏ふまえたうえで――

「……この状況、僕はどう判断するべきなんだろうな」

　気がつくと、『そこ』は森の中だった。

　森といっても、そんじょそこらの森じゃない。異様な森だ。

　生えている木々の種類、すなわち植生が現代日本のそれとまるで違っている。

　ひと言でいえば、空から大量のペンキをぶちまけたような極ごく彩さい色しきの森。

　赤・青・黄色、橙だいだい・紫むらさき・黄緑色、瑠る璃り・山やま吹ぶき・猩しよう々じよう緋ひ色いろ、エトセトラ・エトセトラ……植物学の知識なんかなくても、その異様さは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「……マジかよ」

『ここ』は、僕がよく知る現代日本ではない。地球という惑わく星せいの上かも怪あやしい。それどころか、既き知ちの宇宙ですらないような気がしてならなかった。

　世界が……違う。異なる世界。異世界――！

「……いやいやいやいや。待て待て待て待て」

　首を左右に振って、両手をおろす「落ち着けクールダウン」のポーズをとる。

「お、落ち着け、落ち着くんだ、僕。そうだ、僕の記憶はどうなってる……？」

　記憶の照合。それこそが夢と現実を判別するリトマス試験紙だ。

　まずは自分の状態を詳くわしく検分する。

　服装は――なんの変へん哲てつもない見慣れた高校の制服だ。いや、この極彩色の森の中ではむしろ変哲すぎる格好だけど……いや、いまはセルフツッコミをしてる場合じゃない。

　鞄かばんの類たぐいは所持していない。が、ポケットには財さい布ふとスマホが入っている。

　これらの『物証アイテム』は、僕が現代日本の出自であることを裏づけている。

　それがどうして、気がついたら森の中にいるのだろうか。

　いや、待てよ、そういえば――気がつく直前、僕はなにをどうしていたんだっけ？

　たとえば、足元に魔ま法ほう陣じんが輝かがやいたり、眼めの前にワープゲートが出現したり、あるいは交通事故に遭あうとか通とおり魔まに刺さし殺ころされるといった、いかにも異世界召しよう喚かんチックな出来事イベントはあっただろうか？

　……ない。僕の記憶によるところの、気がつく直前の出来事。それはごく普通に、朝、学校に行こうとして自室のドアを開けた。

　ただそれだけだ。

　その直後に現代日本での記憶はブツリと途と切ぎれ、気がつくと僕は極彩色の森の中にいた。

　……なんだそりゃ。セルフツッコミを解禁したくなる話だ。

　まったく異質な二つの出来事をぶつ切りにして、無理やりくっつけたような感覚だ。

　そこにはなんの連続性も関連性も無い。無いのだから、頭をひねって理屈をこねくりまわしたところで見つかるはずもない。

『失われた鎖ミツシングリンク』ならぬ『存在しない鎖ナツシングリンク』とでもいおうか。

「マ、マズいぞ、これは……」

　ここにきて、思いあたる。

　先ほど賢さかしらに提示した僕の『持論』だが……あれには致ち命めい的てきともいえる欠けつ陥かんが一つあった。

　こうなってくると、自分の記憶に絶対の信をおくことができない。

　記憶の正しさを裏づける物証アイテムが制服と財布とスマホの三点だけでは、いかんせん心こころ許もとないのだ。

　全方位にひろがる広大な極彩色の森、その迫はく真しんの現実味リアリテイに対してどうにも分が悪い。

　一体どちらが本来ありえべからざる『異物』なのか、いよいよもって怪しくなってくる。判わからなくなってくる。

　……というか。

　この思考そのものが、単なる現実逃とう避ひになっていないか？

「……いや待てよ僕。眼の前の光景が現実かどうか疑わしいんだから、現実逃避というのは正しくないはず……」

　と、僕がさらなる逃避の堂々めぐりに陥おちいりかけた、そのときだった。

　ガササッ！

　すぐ近くで、やたらと不ふ吉きつな葉は擦ずれの音がした。

　おそるおそる、僕が首を振りむけてみると――

「なッ……!?」

　灌かん木ぼくの陰かげから、異様な物体が姿を現した。

　ひと言でいえば、大きなゲル状物質の塊かたまり。直径および全高は一メートルほど。

　そんなものが粘ねん液えきの尾を引きながらズルリズルリと近寄ってくるのだから、ビビって固まってしまうのは僕に限ったことじゃあるまい。

　それにしたって、一体なんなんだアレは？

　生き物……とは言いがたい。となれば化け物と呼ぶしかなさそうだ。

　化け物……モンスター……スライム？

　唐とう突とつに、僕の脳のう裏りにその単語がうかんだ。

　スライム。僕がその単語から真っ先にイメージする、眼と口がついた可愛かわいらしい造形とは似ても似つかないけれど――どうしてか直感的に、眼の前の怪かい物ぶつを形容するのにふさわしい言葉だと思ったのだ。

　いずれにしても。

　化け物だモンスターだと認にん識しきしておきながら、いくらなんでも僕には警けい戒かい感かんがなさすぎた。

　この期におよんでもなお、ゲームの画面や映画のスクリーンを観みるような気分でいた。

　なので、自分に危害がおよぶだなんて夢にも思っていなかった。

　――そんなわけは、なかったのだ。

　ドヒュッ！

　だしぬけにスライムの身体の一部が隆りゆう起きし、触しよく手しゆとなって猛もう烈れつな勢いで射出された。

「ッわ!?」

　とっさに僕は飛びのいた――というより、無様に尻しりもちをついたというのが正解だ。

　結果として、助かった。

　スライムの触手は僕の両足の間に突き刺さった。硬かたそうな地面に深々と、だ。

　……残念なことに、この触手はいかがわしいプレイ用の軟なん弱じやくなモノではないらしい。

　純然たる攻撃用、高い殺傷能力を秘ひめた武器である。

　直撃すれば、特に鍛きたえてもいない僕のやわな身体などはひとたまりもないだろう。

　……そして、次はない。

「ぅ、うゎ……ッ!?」

　突とつ如じよ降ふって湧わいた生命の危機に、僕の思考は麻ま痺ひし、肉体は金かな縛しばり状態に陥っていた。

　スライムの体表に、第二の隆起が生じる。そこから触手が放たれれば、僕の人生はあっさりジエンドだ。

　死――いや、待ってくれ、嘘うそだろ、こんな簡単に、まったく唐突に、なんの脈みやく絡らくもなく死ぬだなんて――

　ヒュォッ！

　――一いち陣じんの、風。

　それが僕の横を通り抜けたと思うや――

　ザシュシュッ！　第一の触手と第二の触手が、まとめて切断されて宙を舞まった。

（なッ――!?）

　ザゥンッ！　さらに次の瞬間、スライムの本体までもが真っ二つに断ち割われた！

　ジュァァァアアッ！　直後、悲鳴とも蒸発音ともつかぬ音とともに、スライムの身体は発光しながら消しよう滅めつした。

　斬り落とされた触手もふくめて、一片残らず跡あと形かたもなく消え去っていた。

　かくして、僕にとって恐きよう怖ふと脅きよう威いの象しよう徴ちようであった恐おそるべきモンスター・スライムは、実に呆あつ気けない最さい期ごを迎むかえたのだった。

　トンッと、軽快な着地音が響く。

　ここで僕は、ようやく『風』の正体を視し認にんすることができた。

　それは紛まぎれもない人だった。

　僕にとって、この異世界における最初の出会いフアースト・コンタクト。

　彼女は――そう、颯さつ爽そうと現れ僕の危機を救ってくれたのは、女の子だった。

　やや大人びてはいるが、おそらく一〇代とおぼしき少女。艶あでやかな金きん髪ぱつを一本にまとめ、薄うす桃もも色いろのマントを身につけている。胸、両りよう腕うで、両足には、それぞれ金属製のブリガンダイン、ガントレット、レッグガードを装着していた。

　そして、右手には両りよう刃ばの長ちよう剣けんが一ひと振ふり。

　――女騎士。これ以上に、彼女を的確に形容する言葉はないだろう。

（なんて……）

　僕はというと、不覚にも――あるいは間抜けにも、彼女に眼を奪うばわれていた。

　見み惚ほれた、というのとは少し違う。

　なぜならそのときの僕の感情を現代口語で表現するなら、「超カッケェ！」というのがもっとも近しいからだ。

　女騎士の横顔の凛り々りしさ、まとう空気の清せい冽れつさは、現代日本の人間とはまったく趣おもむきを異にしている。

　ましてや彼女は、僕にとって命の恩人だ。

　その立ち居振ふる舞いは神こう々ごうしくすら見え、北ほく欧おう神話の戦乙女ヴアルキリーが降臨したのかと思うほどだった。

　女騎士は、スライムを一刀両断にした長剣を腰こし元もとの鞘さやへと収め――

　ついに、僕へと顔を振りむけた。

「……！」

　僕は息を呑のむだけで、言葉を発することができない。

　対して女騎士は、たっぷり五秒ほど僕をじっと見つめて、

「キミ……変な服」

　第一声が、それだった。

　出会って早々、他人ひとのファッションに文句をつけるとはなんだこの女、と思ったが、

「すっごい！　なんだかおもしろい！　もしかして異国のひと？　どこから来たの？　レムルスははじめてっ!?」

　と、青い瞳ひとみを好こう奇き心しんに輝かせて矢や継つぎ早ばやに質問を繰くりだしてくる。

「いや、あの……」

「ねえキミ、どうしてこんな森の中に一人でいるの？　ここはモンスターが出るからすっごく危ないところなのに。ねえねえ、どうしてっ？」

「どうしてって、それを訊きたいのは僕のほうだっての！」

　僕は膝ひざ立だちになるや、相手に負けじと言葉を発した。

「一体どこだよここは！　なんで僕はこんなところにいるんだよ!?　そもそもあんた誰だよ、なに人だよ!?　つかモンスターが出るとかサラッと言ってる時点でツッコミどころ満まん載さいなんですけどーッ!?」
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「ちょ、ちょっとキミ、落ちつきなよ」

「落ちつけるわけあるか！　そんなの無理に決まってるだろ！　僕にしてみたらなにもかもが唐突で意味不明で理解不能なんだよ！　これが少女マンガだったら『頭がフットーしそうだよォーッ！』とか言いだすところ――」

「えいっ」

　次の瞬間、女騎士は左右の腕うでをひろげて僕を抱だきかかえた。

「ッッッ!?」

　僕が膝立ちで、彼女が直立しているという関係上、顔面が胸に押しつけられる格好になる。

　ブリガンダインのおかげで柔やわらかさは感じなかったが、そんなことは問題にならない。

　べつの意味で僕の頭は沸ふつ騰とうしかけた。

「――大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫だよ。ゆっくり息を吸って吐いて。ね？」

　耳元で囁ささやかれる声が実にこそばゆい。

「な、ななッ……！」

　僕は息を吸って吐くどころか、釣つり上あげられた鮒ふなのように口をパクパクさせることしかできなかった。

「どう？　落ちついた？」

「お――」

「お？」

「落ちつけるわけないだろっ！　なにしてんだよいきなりッ!?」

　首のホールドから脱出して、僕は転がるように後方へと逃のがれた。

　ようやく呼吸困難状態を脱だつし、ゼエゼエと息をととのえて、

「まず訊きたいんだが……いきなり抱きつくことがどうして人を落ちつかせることになるんだ？」

　それが異世界ここの流りゆう儀ぎなのかと思うが、

「え？　だって、小さい子が泣いているときにこうすると、たいてい泣きやんでくれるから」

　正しくは彼女の流儀であったようだ。

「厳重に抗こう議ぎさせてもらうが、僕ぼくは小さい子でもなければ泣いてもいないぞ」

「でも――落ちついたみたいだね」

　言って、ほほ笑えみをむけてくる。

「ぅ……」

　言われてみればそのとおりなのだから、僕としては「ぐぬぬ」となるしかない。

　――まあ、感情を抜きにして冷静に考えてみれば、ここで意地を張りつづけても益はない。

　奇き貨かおくべし。この機会を最大限に活いかすべきだろう。

「じゃ、気を取り直してまずは自己紹しよう介かいをしよっか」

　女騎士が自分の胸むな元もとに手をあてて、言う。

「わたしはレムルス教主領の『隷騎士ミニス』、クリスティナ＝ディルアーク。ティナでいいよ」

「僕はシン。天あま霧ぎりシンだ。……えーと、その、ティナ？」

　微び妙みような気き後おくれを感じつつも、僕は彼女を愛あい称しようで呼んだ。

「うん、なに？」

「言うのが遅おそくなったけど――まずは助けてくれたことに礼を言わないとな。ありがとう」

「気にしなくていいよ。普通の人たちを守るのは、わたしたち騎き士しの責務だから」

「スライム、か。あんなモンスターが、この世界には普通にいるんだよな？」

「そうだけど……んんん？」

　と、小首をかしげるティナ。

「キミの言ってること、なんだかヘンだよ？　まるでモンスターを初めて見たって口ぶり。『レムルス』でも『帝てい国こく』でも東の果ての『ヤマト』でも、この『プルガトリオ』でモンスターがいない場所なんてどこにもないのに……」

　良い着眼点だ、と僕は内心でティナを賞賛する。

　これだけ頭の回転が速いなら――僕がかかえる『特とく殊しゆな事情』を話してみてもいい気がした。

「とりあえず、信じなくてもいいからさ……僕の話を、聞くだけ聞いてみてくれないか？」

　ティナの同意をえて、僕は「気がついたら異世界に来ていた」という経けい緯いを説明した。

　正直に、すべてをありのまま話すのが最良だと思ったのだ。

　かくして、ティナの反応リアクシヨンは――

「べ、別の世界ィ……？」

　そうつぶやいて、眼をぱちくりさせる。

「いちおう確認しておくけど、先例があったりはしないよな？　つまり、僕と同じように別の世界から来たって言いだす人間だけど――」

「少なくとも、わたしはそんな話は聞いたことないよ」

　ティナが深刻な表情で答えた。

「やっぱりそうか。……じゃあ、僕の話を信じてくれっていうのはさすがに無理があるよな」

「ううん。信じるよ」

「は、はぁ!?　え、その、本気マジで？　自分で言ってて与よ太た話ばなしにしか思えない話なのに――」

「だって」

　慈じ悲ひ深ぶかい――それこそ女め神がみもかくやという微び笑しようをうかべ、ティナは言った。

「わたしが信じなかったら、キミは本当にこの世界で独りぼっちになっちゃうじゃない」

「ッ――！」

　正直、これはずるいと思った。

　不覚にも、僕の心臓ハートはガッチリ掴つかまれてしまった。

「ま、まあ、それならそれでいいんだ。僕としては大助かりだし大だい歓かん迎げいだしな、うん」

　なんだか照てれ臭くさくなって、僕は眼線をそらしつつ答えた。

「まったく、一体なにがどうなってんだろうな。つか今いま更さらだけど、僕らが普通に話せてるのっておかしいっていうか、ありえなくないか？」

　僕の耳には、彼女の言葉は日本語に聞こえる。それも綺き麗れいで訛なまりのない標準語だ。

　……とはいえ、彼女が日本語を話せるとはとても思えないが。

「あ、それは別におかしくないよ。わたしたち騎士をふくめた五大国の主戦力レギオンは、『バベルの言こと霊だま』の力で誰とでも意思の疎そ通つうができるようになってるから」

「なるほど。常時ほんやくコンニャクを食べてるようなものか」

「え、なにそれ？　『バベルの言霊』は食べるものじゃないよ？」

「解わかってる解ってる。こっちの話だから気にしないでくれ」

　あるいは『アニメ語』というやつか。実際、ティナの口元を注意深く観察してみると、アニメの口パクや洋画の吹き替えよろしく、言葉と口の動きにわずかなズレがあるように見受けられた。

　いや……それどころか、さっき「ミニス」って単語を耳にしたとき、僕の脳内には自動的に「隷騎士ミニス」というルビ付きテキストが想起されたな。

　となると『バベルの言霊』は吹ふき替えと字幕のハイブリッド式といったところか。

　なんにしても、便利な仕組みシステムには感謝せざるをえない。

「だけど、それだと仮に僕がこの世界の一いつ般ぱん人じんと話をした場合、まったく言葉が通じないってことになるわけだよな？」

「そうだね。でも、シン君が未知の言語を使ってるってことがわかれば、別の世界からきたって証しよう拠こになるはずだよ」

「そういう考えかたもあるか」

　どうやらティナは、かなりの前向き思考の持ち主ポジテイブシンカーであるらしい。

「さてと、どうしよっか？　わたしもいろいろ訊ききたいし、キミもいろいろ話したいと思うけど――まずは街に案内するね。ついてきて」

　実に魅み力りよく的てきな提案だ。

　僕は一ナノ秒すら迷うことなく同意した。

　ティナに導かれて歩きだす。

　――なんというか、これこそが不幸中の幸いというやつだろう。

　いきなり異世界に飛ばされて「さあどうしようか」という矢先に、ティナのような人物とファースト・コンタクトを果たせたのは、返す返すも僥ぎよう倖こうというしかない。

　さて、果たしてこれから僕はどうなるのだろうか？

　あんがい早く元の世界に戻れるのか、それとも一生をこの世界で過ごすことになるのか？

　ティナのおかげでスタートは上々といえそうだが、現代日本で生まれ育った一介の男子高校生にとっては、間ま違ちがいなく前ぜん途と多た難なんな日々が待ちうけていることだろう。

　それでもこの時の僕は、異世界での生活に少なくない期待をいだいていた。

　しかし――

　僕は、二つの決定的な思おもい違ちがいをしていた。

　一つは、僕の異世界での日々はまだスタートしてすらいなかったこと。

　もう一つは、僕が『現代日本で生まれ育った一介の男子高校生』でいられたのは、この時この瞬しゆん間かんが最後だったことだ。

　突とつ如じよ、

【どういうことですマシロ？　空間座標が滅め茶ちや苦く茶ちやじゃないですか】

【シロはまちがってない。クロが時間座標をまちがえたとおもう】

　頭の中で、声が響ひびいた。

「っ!?」

　とっさに僕は足を止めて左右に首を振ふる。

　が、近くに声の主らしき人物たちは見あたらない。

「シン君？　どうしたの？」

　ティナが振りむいて訊たずねてくる。

　この反応、彼かの女じよには聞こえていないのだろうか？

「いや、いま声が――」

【仕方ありませんね。このままだと話が始まりませんし、初期化リセツトをかけますか】

【わかった。時空座標を『大いなる帰還プランク・ゼロ』に固定する】

【――『時間統御テンプス・ドミナ』、代理執行開始オペレート・エンター】

【――『空間統御スペテイム・ドミナ』、代理執行開始ナビゲート・エンター】

　次の瞬間――

　世界が、狂くるった。

　少なくとも、僕の五感が感知する上では、そうとしか言い表せない事象が起こった。

　眼に映るすべてがゆがみ、音という音がノイズと化し、未知の異い臭しゆうが鼻び腔こうを突つき刺し、口内の唾だ液えきが不可思議な味へと変異し、皮ひ膚ふと空気との境界を認識できなくなる。

　まるで僕の周囲でだけ、時空そのものが異常をきたしてしまったかのように――

　すぐにそれは脳内をも侵しん蝕しよくし。

「ッゥ……!?」

　ギロチンで首を断たたれたかのごとく、僕の意識は断絶ブラツクアウトした。







１．大いなる帰還







　ところで、ギロチンは残ざん酷こくな処しよ刑けい法ほうの代名詞だと思われているかもしれないが、実際には「一瞬で」「確実に」「苦痛を与あたえることなく」殺せることから、むしろ人道的な処刑法と評価されている。

　その証拠に、ギロチン発はつ祥しようの地であるフランスでは意外なほど近現代まで使われていた。具体的には一九八一年の死し刑けい制度廃はい止しまで稼か働どうしていたというのだから驚おどろきだ。

　逆に残ざん酷こく極きわまりない処刑法といえば、僕は断然「凌りよう遅ち刑けい」を推おす。

　興味のある方はネットで検けん索さくしてみるといい。ただし、そこでどんな画像が出てきても責任はとれないが。

　投資と検索は自己責任で、というのが世の鉄則である。

　……とまあ、そんな益やく体たいもない思考をめぐらせていたところで、僕は意識が回復していることを自覚した。

　仰向けに寝ねている体勢。まぶたが重くて視界は閉ざされたままだが、聴覚はすでに働いていた。

「来ましたね」

「ん、きた」

　話者は二人。聞いた感じ、いずれも先ほど頭の中に響いた声と一いつ致ちする。

「だけど、これがほんとうにそうなの？　なんだかひんそーな顔」

「こら、マシロったら、人様の顔に貧相だなんて失礼ですよ」

「そうなのか、クロ？」

「そうですとも。せめて、パパンの精子がママンの子宮に着弾した瞬間に三十歳童貞まほうつかいになる宿命を背負わされた顔、とでも言うべきですよ」

「ってぇ、お前のほうが百垓がい倍はド失礼だろうがッ！」

　バチッと眼を見開き、すかさず跳はね起おきて僕は叫さけんだ。

　どこのどいつだ、人をエリート魔ま法ほう使つかい候補生呼ばわりした不届き者はッ!?

　ちなみに『垓』という単位は『兆』を千倍にした『京』のそのまた千倍である。

「……？」

　かくして僕の左右には、それぞれ一人ずつ少女の姿があった。

「目覚めましたね」

「ん、めざめた」

　……どうやら、またしても「気がつくとそこは見知らぬ場所」のパターンらしい。

　僕はやれやれと思いつつも、油断せずに二人の少女へ視線を送る。

「つか、誰だれだよ、お前たちは？」

「お初にお目にかかります、シン様」

　僕から見て右に直立する黒くろ髪かみの少女が、完かん璧ぺきな角度でお辞じ儀ぎをする。

　柔にゆう和わで気品にあふれた面おも立だちの美少女。

　セミロングのハーフアップの髪かみ型がたが、清せい楚そでしとやかな印象にいっそう磨みがきをかけている。

　服装は髪色同様、長なが袖そでのトップスも、ミニのプリーツスカートも、膝ひざ上うえ丈たけのサイハイソックスも、すべて黒のカラーでコーディネートされている。唯ゆい一いつの例外は、ワンポイントとなっている赤のネクタイ風アクセサリのみだった。

「御お目めにかかれて光栄の至りです。わたしのことは、どうぞクロナとお呼びください」

　頭を垂れたまま、淑しとやかな声こわ音ねで言う。

　口調や仕草はやたらと丁てい寧ねいでへりくだっているが……僕の耳は、忘れもしない。

　ついさっきとんでもない暴言を吐はきやがったのは、間違いなくこの女だった。

「はじめまして、シンさま」

　もう一人、左に位置する白髪の少女は、四よつん這ばいになって僕の顔を覗のぞきこんでいた。

　あどけない純真無垢イノセントな容よう貌ぼうの美少女。

　ツーサイドアップの髪型が、無む邪じや気きな印象を際きわ立だたせている。

　身につけているのはクロナと同系統の衣装だが、カラーリングと細部のデザインが異なっている。カラーリングは髪色と同じ白一色。トップスは肩かたがむき出だしになったノースリーブで、ソックスも足首までの短いものだ。ワンポイントのネクタイ風アクセサリは青系だった。

「シロはマシロ。シンさまもシロのことはシロってよぶといい」

　なにやらややこしいが、まとめると彼女の名前は「マシロ」で愛称および自じ称しようが「シロ」ということらしい。

　それにしても……キレイ系とカワイイ系という違いはあれど、クロナもマシロも異様なまでに顔の造形が整っている。あまりに整いすぎていて――生き物というより、至高の芸術作品を目まの当あたりにしているような心地ここちがした。

　一体、彼女たちは何者なのか？

「クロナに、マシロね。まあ、名前はわかったけど」
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　上体を起こしながら僕は訊ねた。

「で？　お前たちは一体なんなんだ？」

「ですから、クロナとマシロです。なお、ブラックとホワイトだからといってふたりはプリキュアではありませんので誤解なきよう」

「誰もそんな誤解はしねえよ！」

　なんて大それたやつらだ。最低限、ヘソだしコスチュームとゆかなボイスを実装してからこいと言いたい。

「名前じゃなくて、お前たちは何者なのかと訊いてるんだ」

「ああ、それでしたら」

　マシロと眼をあわせてから、クロナは言った。

「わたしたちは、シン様の忠実な下僕です」

「――は？」

　なに言いだしてんだこいつ、と思う。

　僕は助けを求めるようにマシロへと視線を振るが、

「『しもべ』でも『げぼく』でも、シンさまのすきなほうでよぶといい」

　マシロもクロナと認識を共有しているようだ。

「……まあ、斬ざん新しんな自己紹介であることは認めるけど、あいにくといまの僕にはツッコんでる余よ裕ゆうがないんだ。できればボケはなしにしてくれるとありがたいんだが」

　クロナは微笑を顔に貼はりつかせ、マシロはきょとんとして僕を見つめている。

　待てど暮らせど、発言の撤てつ回かいないし訂てい正せいの言葉は発せられない。

　なんだこれ？　逆に僕のほうがスベってる空気じゃね？　おかしくね？

「……つか、そもそもここはどこだよ？　僕は森の中にいたはずなんだけどな」

　立ちあがって、あたりを見み渡わたす。

　先の極彩色の森とは違って、この場所は遮しや蔽へい物ぶつにとぼしくすこぶる見晴らしが良いい。

　それでいて空気はやたらと澄すんでいるため、僕は高い山の上にいるような感覚をいだいた。

　と、クロナが口を開いて説明する。

「ここは神の座所たる天空宮きゆう殿でん『エンピレオ』。地上世界『プルガトリオ』の上空一万メートルに存在する浮ふ遊ゆう島とうです」

「上空一万メートル？　浮遊島？　いや、普ふ通つうに嘘だろ？」

「嘘ではありません。――マシロ、シン様に下界の様子をお見せして」

「ん」

　マシロが答えた、その直後。

「ッ!?」

　突如、足元の地面が消失した――かに思えたが、実際は違った。

　周辺一体の地面が、ガラス床ゆかよろしくスケルトン化したのだ。

　おかげで自分の立ち位置がたちどころに理解できた。

　僕が立っている場所のだいぶ下に雲があり、そのはるか下に海や陸地が見えた。よくよく眼を凝こらせば、町らしきエリアも確かく認にんできる。

「ほ、本当に空の上かよ。それにしちゃあ、息苦しくもなんともないけど……」

　高度八〇〇〇メートルあたりで、酸素濃のう度どは生命を維い持じできないレベルまで低下するはずだ。

　しかし僕の体感的に、呼吸の具合は平地にいるときと変わらない。

「シン様も細かいところにツッコみますね。もちろん、そのあたりも抜ぬかりはありませんのでご心配なく」

「わりと都合のいい力で気圧や酸素濃度は保たれてるってことか。やれやれ、いよいよもってファンタジーな展開だな……」

　天空の浮遊島。これがＲＰＧなら、ストーリー終しゆう盤ばんに訪おとずれて重要なイベントが発生するような場所である。

「つまりなにか？　ここにはこの世界の神様が御ご座ざすってわけか？　はん、そういうことなら是ぜ非ひとも御お目め通どおり願いたいところだね」

「シンさま、それはぜったいにむり」

「ええ、そうですとも。なぜなら――」

　明日の天気をつげるような口調で、クロナは言った。




「天あま霧ぎりシン様。あなたこそが、この世界の神なのですから」




「……は？　え？　なんだって？」

　思わず難なん聴ちよう系ラノベ主人公御ご用よう達たしの台詞せりふを口にしてしまう僕だった。

「え、なんだって？　いくら僕が薄うすっぺらい人間でも、ペーパーの紙呼ばわりされるおぼえはないと思うんだけどなぁ」

「……シンさま、そのボケはクッソさむい」

「ひとが真ま面じ目めな話をしているときに茶ちや化かすだなんて、常識と人格と人間性と倫りん理り観かんと生存理由と存在意義を疑いますね」

　返ってきたのは、すさまじく冷たい反応リアクシヨンだった。

「いやいや待て待て、僕は断じて間違ってないぞ。だって考えてもみろよ、『あなたは神です』なんて言われて真に受けるのは、よっぽどのバカかマヌケかアブナイ宗教の教祖くらいのものだぜ」

「もう一つありますよ。言われた対象が真実神であった場合ケースです」

「それが僕だっていうのか？　んな無む茶ちやな……」

「なにを仰おつしやいますかシン様。無茶というなら異世界に召しよう喚かんされた時点で無茶なんですから、そこに神認にん定ていがくわわっても大差ありません」

「いやその理り屈くつはおかしい。……どう考えたってその二つは等価イコールじゃないぞ」

　僕としてもここは退ひけなかった。

「そもそも、だ。仮に、万が一、百億歩ゆずって僕がこの世界の神だとして、だったらどうしていままで現代日本で普通の高校生として生きてきたんだよ？　そこの説明がつかないだろ」

「むー、シンさまはがんめいころう。クロ、ここは一からせつめいしたほうがいい」

「そうですね。ではシン様、わたしが事情を説明いたします。それなりに長い話になりますので質問は最後にまとめてお願いします」

「わかった。聞くだけ聞いてやるよ」

「では、どうかそのシュールストレミングなみにくっせぇ口を閉じてお聞きください」

「ちょっと待て！　僕の口こう臭しゆうはさすがに世界一を争あらそうレベルじゃ――」

「シンさま、だめ。しつもんはあとでまとめて」

「ぐ……。前置きはいいから早く説明しろよな！」

　僕はその場に腰こしをおろし、ドカッとあぐらをかいた。

　クロナとマシロも僕にならって座すわりこむ。

「ではまず『神』の定義についてですが――ここでは一神教における全ぜん智ち全能の絶対神、すなわち森しん羅ら万ばん象しようの創造主を指します。シン様が言うところの異世界、すなわちこの『プルガトリオ』は、ほかならぬシン様によって創造されたということですね」

「ちょぉっっと待ったぁああああッ！」

　結けつ婚こん式しきに乱入するような勢いで僕は叫んだ。が、

「――んごっ!?」

「シンさま、だめっていってる。だまらないと唇を五寸釘でぶちぬいてぬいつけるぞ？」

　ほとんど無表情で怖こわいことを言いだすマシロ。

　なお、実際に彼女がしたのは、後ろから両手で僕の口元を塞ふさぐという行こう為いだった。

　背中に乗りかかってくるものだから、意外にボリュームのある胸の感かん触しよくがもろに伝わってくる。

「モ、モガッモゴガ、フガゲガガベッ（わ、わかったから、離はなれてくれ！）！」

　僕の訴うつたえが通じ、マシロは手を放してくれた。

　ただし、僕の背後はキープしつづけている。これはもう、口をアロンアルフアでくっつけてでも話を聞くしかなさそうだ。

　眼め線せんだけでクロナにつづきをうながす。

　コホンと演技めいた咳せき払ばらいをして、クロナは語りだした。

「さて。次はなにゆえシン様が、元の世界からこの異世界に召喚されたかについてですが――これは前提となる認にん識しきが間違っています。端たん的てきに言えば、元の世界は実在していません」

「……！」

「正しい時系列は以下のものになります。

　①創造主たるシン様がこの異世界『プルガトリオ』を創造なされた。

　②あるときシン様は地球と呼ばれる仮想世界を創つくりだし、自らの意識と肉体を転移させた。

　③目的を果たしたシン様は『プルガトリオ』に帰還を果たし、現在に至る。

　④今後、シン様は神として世界を『唯一にして真なる預定表グラン・アーカーシヤ』に沿って導いていく」

「…………！」

「シン様にしてみれば、②以前の記き憶おくはないと仰りたいところでしょう。ですが神の全智全能の力をもってすれば、自身の記憶を操作・消去・改かい竄ざんすることなど造作もありません。仮想世界への転移に際して、シン様は自らの意思で自らの記憶を封ふう印いんしたのです」

「………………！」

「なお、シン様が本来有されていた神の全智全能の力――『万有神力アルフアオメガ』は、二つに分ぶん割かつした上でわたしとマシロがお預かりしています。ですから、シン様ご自身が『自分はいたって普通の人間だ』と思われるのは無理からぬことなのです」

「……………………！」

「説明は以上です。それではシン様、ご質問をどうぞ」

　わりと唐とう突とつに訪れた質問タイム。

　僕にしてみれば待ちに待った時間のはずだが――困ったことに言葉がなかなか出てこない。

　いや、それはそうだろう。こんなツッコミどころしかない話を聞かされて、なにをどう質問したらいいのか？

「あー、えーと、その、マジで……？」

　僕が発したのは、マヌケ極きわまる確認の言葉だけだった。

「マジです」

「マジだぞ」

「へー、ふーん、そうなんだー、そうだったのかー、あはははー」

　こんなのもう笑うしかない。

　――はッ!?

　たったいま、僕はとんでもない事実に気づいてしまったッ！

　驚きよう愕がく！　天霧シンの「シン」は神様の「シン」だったッ!?

　………………。

　…………。

　……って、んなアホなッッッ！




　　　　　◆◇◆◇◆◇




「「あらためまして、シン様。我わが主神デウス」」

　放心状態の僕に対し、クロナとマシロが片かた膝ひざをついて頭を深々と垂れる。

　最敬礼の姿勢というやつだ。

　僕を主たる神認定したところであらためて挨あい拶さつを、という流れなのだろう。

「私わたくしは時間制御系ナビゲーターのクロナ。主神デウスの御み使つかいたる『右方の黒き智天使デキストラ・アーテム・ケルビム』にございます」

　クロナが厳おごそかな口調でつげる。

　が、そこにどれだけの忠誠心がふくまれているかは怪あやしいものだ。

「私わたくしは空間制御系オペレーターのマシロ。主神デウスの御使いたる『左方の白き智天使シニストラ・アルブス・ケルビム』にございます」

　つづけてマシロが、クロナとまったく同じ口調でつげる。

「はあ、リアクションに困る自己紹介をご丁寧にどうも」

　僕は長ちよう嘆たん息そくをもらして言った。

「……まあ、話の内容はかろうじて理解できたし、お前たちが僕を神だと認めてることも承知したよ。だけど、納なつ得とくすることも信用することもとうてい無理な話だぜ」

「どうしてです？　わたしの話に矛む盾じゆんはなかったと思いますが」

「そりゃ、説明のつかない箇か所しよを『そのときの記憶は封印されています』で一いつ括かつ処理してんだから矛盾はないだろうよ。その代わり、ご都合主義にもほどがあるけどな」

「なるほど。クソつまらないラノベなみにご都合主義全開だとシン様は仰りたいわけですね」

「そんな危険な発言は断じてしてねえよ！　つかラノベに限定する意味がわからねえし！」

　べつにご都合主義な展開はラノベに限ったことじゃないだろうに。

　僕はブーメランの名手にだけはなりたくねえぞ。

「つか、矛盾はなくても疑問点だらけだっつうの。せっかくだから個別にツッコんでくぞ。そもそもの話――『正しい時系列』とか言ってたけど、③の現在はまだしも④は未来の話じゃねえか。なんだよ『唯一にして真なる預定表グラン・アーカーシヤ』って？」

「読んで字のごとくです。この世界『プルガトリオ』が歩むべき真実の道標マイルストーン。完全なる始まりから完全なる終わりへと至る歴史の叙事詩タピストリ。全智全能の絶対神・シン様の手によって実現する理想の世界『無謬無何有郷フローレス・ザナドウ』の設計図とも言えますね」

「世界の設計図、歴史の進行表ってことか。で、それは一体どこにあるんだよ」

「そうですねえ、あえて言うならそこでしょうか」

　クロナが指し示したのは、僕の眉み間けんのあたりだった。

「えーと、つまり……」

「はい。シン様の頭の中です」

「いや、ねえよ」

　素すでツッコむわ、そんなもん。

「残念だが、キメラアント編よろしく僕の頭を切り開いて脳ミソをクチュクチュしても、そんな情報は見つかりっこないと断言しておくぜ」

「あら、シン様がお望みでしたらわたしがピトー役をやらせていただきますよ。いえむしろ頼たのむからやらせてくださいお願いします！」

　喜々とした表情でつげるクロナ。

「頼むからやらないでくださいお願いします！」

「それはさておき、シン様が憶おぼえていないとするなら『唯一にして真なる預定表グラン・アーカーシヤ』の内容もまた封印された記憶に該がい当とうしているようですね」

「なあ、お前たちの御使いの力とかを使って、封印を解除することはできないのか？」

「不可能ですね。神の下僕たる御使いわたしたちには、シン様に干かん渉しようをくわえる能力も機能も意志もそなわっておりません」

　つか、それができるならとっくにやってるって話か。

　しかしまあ、肝かん心じん要かなめの部分はもれなく封印済みとは、かつての僕はとてつもない阿あ呆ほうか、でなければとんでもなく性格の悪いやつだったに違いない。

　……いずれにしても、自じ虐ぎやくにしかなっていないのがイタいところだが。

「どうあれ、進行表がないんじゃ話にならない。そうでなくても僕に神として世界を導けだなんて無む茶ちや苦く茶ちやにもほどがある。どのくらい無茶かっていえば、登山未経験のインドア派ひきこもりにむかってエベレストどころか火星のオリンポス山を制せい覇はしてこいといってるようなものだぜ」

「問題ありません。不安に思う必要もございません。神であるシン様にかかれば、オリンポス山どころかグレートウォール超ごえもお茶の子さいさいです。なぜなら全智全能の絶対神は、そもそも間違うということがありえないのですから」

「なんだそのキリスト教の預定説も真っ青の理論は……。つか、さっきはスルーしたけど、地球が仮想世界でしかも僕が創ったってのも何気にすげえ話だよな」

　考えただけで頭が痛くなってくるが、ひとまずは置いておいてつづける。

「で？　もともとこの異世界の神だったらしい僕が、一体なんの目的で地球の現代日本に行って普通の高校生をやってたんだよ？　全智全能の絶対神がまさか物もの見み遊ゆ山さんってことはないよな？」

「もちろんですとも。仮想世界の創造とそこへの転移もまた『唯一にして真なる預定表グラン・アーカーシヤ』に組みこまれた重要な行程プロセスなのです」

「重要な行程プロセス、ね。具体的には？」

「ずばり『枢要因子コアフアクター』の採取です。わたしにも詳しよう細さいはわかりかねますが、この『枢要因子コアフアクター』は『唯一にして真なる預定表グラン・アーカーシヤ』を完全なものにする最後の一欠片ラストピースとのことです」

「おいこら待て、サラッと言ってたが『わたしにも詳細はわかりかねます』って無責任すぎんだろ」

「といわれましても、わたしの中に情報がないのですからこれ以上は答えようがありません」

「じゃあ、マシロのほうは……」

　僕ぼくはもう一人の少女へと水をむけるが、

「クロがしらないことは、シロもしらない」

「……だよな。期待した僕が悪かった」

「言い忘れていましたが――わたしとマシロはシン様の仮想世界転移以後、神の代理執行者アポストルとして造られた存在です。造化のタイミングは時系列でいえば②の直後にあたりますので、それ以前のことは因果関係的に知りようがありません」

「つまり打つ手なしってことか……」

「気に病やむ必要はありません。シン様が帰還を果たしてなお記憶を取とり戻もどせないということは、すなわちそれすらも『唯一にして真なる預定表グラン・アーカーシヤ』の筋書シナリオ通りということです。きたるべき時がきた暁あかつきには、必ずや封印は解かれることでしょう」

「そうなることを願いたいね。しかし神の記憶が戻らないことには、どれだけ話しても水みず掛かけ論ろんだよな」

「あら。シン様的には水掛けよりぶっかけのほうがお好きなのではないですか？」

「なにその脈みやく絡らくのないぶっこみ!?　とりあえずうどんのことだと解かい釈しやくして答えはイエスと言っておくぞ！」

　そりゃ、水だけかけたうどんなんて食えたもんじゃないよネ！

「とにかく、だ。話はもう充じゆう分ぶんだから、そろそろ僕が神だってことを裏づける証拠エビデンスを提示してみろと言いたいね」

「エビデンスの提示ですか。それはコミットメントがタイトなタスクですね」

　日本語に訳すと、約束することが厳しい課題、という意味だ。

「神が神である証しよう拠こ。それは人が人である証拠と似たようなものです。見れば解ることを、さて、どう説明したらいいものでしょうか――」

　と、クロナはわりと真しん剣けんに悩なやみだした。

「なあ、いま思いついたんだが、僕が神にしかできないことをやってみせればいいだけの話じゃないか？　そうだな、たとえば――」

　どうせできっこないという前提で、冗じよう談だんまじりに僕は言った。




「いますぐこの世界を滅ぼすとか」




「……」「……」

　黒と白の自称神の御使いは、きょとんとした顔つきになって、

「なるほどその手がありましたか！」

「さすがシンさま。あたまいい」

　それから得心の表情をうかべた。

「ま、待て待て、いまのは軽い冗だ――」

「そうと決まれば善は急げですね、マシロ」

「ん。えーえすえーぴーでやるぞ、クロナ」

「い、いやおい、マジにやらないよな？　つかできないよなっ!?」

　僕の声は届かない。もはやクロナもマシロも聞いちゃいなかった。

　ギアスの力よろしく、ひとたび神が発した言葉は訂正も撤回も不可能ということなのか。

　いずれにせよ――

「――主神デウスの代理執行者アポストルたる『左方の白き智天使シニストラ・アルブス・ケルビム』がつげる」

　言葉を発したのは、マシロだ。

　見れば彼女のまとう空気は一変していた。

　純じゆん真しん無む垢くな少女から、神の下僕へと。

　――あるいは、破壊の天使へと。

「――『空間統御スペテイム・ドミナ』、代理執行開始オペレート・エンター」

　カッ！と、マシロの背中から膨ぼう大だいな白光がほとばしった。

　六条の光。それらは猛もう烈れつな勢いで上じよう昇しようし、指数関数的に巨きよ大だい化かしていく。

「な、なにが――」

　なにがなんだか解わからない。

　しかしそのいっぽうで、僕の脳のう髄ずいは設定資料集を参照しているかのごとく、起こっている現象を逐ちく一いち理解できていた。

　あの光は御使いがひろげた三対つい六枚の翼つばさ。純白の光翼創出ゼノン・エフエクトだ。

　光の翼はある高度まで達すると、今度は一転して収束に転じる。そのままさらに上昇をつづけ、空に巨きよ大だいな紡ぼう錘すい形けいを描えがきだした。

「空くうは満ちたり。主の意志と我が権能において命じる――」

　光翼の最終収束点たる、天の頂。そこで次なる変異が起きた。

　空間が純白一色に侵蝕されていく。あたかもそれは、光翼が『鍵かぎ』となって天の『扉とびら』を開くかのごとき光景だった。

　では『扉』からは一体『何』が出てくるのか？

　――僕は、知っている。神の記憶がその存在を示し唆さしていた。

「『白き光の巨人アルブス・ネフイリム』、顕現せよリベレーシヨン――！』

　コォォォォォォオオオオオオオンンンッッッ！

　空が戦慄おののき、天の『扉』から純白の発光体が出現する！

　最初に現れたのは、二本の腕うでと二本の脚あし。人間の四し肢しを模しているが、そのサイズは途と方ほうもなく長大だ。

　つづけて頭部と胴どう体たいが現れ、全容が明らかとなった。

　巨大なヒトガタ。その全長は実に七〇〇〇メートルにも達する。

　しかしヒトを基準とすれば、実に奇き怪かいな体勢だ。仰あお向むけのまま背を弓ゆみ弦づるのように大きくそらせ、頭部と四肢は重力にひかれるままだらりとぶらさげている。

　その背中には、マシロが放出した光翼がつながっている。そのため上下を逆さまにすれば、巨人が下向きに三対六枚の翼をひろげているようにも見えた。

　頭部には双そう眼がんを思わせる真円が二つ。純白の巨人の中にあって、そこだけは虚きよ無むの澱おりを塗ぬりこめたかのごとき漆しつ黒こくだった。

　あれこそは御使いの真体にして神の実在証明。

　天意の執行装置たる『光の巨人ネフイリム』だ。

「な、なんだよ、これっ……!?」

　僕は天を仰あおぎ、愕がく然ぜんとつぶやく。

　頭ではよく解っている。いまなにが起きているのかはもちろん、これからなにが起きようとしているのかも。

　文字バレを見たあとジャンプを読むのと同じで、僕がしているのはただの確認作業でしかなかった。

　此こ度たびの『天意』すなわち神の意志は――

　世界を、滅ぼすことだった。

　ピィィイイイン！　巨人の面前に光の輪が出現する。

　ジュワッ！　次の瞬しゆん間かん、輪の中心から一ひと条すじの光線が放たれた。

　――『光の巨人ネフイリム』が地上にもたらす『滅びの閃光ハルメギド』。

「うそ、だろ……！」

　御ご存ぞん知じのとおり、僕の足元の浮遊島は完全スケルトン化している。

　よって『滅びの閃光ハルメギド』が地上を蹂じゆう躙りんする様を克こく明めいに観察することができた。

　その光は、物質ではなく空間を直接改変する。存在を有から無へと強制変へん換かんしていく。

　陸が、海が、森が、町が――地図をハサミで切りとるように、閃光がなぞった箇所はことごとく消しよう滅めつし空白となっていった。

　むろん、そこに住まう人々の運命も同一だろう。

　静かなる破は滅めつ。

「やめろ――」

　唐突な幕引き。

「やめろよ――！」

　一つの世界が、終わっていく。

「やめてくれぇえええええええッッッ！」




「――御み心こころのままに、我が主神デウス」




　ふいに、クロナが声を響ひびかせた。

「『時間統御テンプス・ドミナ』、代理執行開始ナビゲート・エンター」

　語調といいタイミングといい「待ってました」と言わんばかりだった。

　パッ――！　直後、ふいにブラックホールの中に投げこまれたかのごとく、僕の認識するあらゆるものが暗黒で満たされた。

　認識するもの――それは自身の肉体や意識すらも例外ではなかった。

「ッ……!?」

　あぁ、この感覚はついさっきも経験したじゃないか。

　ギロチンで首を断たたれたかのような断絶ブラツクアウト――







２．黒と白の天使







　前回までのあらすじ。

　かくして僕が来て早々、異世界『プルガトリオ』は滅びたのであった。

　漫まん画がでいえば打ち切りエンド。それも伝説の八週打ち切りを更こう新しんしそうな速さだ。

「――お目覚めください、シン様。新連載が始まりますよ」

「いや待てジャンプのシステム的にそんな短期間でカムバックできるわけが――って!?」

　ガバッと跳はね起おきた僕の左右には、黒と白の少女の姿があった。

　強きよう烈れつな既視感デジヤヴ。いや、既視感デジヤヴどころかこれはもう再現リプレイといったほうがしっくりくる。

「ここは――」

　まあ、ジャンプの漫画でないことは絶対確実として、

「ここは天空宮殿『エンピレオ』で、お前たちはクロナとマシロ、だよな？」

「はい」

「うん」

「で？　なにがどうなったんだ？　僕の記憶がたしかなら世界は滅んだはずなんだが」

「そう、シロがほろぼした」

「その後、わたしがやり直しリセツトを執しつ行こうしました」

　と、先ほど同様、足元の浮遊島が透明スケルトン化する。

　眼下に一望できるようになった外界の様子は――

「……え？」

　何度か眼をこすってみるが、視界に映る光景に変化はない。

　地上世界『プルガトリオ』は、嘘うそのようにまったくの平へい穏おん無ぶ事じだった。

　そしていまさらだが、頭上にあの『光の巨人ネフイリム』の姿はない。全長七〇〇〇メートルの巨きよ体たいは忽こつ然ぜんと消きえ失うせていた。

「シン様。ご説明いたしましょうか？」

「ああ、頼む」

「字じ面づらを読めばおおむね想像はつくかと思いますが、マシロは空間を統すべる智天使ケルビムであり、わたしことクロナは時間を統べる智天使ケルビムです。わたしが時間を『大いなる帰還プランク・ゼロ』まで巻まき戻したことによって、マシロによってもたらされた世界の終わりはなかったことになったのです」

　大いなる帰還プランク・ゼロというのは、時間軸じくにおけるスタート地点を表しているのだろう。

「やり直しリセツトねえ。ただし、僕やお前たちの記憶だけは例外ってか？」

「はい。ループものではありませんので、完全な繰り返しリピートは面めん倒どうくさいだけかと」

「おとなのじじょーらしいぞ、シンさま」

「ことごとく都合がいいな。しっかし、なにもかもが元通りで再始動リブートとはな……」

　特に意味もなく、僕は左右に首を振ふってみる。

　するとクロナがなぜか大きなため息をついて、

「シン様。仕切り直しの新シリーズがスタートしたからといって、シャイニールミナス枠わくの黄色系プリキュアは追加されていませんので、悪あしからず」

「そんなもの探してねえし期待もしてねえよ！」

「なるほど、シン様的には『つかシャイニールミナスは髪かみこそ金パだけどコスチュームはピンク系なんだから共きよう通つう項こうでいえばその後のキュアピーチ、キュアハート、キュアフローラ、そしてキュアミラクルにいたる主人公プリキュアの雛ひな形がたと解釈することもできるんだよな』とおっしゃりたいわけですね」

「おっしゃりたくねぇえええええええッ！　つかプリキュアネタの天てん丼どんはやめなさいッ！」

　いろいろと問題があるんだ。いくら大きなお友達がバンダイ様公こう認にんのターゲット層であろうと、女児向けアニメはあくまでも女児のためのものなんだ。

「ともあれシン様。これでご理解およびご納得いただけたかと思いますが」

「……たしかに、証拠エビデンスとしてはこれ以上ないものを見せつけられたな」

　世界の全消去と再構築オールリセツト。こんな芸当はそれこそ『神』にしか許されまい。

　ただし――

「これだと、神認定されるべきは僕じゃなくてお前たちってことにならないか」

「さすがシンさま。シロはまったくきづかなかった」

「いや普通に気づけよ」

　冷静にツッコむ僕に、

「たしかにシン様の仰ることには一理あります。ですが思いだしてください。先の世界の全消去と再構築オールリセツトも、きっかけとなったのはシン様の御お言こと葉ばです」

「む……」

「なるほど、わたしたちが神のごとき力を持っていることは否定しません。ですがそんなわたしたちに命令をくだせるシン様は、ある意味神を超越した存在と考えることもできるはずです」

「そういや、本来僕が持っていた神の力をお前たちが預かってるって設定だったな……」

　僕は腕うで組ぐみをしてひとしきり唸うなった。

　自分がこの世界の創造神だという話は相変わらず受け入れがたいけど――かといってここで徹てつ底ていした強硬姿勢オール・オア・ナツシングに固こ執しつして、またぞろ全消去と再構築オールリセツトされてはたまらない。

　神かどうかは保留しておくとしても、僕が極めて特異な立場にいることは認めざるをえなかった。

「……いいだろう、解ったよ。とりあえずお前たちの希望どおり、この世界の神ってやつをやってやるよ」

　こうして僕は、新たな世界で神となった。

　……我ながら軽すぎるノリだと思ったので、あらためてこの状じよう況きようを考えてみることにする。

　神。いわゆるゴッド。神になった気分はどうだろう？

　率そつ直ちよくに言って……うん、悪くはないよな。「自分が神様だったら」なんて妄もう想そうは誰だれだって一度はするはず。それが実現したのだから、悪い気分になんてなるはずがない。

　完全に納得したわけじゃないし、今後に不安や懸け念ねんがないといえば嘘になるけど――僕の胸の奥おくは少なからずワクワクしている。面白おもしろいことになりそうだ、という期待感が芽生え始めていた。

「さてと。再さい確かく認にんするけど、例の時系列によると僕がこれからなすべきことは『神として世界を【唯一にして真なる預定表グラン・アーカーシヤ】に沿って導いていく』でいいんだよな？」

　その場にドカッとあぐらをかいて僕は言った。

「左様でございます」

「って言われてもな。僕もお前らも、具体的になにをすればいいかは解らないわけだろ」

「ご心配にはおよびません。いずれ時がくれば『核心分岐点ジヤンクシヨンコア』の未来像ヴイジヨンが見えるはずですから」

「その核心分岐点ジヤンクシヨンコアってのは？」

「端的にいえば歴史の分ぶん岐き点てん。その本質は『唯一にして真なる預定表グラン・アーカーシヤ』の断だん片ぺんとなりますね」

「つまり、重要な場面が近づいたら予兆サインがあるってことか」

「ええ。したがいまして、核心分岐点ジヤンクシヨンコアに差しかかるまでシン様はお好きなようになさればよいのです。カッコよさげに言えば『どうすべきか？』ではなく『どうしたいのか？』です」

「どうしたいのか、ねぇ。ぶっちゃけ、典型的な日本人気質の僕としては、そう言われると困っちまうんだよな」

「では、そうですね、ここは一つ無難に――」

　笑えみを深めてクロナが言った。

「シン様とわたしとマシロで、エピローグまで延々と３Ｐセックスでズコバコるというのは？」

「どのあたりが無難なのか説明してくれる!?」

「え？　だって、困ったときのエロはテコ入れの鉄板じゃないですか」

「一理ねえよ。マジでヤッたら発売元がおフランスのあたりに替かわりかねないぞ」

　と、そこで僕は肩かたをツンツンされた。

　首を振りむけると、マシロが四よつん這ばいになって僕の顔を覗のぞきこんでいた。

「シンさま、シロとせっくすしたくないの？」

「ぶっ!?　い、いや、あのなマシロ……」

　呼吸をととのえてから僕は言った。

「そもそもお前、セックスの意味が解ってんのか？」

　マシロは首を横に振る。

「しらない。けど、シンさまがしたいならシロはいい」

　ぐいっと、息づかいが感じられるほどに顔を近づけてくる。

「ぉ……」

　まことに遺い憾かんながら健全な青少年であるところの僕の視線は、不ふ可か抗こう力りよく的にマシロの胸むな元もとにそそがれてしまう。

　華きや奢しやだけど出るところはちゃんと出ている体型。おまけにマシロの顔立ちはメイド・イン・ゴッド印の完かん璧ぺきな美少女だ。

　ゴクリ、と自分の喉のどが生なま唾つばを呑のみこむ音が聞こえた。

「その意気ですよマシロ。初めてでも大だい丈じよう夫ぶ、わたしが手取り足取り胸取り尻取り、たっぷりじっくりねっとりしっぽりジュンジュワリと教えてあげますから」

　と、ここぞとばかりにクロナがマシロの背後からささやきかける。

「まずは服を脱ぬぎましょうか。大丈夫、みんなやってることですから。これくらいたいしたことないですよ」

「ん。わかった」

「待て待て待て待てっ！　わかるな！　わかっちゃあダメだッ！」

　上着のボタンを外しはじめたマシロを、あわてて僕は制止した。

「つかクロナ！　お前は地方から出てきた純じゆん朴ぼくな女の子を騙だましてＡＶ出演させようとするタチの悪いスカウトかよ！　無知な娘むすめをそそのかすんじゃないッ！」

「なぁにをおっしゃいますかシン様。素す直なおになったらどうです？　こんなチャンス滅めつ多たにありませんよ？　当のマシロが『いい』と言ってるのに、その好意を無下にするおつもりですか」

　クロナは一いつ瞬しゆんで僕の背後にまわりこみ、悪あく魔まのささやきを吹ふきこんでくる。

「据すえ膳ぜん食わぬはなんとやら。シン様、ここは男を見せる場面シーンではないですか？　大丈夫、ご心配にはおよびませんっ！　御使いの年ねん齢れいはエヴァの身長よろしく可変式ですからアグネス対策もバッチリですしＴＰＰが妥だ結けつされても二次創作は非親告罪の対象外ですし犯やっちまえばこっちのもんですよ！　犯れーフアツク！　犯れーフアツク！　犯れぇーッフアアツクツ！」

「っだああああああああああッ！　やらねえよバカ！　ええい寄るな離はなれろ近づくなッ！」

　拒きよ絶ぜつの叫さけびを発して、僕は二人の包ほう囲い網もうから脱出した。

「いいかマシロ、そういうことは軽々しく口にするもんじゃない！　お兄さんとの約束だぞ！」

「ん。シロはシンさまのいうとおりにする」

　マシロは素直にそう答えたが、

「……ケッ。このドヘタレドグサレチンカスホウケイインポヤロウが。そんなだからテメーはいつまでたってもドーテーなんだよ」

　クロナは汚お物ぶつを見るような眼めつきで猛もう毒どくを吐はいていた。

「ぐ……！　どうディスられようがこの話はボツだからな！　はいお終しまいッ！　次ッ！」

　閑かん話わ休きゆう題だい。話を本筋に戻そう。

「つか、クロナにアドバイスを求めてもロクなことにならないのはよぉーーーーーっく解ったぜ。僕が自分自身で考えなきゃそれこそ話が始まらないってことだな」

　というわけなので、僕は考えることにした。

「う～ん……。やりたいこと、か」

　神であるところの僕は、やろうと思えばきっとなんでもできてしまうのだろう。

　だからこそ『なにをすべきか？』ではなく『なにをしたいのか？』が判断基準となる。

　僕のしたいこと。とりあえず、クロナが提示した「『唯一にして真なる預定表グラン・アーカーシヤ』の履り行こう」は論外だ。

　それは他者から強制された「すべきこと」であって、僕の「したいこと」では断じてない。

　以前の僕かみが決めたことだかなんだか知らないが、今の僕には知ったこっちゃない。なにが記されているのかも解らない、それどころか本当に実在しているのかどうかすら怪しいモノに縛しばられるなんてまっぴらごめんだった。

　いずれ未来像ヴイジヨンとやらが視みえ、やむにやまれぬ差さし迫せまった状況になれば話は別だが――そのときまで『唯一にして真なる預定表グラン・アーカーシヤ』のことは極力考えないようにしようと思う。

　さて、僕が本心から「したいこと」はなんだ？　異世界に来たらまずやりたいことは？

「――あ」

　ふいに、まったく自然に、僕は一つのアイディアを閃ひらめいた。

　これが天てん啓けいというやつなのだろうか。眼の前で覆いがはがれるという感覚をはじめて僕は体験した。

　あるじゃないか。異世界に来たらまずやりたいこと。それは――




「とりあえず、世界を見てまわりたいな」




　もちろん、この浮ふ遊ゆう島とうから世界を見おろすという意味じゃない。

　地上に降りて、自分の足で大地を踏ふみしめ、人間の目線で世界をじかに感じとりたいのだ。

　知らないことを知るのは楽しい。行ったことのない場所に行くという行こう為いは、ただそれだけで面白いものだ。

　ましてやここは、端はしから端まで未知で未み踏とうの異世界。数限りない新しん鮮せんな驚おどろきと刺し激げきが僕を待っているはずである。

「って、思ったんだけど、どうかな？」

「とりあえず、ベッタベタ」

「ほんとうに、ビックリするくらい独自性オリジナリテイがありませんね」

「う、うるさい、放ほっとけ。言っとくが無む駄だな独自性オリジナリテイとかいらないんだよ。大衆はそんなもん求めてないんだよ」

　ひと息ついて、僕はつづけた。

「とにかく、僕はこの異世界『プルガトリオ』を見てまわる。まさかダメとは言わないよな？」

「滅めつ相そうもございません。先ほども申しましたように、シン様はその御心のままに行動なさればよろしいのです」

「ん。シロもシンさまのいうとおりにする」

「よし。ならクロナ、またレクチャーを頼めるか？　知ってのとおり、僕は『プルガトリオ』に関する知識がまっさらなんでな」

「承知しました。世界観の説明パートですね」

「ストレートすぎる表現はやめろよな……」

　とにかくつづけてくれと、僕は目線でうながす。

「地上世界『プルガトリオ』は一つの大陸と一つの列島で構成され、それぞれ文化・民族・歴史の異なる五つの国が存在しています」

　そこで僕の眼前に、ホログラム上の世界地図が出現する。

「一つ目は大陸の西せい端たんに位置する『カナン魔ま導どう侯こう国こく』。かつてはその魔ま法ほうの力によって大陸の全土に版図をひろげたものの、現在はその領土を大おお幅はばに減らしている旧ふるき大国です」

　地図における大陸、その西端の半島が黒色で塗り分わけられ『カナン』の文字が刻まれた。

「二つ目はカナンの東に位置する『レムルス教主領』。宗教指導者の『教主』を象しよう徴ちよう的てき君主とし、『騎き士し』たちが国家運営にあたる政治体制をとっています」

　カナンの東の一部が赤色で塗り分けられ『レムルス』の文字が刻まれる。領土の面積はカナンの三倍程度で、大陸の面積の大部分はまだ色がついていない。

「三つ目は大陸の中央を支配する『ゴルディオン＝コンスタンス帝てい国こく』。『プルガトリオ』におけるもっとも先進的な国家であり、人口・経済・軍事のいずれも突出した大国です」

　大陸の中央、その大部分が白色に塗りつぶされ『帝国』の文字が刻まれる。支配面積は大陸全土の半分に達するほどだった。

「四つ目は大陸の東部に位置する『翠すい朝ちよう』。『帝国』に次ぐ領土面積を誇ほこる東の大国ですが、絶対支配者たる『王』の選定システムの都合上、内戦が絶えない国です」

　大陸の東とう端たんをふくむ一帯が緑色に色分けされ『翠』の文字が刻まれる。

「五つ目は極東の列島を領土とする『ヤマトノ巫ふ国こく』。海という天然の要害によって大陸から切きり離されているため、独自の文化と立ち位置を保持している国です」

　大陸から海を挟はさんだ位置にある列島が青色に色分けされ『ヤマト』の文字が刻まれる。

　以上が、現在『プルガトリオ』に存在する五大国家ということらしい。

　――さて、ここからは僕のツッコミタイムだ。

「なんつーか、どれもこれも僕の知っている地球の国に似たり寄ったりな気が……つか『ヤマトノ巫国』にいたってはモロに日本だよな、コレ？」

　僕はホログラム地図の青い領土を指さして言う。

　さすがに列島の形は違ちがうけど、地理的要素はそれこそまんまである。

「シン様。その認にん識しきはあべこべです」

「っていうと？」

「パクリとパクラレの関係は何時いついかなる状況においても時系列によってのみ確定されます。先に世に出たほうがラレで後に世に出たほうがパクなのです。いちど説明しましたように、造化のタイミングは『プルガトリオ』が先で仮想世界『地球』が後です。したがいまして前者がラレで後者がパクとなります」

「いや、なりますって言われてもなあ」

　異世界だけならまだしも、地球までもが僕の被ひ造ぞう物ぶつって話はどうしても受け入れがたいぞ。

　と、クロナがずいっと顔をよせ、妙みように据わった眼で、

「シン様。パクとラレの関係は絶対です。誰がなんと言おうと変えることはできません。言い訳は決して許されません。……ええ、それはもう、前回は思わぬ痛い目をみましたから」

「な、なんかべつの誰かの怨おん念ねんがこもってないか……？」

　まあ、それはさておき。

「パクとラレはこのさい気にしないとして、さて、どの国からにするかな」

「お好みで選べばよろしいかと。現在はどこの国もそこそこ平和ですので、どこぞの核かくの火につつまれた世紀末よろしくモヒカンがヒャッハーして火か炎えん放射器で汚物を消毒するようなことはありませんよ」

「さすがにそんな心配はしてねえよ」

　マジで出てきたら世界観崩ほう壊かいってレベルじゃねえぞ。

　それはともかく、さて、どうしようか。

　やはりここは、日本人として親近感をおぼえる『ヤマトノ巫国』をファーストチョイスにするべきかね。

　――ん？　ちょっと待てよ？　そういえば――

「なあ？　僕ぼくが最初に召しよう喚かんされたのって『レムルス教主領』だよな？」

　僕を助けてくれた女騎士――ティナことクリスティナ＝ディルアークの顔が脳のう裏りにうかぶ。

　彼かの女じよがレムルスという単語を口にしていたのを思いだしたのだ。

「そのとおりですが……。シン様、あの件は本来ありえないはずの異常事態イレギユラーです。肝かん心じんの大いなる帰還プランク・ゼロの時空間座標を間ま違ちがえるだなんて、御み使つかいには決して許されない大失態なのですが――」

　と、クロナが責めるような視線をマシロにむける。

　これにはマシロも明らかにムッとした態度で、

「シロはまちがってない。あれはぜったいクロのせい」

　二人の視線のあいだに仄ほの暗ぐらい火花が散る。

　この件に関して、両者いずれも自分の非を認める気はないらしい。

「ちょ、お前ら喧けん嘩かすんなよ。べつに僕としちゃあ大した実害は負ってないんだからさ」

「そういう問題ではありません。この件はわたしたちの沽こ券けんに関かかわるどころか、存在意義そのものを危あやうくするのです」

「一度のミスでそんな話になるなんて、御使いとやらも難なん儀ぎなことだな。にしてもレムルスか――」

　手て違ちがいとはいえ僕がこの異世界で最初に降り立ったという事実には、なにやら運命的なものを感じなくもない。

　それに――レムルスには、ティナがいる。

　彼女にもう一度会ってあらためてお礼をするというのは、なかなか魅み力りよく的てきなアイディアに思えた。

　と――

「あら、シン様ったらその娘このことが好きなんですか？　え、うそ、マジで好きだったりすんの？　おーいみんなー聞いてくれよー、シンのやつティナのことが好きなんだってさー！」

「僕の心を勝手に覗くな！　そして男子小学生ライクなからかいはよせ！」

　そういう態度が童どう貞ていの温おん床しようになっているとなぜ解らない！

「とにかく、だ。下心だろうがなんだろうが、僕はレムルスに行くと決めたからな！」

「まあ真ま面じ目めな話、レムルスからというのはベターな選択肢チヨイスだと思いますよ」

　実に気安くクロナは言った。




「あの国、もうすぐ無くなりますから」




「は……？　な、無くなるって、それは国が滅ほろぶって意味か？」

「ええ。レムルスは遠からずゴルディオン＝コンスタンス帝国に滅ぼされ、その支配下におかれるでしょう」

「せんそーだ！　シンさま、これからたのしくなるぞ」

　と、やにわにマシロが瞳ひとみをキラキラさせて言った。

　が、いまの僕にそちらにまでツッコむだけの心理的余よ裕ゆうはなかった。

「ちょ、ちょっと待てよ。どうしてそんなことが解るんだ？　『唯一にして真なる預定表グラン・アーカーシヤ』の記述シナリオをお前は知らないって設定のはずだよな？」

「知らなくとも、それこそ予兆サインはいくらでもあります。たとえば帝国が覇は権けん主義・拡大主義を掲かかげ、レムルスへ攻せめこむ機会をうかがっているのは極きわめて確度の高い情報です。そして現在の状況のまま戦争となれば、レムルスの敗北はまず確実でしょう」

「…………」

　情報がないのだから、僕は返す言葉を持たなかった。

「まあ、レムルスを見てくれば解ると思いますよ。シン様の頭がよほどお花畑でなければ、ですけど」

　自じ称しよう天使のくせに、悪魔顔負けの笑みをくすりとうかべて、

「だいたい国が一つ滅ぶていど、いまさら驚くようなことですか？　シン様は世界を滅ぼしたばかりじゃないですか」

「ぅ。それはそうかもだが……」

　世界が滅ぶという言葉は、実際にその光景を目まのあたりにしてなおフィクショナルな感が強い。

　対して国が滅ぶという言葉は、比ひ較かくにならないほどリアリティがある。その意味するところを皮ひ膚ふ感覚で理解できるとでも言おうか。

　普通に起こりえることだからこそ、より深刻に受けとめてしまう。

「そういうわけですからシン様、行くと決めたら善は急げですよ！」

　なにやら既視感デジヤヴのある台詞せりふに、僕は嫌いやな予感がした。

「マシロ、さっそくシン様を送ってさしあげて」

「ん」

　直後――ストンと、僕の身体からだは垂直落下を開始した。

　この現象は、僕の足元の地面がふいに縦トンネルと化したことに起因する。

「ぉおおおおおおぅっ!?　ちょ、ちょぉっと待てぇえええええぃっ!?」

　重力による自由落下。猿さるも木から落ちるように、神も天から堕おちるらしい。

　って、シャレになってねぇえええええッ！

「シン様、よい旅路を」

「ぐっどらっく、シンさま」

　天から響く御使い二人の暢のん気きな声に、

「すでに最悪最凶なんですけどっ!?　ぉおおおおっ、落ちるゥウウウウウウっ!?」

　ちなみに、浮遊島の高度は地上一万メートルである。

　――つか、死んだな、これ。

　というわけで、今日の日はさようなら。

　できれば誰か、翼つばさをください。
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　あー。せめて死ぬ前に『シン・エヴァ』を観みときたかったな。

　僕の名前がシンなだけに。

　うわ、我ながらくっだらねえ。もう黙だまっとこう。

　死しーーーーーーーーーん。




　　　　　◆◇◆◇◆◇




　結論からいうと「トグシャァッッッ！」ではなく「――パッ」だった。

　落下が止まった瞬間を擬ぎ音おんで表した結果である。

「ぅ――ん？」

　自分の状況を確認すると――僕の両足はしかと大地を踏みしめていた。

　降り立った地点ポイントは小高い丘おかの上。遠くには中世ヨーロッパ風の街並みも見えた。

「かれこれ、これで三度目か……」

　中空から地上への瞬間移動シヨートカツト。ついでに落下の運動エネルギーも消去キヤンセルしたようだ。

「まったく、つくづく便利な力だな」

【無事に降下されたようですね、シン様】

　と、頭の中にクロナの声が響く。

　声につられるように天を仰あおぐと、上空には浮遊島『エンピレオ』のシルエットを確認できた。

「ああ、おかげさまでな。……つか、お前らは同行しねえのかよ」

【当初はそのつもりだったのですが――シン様お一人だと、いかんせん絵面的にさびしいものがありますからね。わたしたちは『幽体アストラ』にて同行いたします】

【ずきゅぅぅぅぅんんっ】

　左右の肩の後ろに、二人の気配が出現する。

　クロナとマシロ。幽体アストラというだけあって、二人の身体は足元にいくにしたがって半はん透とう明めいになっている。くわえてつま先は地面から一〇センチばかり浮ういている。

「なんで本体は降りてこないんだ？」

「わたしたちの本体はよほどの非常事態でなければ地上には降りられません。御使いの降臨はそれだけで世界の歪みデイバインワームを生みだしかねませんので」

「ん。だからシロもがまんする」

「したがいまして、幽体アストラのわたしたちは御使いとしての権能に大きな制約がかかっています。第一に、幽体アストラは基本的に会話しかできません。人呼んでおしゃべりクソ天使です」

「お前が自じ虐ぎやくとかクソめずらしいな……」

「第二に、幽体アストラを認識できるのはシン様だけです。なので第三者がいるときにわたしたちに話しかけると、漏もれなくおかしな人あつかいされるのでご注意を」

「それは肝きもに銘めいじておこう」

「幽体アストラに関する注意事じ項こうはこんなところでしょうか。ところでシン様。地上で行動を開始する前に、お召めし物ものを替えられてはいかがでしょう？」

「っと、そういやそうだな」

　僕の服装は、相変わらず現代日本産の学生服のまま。

　これではどこへ行くにしても無駄に目立ってしまうだろう。

「ふっふっふ。こんなこともあろうかと、わたしのほうで衣装を何点か用意してあります。参考画像を見せますので、気に入ったものをお選びください」

　と、眼の前に僕の立体映像ホログラムが現れ、フロント→サイド→リアと一回転する。いまから着きせ替かえ人形よろしく、この立体映像が変わっていくのだろう。

「助かるぜ。気が利きくな、クロナ」

「では一着目から――」

　パッ。ホログラムの服装が変化する。

　丈たけの短い茶色のジャケットの上に緑色のフード付きマント。左胸と背中には盾たてに二枚の翼が描えがかれた『自由の翼』の紋もん章しようが入っている。

　見覚えのある衣装。というか、これはまるっきり――

「僕も今日から調査兵団の一員！　巨きよ人じんを殺しまくって人類の未来に心臓を捧ささげるぜ！　って、違うだろ、却きやつ下かだ！」

「そうですか、では二着目を――」

　パッ。次なる衣装は、背中と左胸に「亀かめ」の一文字が入ったオレンジ色の道着だった。

「オラわくわくしてきたぞ！　って、僕は亀仙流の門もん弟ていになったおぼえはねえ！　却下だ！」

「でしたら三着目は――」

　パッ。三番目の衣装は、黄色を基調としたベルラインのドレス。ピンク色の星ほし飾かざりが実にチャーミングだ。

「きらめく星のプリンセス！　キュアトゥインクル！　モードエレガント・シューティングスター！　って、こんなの僕が着たらホラーだろ！　つかプリキュアネタはやめろっつってんだろ！」

「仕方ありませんね、では四着目を――」

　パッ。四番目の衣装は、やたらと肌はだ色いろ率が高かった。身に着けているのはブーメランパンツと網あみタイツだけで、顔には女もののパンツをかぶっている。

「それは私のおいなりさんだ！　って、どこの変態仮面だよ僕は！　異世界だろうが普通に捕つかまるわ！」

「むむむ。かくなる上は五着目を――」

「だぁああああッ！　もういいっ、もう充じゆう分ぶんだ！」

　クロナの言葉をさえぎり、ホログラムを手でかき消す。

「つか！　最低限著作権に触ふれない服を用意しろっての！　下手すりゃ僕の首から下が全モザになりかねねえぞ！」

「またまた。シン様だってノリノリだったじゃないですか」

「ん。のりのりだった。見てておもしろかった」

　マシロまでそんなことを言う。

「ぐ……否定はできないかもしれないが……とにかく遊びは終わりだ。普通の服を出してくれよ、レムルスの一いつ般ぱん市民的なやつをさ」

「あら、そんなのでいいんですか？」

「そんなのがいいんだよ」

　パッ。僕のリクエストどおり、チュニックにズボンに簡素な革の靴くつというコーディネートが提示された。ザ・村人スタイル。いいじゃないか。

「うん、それでいいぜ。替えてくれ」

　了りよう承しようするや、僕の服装がホログラムどおりにアップデートされた。

　これで準備万ばん端たん。僕はどこへ行くのもなにをするのも自由だ。

　胸のうちが好こう奇き心しんで満たされていくのを感じる。考えてみればこの状況、この異世界『プルガトリオ』は、僕にとって超ちようリアルな体験型ゲームのようなものだからだ。

　普通、未知の世界に身一つで投げだされたなら、一にも二にも不安と危機感が先立つだろう。

　だが、この僕に限ってそれはない。この先なにが起きようと、僕の身に危険がおよぶ心配は皆かい無むといっていい。

　だって、僕のお供はその気になれば世界を滅ぼせる天使たちなのだから――

　と、そこまで考えたところで、

「って、ちょっと待てよ？」

　クロナとマシロを見る。

「確認だけど、いまのお前らって無能モードなんだよな？」

「ええ」「ん」

　即そく答とうする二人。この瞬しゆん間かん、僕の甘あまい見通しは脆もろくも崩くずれ去さった。

「それじゃ、僕がピンチになっても助すけさん格さん役は頼たのめないわけか……」

　こうなると、地上を探たん索さくするのはなかなかにデンジャラスだ。

　なぜなら、

「治安はいいって話だけど、この世界には普通にモンスターがいるよな。この先そいつらに遭そう遇ぐうしたら僕はどうすりゃいいんだ？」

「ご心配にはおよびません。これより『万有神力アルフアオメガ』の一部をシン様にお返ししますので」

「かえしたぞ、シンさま」

「はやっ!?　え、なんかエフェクトとか効果音とかないのかよ？」

　なんとなく自分の両掌を見つめる僕。

「はい？　ゲームじゃあるまいし当然でしょう」

「ここでそれを言うのかよ……。まあいいけど、この『万有神力アルフアオメガ』とやらで一体なにができるんだ」

「なんでもできる」

　マシロが答えた。

「いや、なんでもって……」

　さすがにそれはないだろと思うが、

「事実です。『万有神力アルフアオメガ』とはわたしの『時間統御テンプス・ドミナ』とマシロの『空間統御スペテイム・ドミナ』を合一し、本来の姿に戻もどした力。そして時空間とは世界そのものです。そう『万有神力アルフアオメガ』とはまさに世界を支配する力なのです！」

「ってことは、なにか？　ＤＩＯ様の『世界ザ・ワールド』よろしく時を止めることもできるのかよ？」

「できます」

　即答だった。マジかよ。

「できますけど、やらないほうがいいと諫かん言げんしておきますよ。時間への干かん渉しようは漏れなく人智越権事象エクストラ・フアクトに該がい当とうしますので、世界の歪みデイバインワームを生みだしかねません。空間への干渉はそこまで厳しくないんですけどね」

「その世界の歪みデイバインワームとやらが生じると最終的にどうなるんだ？」

「歴史の流れが本来あるべき形、すなわち『唯一にして真なる預定表グラン・アーカーシヤ』からズレていきます。そして修正が不可能なまでに歪みが深刻化し、不帰納臨界点コラプス・アクシスに達すると――」

「ぼーん！」

　マシロが口頭で爆ばく発はつ音おんを表現する。

「と、また世界を全消去と再構築オールリセツトせざるをえなくなって、またぞろ大いなる帰還プランク・ゼロから再出発リスタートとなります」

「意図せずループものになっちまうってことか……」

　それはそれでアリっちゃアリか？

　……いや、行き当たりばったりのループものなんて、悲ひ惨さんな結果になるのが目に見えてるぜ。「つか、それだと『万有神力アルフアオメガ』は持ってるけど使えないってことにならないか」

　どこぞの国の集団的自衛権じゃあるまいし、そんなアホな話があるかと思う。

「いえいえ、要は使い方を限定すればよいのです。郷ごうに入りては郷に従え、レムルスではレムルスの主戦力レギオンに倣ならうのがベストな手法でしょう。つまりは『万有神力アルフアオメガ』で騎士の剣技アーツを原理再現エミユレートすればよいのです」

「騎士の剣技アーツ……そういや、ティナがスライムを一刀両断にしてたっけな。もしかしてアレのことか？」

「そうです。ちなみにプロローグではより詳くわしく描びよう写しやされていますね」

「時系列を無視したメタ発言はよせ……！」

　それこそ物語上せかいの矛盾ゆがみにほかならないだろうが！

　聞かなかったことにして僕はつづけた。

「でもまあ、剣技アーツかぁ……」

　ティナが颯さつ爽そうと現れたときのことを思いだす。たしかにアレはものすごくカッコ良かった。

　いいかもしれない。いや、かなりいいぞ。

　僕もあんなふうに剣けんを使いこなしてモンスターをバッサバッサと斬きり倒たおせたら、きっと爽そう快かいに違いない。

　そうでなくとも、男の子は何なん歳さいになったって剣が大好きなのだ（僕調べ）！

　とはいえ、

「そう簡単に使えるようになるのか？　僕の剣スキルは体育でちょこっと剣けん道どうをやりましたレベルなんだけど」

　僕が『天あま霧ぎりなんちゃら流』の後こう継けい者しやだったらよかったのだが、残念ながらそんな剣けん術じゆつ流派は実在しないのだった。

「なにも問題はありません。シン様に限っては、原理システムさえ理解してしまえばあとは思惟イメージだけで再現エミユレートが可能となります。格ゲーに喩たとえると、超ちよう難なん易い度どのコンボもボタン一つで即そく発はつ動どうという感じです」

「で、さらに僕だけがぶっ壊こわれ性能のチートキャラを使えるってわけか」

「いえいえ、シン様はそれプラス開発会社のオーナー兼けんメインプログラマーでもありますから、ゲームの内容を如何いかようにも調整することができるのです。つまり打だ倒とうウメハラも夢じゃないってことです！　レッツゴージャスティーン！」

「それで勝ってなんの意味があるんだよ。つか最後の台詞は負けフラグじゃねえか……」

　まあ、格ゲーを喩えに出したのは解わからんでもない。

「つまるところ、リアルファイトだといろいろ問題があるから本気を出すならゲームの中で、ってことだな」

「ええ、シン様もゲームで本気を出すのは得意でしょう？　というかそれだけが唯ゆい一いつの取とり柄えですよね」

「人聞きの悪いことを言うんじゃねえ。ともかく、話はだいたい解ったよ。僕に限っては、たいした努力もなしに不正チートで剣技アーツを習得できるってことだな」

「ええ。きょうびジャンプでも努力なんて流行はやりませんから」

「時代は友情・血統・勝利ってわけだな」

「わたしに言わせれば、ご都合主義・人気取り・引き延ばしですけどね」

「現役ジャンプ読者としてはさすがにそこまで言いたくないが……。いや、それはさておき剣技アーツのことだ！」

　努力や修しゆ行ぎようなしで習得できる。ならば答えは決まっている。

　すっかり乗り気になって僕は言った。

「話はこれくらいにして、さっそく使えるようにしてくれよ」

「心得ました。ではマシロ」

「ん」

　――パッ。

　擬音でお気づきかと思うが、またもや僕は瞬間移動していた。

　次なる場所は、ひと言でいうと暗かった。

「ここは――また別の場所か」

「ん。いま、灯あかりをつける」

　ボゥッと、常夜灯レベルの光が周囲の光景を浮かびあがらせた。

「うおっ……!?」

　僕が驚いたのは、眼の前に赤い液体がひろがっていたからだ。

　見み渡わたす限りの血の湖――べつに生なま臭ぐさいにおいはしなかったが、僕の直感はその液体を「血」だと断定した。

　しかし、不思議と不気味な印象はいだかない。むしろ僕は神聖な空気を感じとっていた。

「解説しましょう。いまシン様がいらっしゃるのはレムルス教主領の首都にあたる聖都エタンダール、その中心部の地下に存在する『血界大聖堂カテドラルージユ』です」

「聞いた感じ、秘ひ匿とくされた重要施し設せつっぽいんだが」

「はい。エヴァでいうところのターミナルドグマですので」

「おまえ開き直りすぎだろ……」

　少しはボカす努力をしろよと思う。

　ちなみに新劇場版だとリリスが磔はりつけにされている最深部はセントラルドグマに変更されてたりするのだが――

「それはさておき『血界大聖堂カテドラルージユ』こそはまさしく騎士および剣技アーツの源泉なのです。シン様、上を御ご覧らんください」

　僕はそうした。

「うぉっ――！」

『血界大聖堂カテドラルージユ』の天てん井じよう部ぶには、奇き妙みような物体オブジエがぶら下がっていた。

　真しん紅くのローブに全身を覆われたヒトガタ。

　ただし巨人ではない。そのサイズは人間大だった。

　例の『光の巨人ネフイリム』とはまた違った、視覚的なインパクトのある光景だ。

『光の巨人ネフイリム』をど真ん中の超ちよう絶ぜつ豪ごう速そつ球きゆうとするなら、こちらは正体不明の幻げん惑わく魔ま球きゆうといったところだろうか。

　薄うす気き味み悪わるさと清せい浄じような空気を同時にかもしだすという点で、まさしくそれは奇妙な物体オブジエだった。

　そして、なにより注目すべきは、ローブの裾すそからポタリポタリと絶えず真紅の液体が滴したたり落ちていることだ。

「まさか――この血の湖は、ぜんぶアレから流れでたものなのか……？」

「左様でございます」

「マジかよ……」

　血の湖の容量は、どう少なく見積もっても人体が内蔵する血液の数千倍は下らないだろう。

　となれば、やはり真紅のローブの『中身』は尋じん常じようの存在ではありえない。

「あのヒトガタこそは『プルガトリオ』に現存する五つの人智越権事象エクストラ・フアクトの一つ。レムルスの神遺物レガリスたる『聖者の生ける屍しかばね』です」

「ち、ちなみにだけど……」

　と、僕は小声で訊たずねた。

「あのローブの中身って、どうなってんの？」

「おやシン様、ご覧になりたいのですか」

「見たいような見たくないような、まだあわてるような時間じゃないっつーか――」

「マシロ」

「ん」

　ふわっ。不可視の腕うでによってローブが持ちあげられ、『聖者の生ける屍』の頭部があらわになった。

　結論からいえば――そこには『顔』がなかった。

　いや、顔どころか　皮膚も、肉も、骨も、神経も、脳のう髄ずいもない。

　ローブの中にあったのは、細長い管が複雑かつ緻ち密みつに絡からみあった構造、それのみだった。

　パッと見、テングサのような海かい藻そうにも似ているが、たぶん違う。

「あれってもしかして……血管、か……？」

「ご明察。あれはヒトの循じゆん環かん器き系けいを模したモノです」

　人体解かい剖ぼう図ずを見たことがある人なら、イメージがしやすいかもしれない。

　循環器系というからには血管だけでなく、胸部には心臓もあるのだろう。

　もっとも、それを見てみようという気にはならないが。

「もういいぜ。説明をつづけてくれ」

　マシロがローブを戻すと、クロナが語りだした。

「さて、神遺物レガリスとは神秘の源。レムルスの騎士に限らず、五大国の主戦力レギオンが持つ常人領域外の力はすべて神遺物レガリスとの同調シンクロによってもたらされたものです」

　ちゃぷんと、静せい謐ひつな空間に音が響ひびいた。

　マシロが操作したのだろう、見れば血の湖から雪の結けつ晶しようを思わせる手のひら大の固形物が顔を覗のぞかせていた。

「それは『聖せい血けつ晶しよう』といいまして、『聖者の生ける屍』由来の触媒クレストです。レムルスの騎士は聖血晶を核とした騎き士し剣けんを造り、そこに自身の血を溶とかしこむことで神遺物レガリスの力を引き出します。この同調形式シンクロフオームを『血の契けい約やく』と申します」

「なるほどな。それが原理システムの概がい要ようか。しかし剣が重要となると、それを造るやつがいるわけだよな？」

「ええ。騎士剣の製造は鍛か冶じ師しに依い頼らいしなければなりません。――が、シン様に限ってはそんな面めん倒どうとは無縁です。『万有神力アルフアオメガ』をもちいて御ご自じ身しんで造化なさればよいのですから」

「できるかどうかはさておき、その騎士剣の設計図レシピは？」

「もちろんですとも。詳しよう細さいは過去の記憶が教えてくれるはずです。シン様、その聖血晶に触れてみてください」

　聖血晶が湖面から宙へとうかび、僕の眼めと鼻の先まで運ばれてくる。

「触さわっても大だい丈じよう夫ぶなんだろうな……？」

　静電気がビリッとするのを警けい戒かいするように、慎しん重ちように手を差さし伸のべる僕。

「そうです、そぉっと、やさしくですよ。女性の乳ち首くびに触れるような感じで――あっ、すみません、シン様にはそんな経験あるはずもないですよね」

「放ほっとけ！　つかこの場面で唐とう突とつに下ネタぶっこんでくるんじゃねえよ！」

　馬ば鹿からしくなって、僕はひと思いに指先を聖血晶へと接せつ触しよくさせた。

　瞬間――ビリッとした。

「ぉお――!?」

　指先ではなく、脳髄がである。

　脳に直接、膨ぼう大だいな量の情報が焼きこまれたような感覚。

　瞬しゆん時じにして、僕は騎き士しと鍛冶師の技わざを理解していた。

「いかがです、シン様？」

「……ああ、解ったぞ。アヌビス神がいうところの『覚えたぞ』ってやつだぜ……！」

　どうして聖血晶に触れただけで解ったのか、その理由さえもいまなら解る。

　この血の湖は、聖血晶の生産場であると同時に再処理工場でもあったのだ。

　どういうことかというと――騎士の死後、持ち主を失った剣はここに持ちこまれ沈しずめられる。剣はその内にある聖血晶ごと血の湖に溶け、同時に持ち手だった騎士の技の記憶と造り手だった鍛冶師の技の記憶も還かん元げんされるのだ。

　故ゆえに、すべての聖血晶はレムルスの共有財産であり、教府が一いつ括かつ管理している。無断で持ちだすことは当然として、この『血界大聖堂カテドラルージユ』に許可無く立ち入った時点で死し刑けい確定の重罪なのだった。

「……って、そんな場所にいきなりポンと連れてきてくんなよな」

　いまさらながら抗こう議ぎする僕だった。

「なにをおっしゃいますか。創造主たるシン様が入ってはいけない場所なんて『プルガトリオ』にありはしません」

「理り屈くつの上ではそうなんだろうけど……」

　あまり気分のいいものではない。

　早いとこ目的を完かん遂すいして、さっさと退散したいところだ。

「つっても、この聖血晶をお持ち帰りするのはさすがにまずいよな？」

「いえ、ぶっちゃけバレやしないと思いますよ」

　あっけらかんとクロナが言う。

「たしかに建前上はこの場に侵しん入にゆうするだけでも重罪ですが、聖血晶の管理の実態は杜ず撰さんでユルユルです。とりわけ低ランクのものに関しては、レムルスの教府みずから外国に売るような真似まねをしていて、それがなかば公然の秘密となっていますので」

「は？　ちょっと待てよ、聖血晶って騎士の力の源になる超ちよう重じゆう要ようアイテムで、しかも他国の人間には扱あつかえない代しろ物ものじゃないのか」

「ええ。ですが観賞用として希少な宝石以上の高値がつきます。教府高官の小こ遣づかい稼かせぎにはもってこいの商材なのですよ」

　散々不正が横行しているのだから、一つくらい盗ぬすんだところでバレやしない。

　いわゆる『赤信号みんなで渡わたれば怖こわくない』理論だが――

「……いや、それでもやっぱりダメだろ」

　僕の良心は折れなかった。

「だいいち――」

　トンと、人差し指で聖血晶を弾はじく。

　再度触って情報データを読みとってみたが、やはり間違いない。

「ランクの低いやつを持っていってもな。それだったら、聖血晶込みでまとめて『万有神力アルフアオメガ』で創つくっちまったほうがよくないか？」

　騎士の戦せん闘とう力りよくはおおまかにいって、




　保有する剣気オーラの総量×聖血晶の等級




　という式にて導きだされる。

　とりわけ聖血晶の部分は高倍率のため、聖血晶の等級如何いかんで騎士の序列は決定されるといっていい。

　となれば、僕ぼく自身の手で創ってしまうのがもっとも早く確実だ。

　話は決まった。もはやこの場所に用はない。

　あとは――

「よし、目的は達成した。ボス、ヘリまたは陸路で危険領域ホツトゾーンから離り脱だつしてくれ」

「メタルギアごっこしてる場合か。僕に明夫ボイスは出せねえっつの。――つうわけでマシロ、僕をここから連れだしてくれ」

「ん」

　マシロが答え、僕は『血界大聖堂カテドラルージユ』から離脱した。

　誰だれにも見つからず、証しよう拠こも残さずに目的を達成。

　――完全ステルス非殺傷クリア。Ｓランク獲得ゲツトは確実だぜ。

　ま、不正チートプレイだけどな！




　　　　　◆◇◆◇◆◇




　次なる瞬間移動の先は、なにやら見覚えのある情景ロケーシヨンだった。

「ここは――僕が最初に召しよう喚かんされた極ごく彩さい色しきの森、か？」

　あたりに乱立するのは異様な植生の木々。赤・青・黄色、橙だいだい・紫むらさき・黄緑色、瑠る璃り・山やま吹ぶき・猩しよう々じよう緋ひ色いろ、エトセトラ・エトセトラ……その色合いは実に多た彩さいかつ混こん沌とんとしていた。

「いちど来た場所だと、描写がコピペですむから楽ですよね」

「そういうこと言う人キライです！　つか、なんでまたここに飛ばしたんだ？」

「さて、今回はわたしではなくマシロの選択チヨイスですので」

「ん。シンさま、頭でわかってても、身体でわからないとだめ。だからここで練習するといい」

　マシロにしてはだいぶ長い台詞だった。

「練習――モンスター相手に実際に剣技アーツを試ためせってことか？」

「ん」

　ひと言で肯こう定ていするマシロ。

「なるほど。マシロの言いたいことを要約しますと『脳内嫁よめと妄もう想そうセックスに励はげむ暇ひまがあったらいますぐソープに行け！』ということですね」

「それは要約じゃなくて誤訳つか単にお前の言いたいことだろ！」

　ったく、会話のたびに毒を吐はかなきゃ死ぬ病気なのか、この女は。

　……まあでも、微び妙みように的を射ているのがなんかムカつくな。

　実際の経験に勝まさる教師なし、というのは妥だ当とうかつ納なつ得とくできる意見だった。

「よし。そういうことならさっそくモンスターを探しに行くか」

　僕は意い気き揚よう々ようと森の中に踏ふみこもうとした。

　が、直後にくいっとマシロに襟えりをつかまれた。

「シンさま。そのまえに剣をつくらないとだめ」

「っと、言われてみればそうだな」

「そうですよシン様、下準備は大事です。ソープに行くと決心したらまずは御自身の粗末で皮被りの短小剣をしっかり洗って綺き麗れいにしませんとね！」

「お前はもう黙って！　お願いだからッ！」

　このペースでいくと、僕は早晩ツッコミ過労死しかねないぞ。

　とにかく、いま優先すべきは騎士剣の製造だ。集中しなければ。

「よし」

　僕はその場であぐらをかき、まぶたを閉じて精神を研とぎすませた。

　どうすればいいんだよ？と質問する必要はない。

　聖血晶に触れたことで、僕はもう解っている。

　騎士剣の作り方も、『万有神力アルフアオメガ』の使い方も。

　――『万有神力アルフアオメガ』。絶対神にして創造主たる僕にのみ許された力。

　ずいぶん大層な肩かた書がきだが、その実態はとてつもなく単純シンプルだったりする。

　言ってしまえば『万有神力アルフアオメガ』とは――僕の空想を現実にする力なのだ。

「――『万有神力アルフアオメガ』、原理再現開始エミユレート・エンター」

　騎士剣をつくる。すなわち物質の創造。想像イメージの具現化マテリアライズ。

　やることが決まったなら、あとは念じてやればいい。

　――在れ、と。

　シュンッ！　瞬時にして僕の右手には一ひと振ふりの剣が握にぎられていた。

「うおっ！　マジで出来た。……すげえな『万有神力アルフアオメガ』マジすげえ！」

　出来上がった剣は、諸もろ刃はの直刀。刃やいばは幅はば広ひろかつ肉厚で、全体の長さは九〇センチほど。

　いわゆる典型的な「西洋の剣」。専門的にいうと実在の『ロング・ソード』に酷こく似じしている。

　いずれにせよ、騎士剣という単語から僕が真っ先に連想した造形だった。

　しかし――

「シンさま、つよくしすぎ。それだとひとふりで大陸がまっぷたつ」

　マシロの評価は辛しん辣らつ。『プルガトリオ』基準ではＮＧらしい。

「ふむ。それじゃ――」

　右手の剣を消去し、僕はふたたび眼を閉じた。

　あらためて想像し、具現化する。

　シュンッ！　先ほどとはまったく異なる形状の剣が出現した。

「よし、これならどうだ？」

　今度のブツは、全長五〇センチあまりの短たん剣けん。

　波打つような刃と竜りゆうをあしらった装そう飾しよくは『クリス・ナーガ』に酷似していた。

「シン様、今度は弱くしすぎです。それだとエフェクトは派手派手なのになぜか非殺傷設定というご都合主義全開の武器ですよ」

　またもダメ出しを喰くらってしまう。

「帯に短し襷たすきに長し。箸はしにも棒にもかからない。羹あつものに懲こりて膾なますを吹ふく。ゲーム機の価格設定と同じで、ギリギリのうまいところは難しいようですね」

「うーむ。ちゃんと人智越権事象エクストラ・フアクトギリギリを想定して創ったつもりなんだがなぁ」

　短剣を消去する。

　やっぱ僕はまだ『万有神力アルフアオメガ』を使いこなせてないってことなのか。

　まあ、当たり前っちゃ当たり前なんだろうけど――

「シンさま。うまくいかないのは、想像イメージがしっかりしてないから」

　と、マシロが淡たん々たんと指し摘てきする。

「って言われても、僕としてはしっかりしたつもりなんだが……」

「しっかりしてない。シンさまは剣だけを想像イメージして、その剣をつかうシン様じしんを想像イメージしてない。だからうまくいかない」

　マシロはなおもつづける。

「『血の契約』は剣の聖血晶と騎士の身体からだが同調シンクロしてひきだされる力。だから鍛冶師はかならずひとりひとりの騎士にあった剣をつくる」

「なるほど。僕が使う剣か――」

　自分自身が剣を振ふるって戦うシーンを想像イメージしてみる。

　――僕に似合う剣はどんな形だろう？

　――いや、違ちがうな。想像イメージすべきは、僕が持ちたい剣はどんなものだろう、だ。

　――考えてみると、そもそも騎士剣という言葉に囚とらわれすぎていやしないか？

「……よし。もう一度やってみるか」

　三度目の正直を実じつ践せんすべく、僕は『万有神力アルフアオメガ』を発動した。

　シュンッ――！　発光をともなって、僕の右手に一振りの剣が具現化した。

「あら、その形は――」

　細身だが全長一メートルを超こす片かた刃はの曲刀。

　なによりも眼を惹ひくのは刀身に描かれた波は紋もんの美しさだ。これは古今東西の刀とう剣けん類るいの中でも類を見ない特とく徴ちようである。

「ああ、自分で使うってんなら、やっぱ日本刀これだと思ってな」

　僕が右手に創りだしたのは日本刀、より詳しく分類するなら『太刀たち』だった。

「でましたね、中二主人公御ご用よう達たしの日本刀！　一説によると実際の合戦では弓や槍やりはもちろん投石にすら劣おとるまったく使えないクソ雑魚ざこ武器だったという日本刀ですね！」

「やめろこら！　ひとが盛りあがってるところに強制アイスバケツチャレンジしてんじゃねえ！」

「え、だって、事実なんでしょう？」

「あくまでも一説な。ついでに反論しとくが、日本刀がまったく使えない雑魚武器だとしたら、西南戦争における抜ばつ刀とう隊の活かつ躍やくを説明できなくなるだろ」

　西南戦争後、日本刀および剣術の価値が再評価され、当時の警察で剣術が奨しよう励れいされたのは紛まぎれもない歴史的事実である。

　戦国時代どころか、銃じゆう火か器きがより発展した明治の世において実戦で結果を残したのだから、この意義はとてつもなく大きいはずだ。

　日本刀を評して『万ばん能のう』や『最強』というのはさすがに眉まゆ唾つばでも『有用』な武器であったことは間ま違ちがいないと僕は思っている。

「まあ、お前はネタと嫌いやがらせで言ってるんだからともかく……アンチ日本刀の連中からはどうにもねじ曲がったマインドを感じるんだよな。有名で人気のあるものをクサしとけば通ぶれる、的な」

「とりあえずトヨタをけなしてドイツ車を持ちあげとけば自動車通ぶれる、的なアレですか」
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「似たようなもんだな」

　まあ、そこらの話は置いとくとして、

「で、肝かん心じんの騎士剣としてのデキはどうなんだ？」

「あ、完かん璧ぺきですよ。ばっちりギリうまです」

　さらっと答えるクロナ。

「ん。それならつよすぎないし、よわすぎない」

　マシロも太たい鼓こ判ばんを押おす。

「よし。今度こそモンスター探しにいけるな」

「シン様、気分はひと狩かりいこうぜといったところですか？」

「悪いが僕の専門は神喰いと鬼おに討うちなんだ」

　そんなことを話しつつ、僕は極彩色の森へと踏みこんでいった。




　　　　　◆◇◆◇◆◇




　森の中を歩く。ポン刀片手にズンズン歩く。

　……決してアブナイ人ではない。僕である。

　自作の太刀を早く試してみたくて、僕の心はうわついていた。

　それなのに、行けども行けどもモンスターは見つからない。

「……なんだこれ。戦いたいときに限ってなかなかエンカウントできないゲーム的仕様かよ」

「そうおっしゃられましても。ゲームよろしくモンスターが大量発生＋無限増ぞう殖しよくしたらとても人は生きていけませんので」

「つか、いまさらなんだけどさ」

　と、ふいに僕は真顔になって訊ねた。

「なんでモンスターが普ふ通つうにいんの？」

「お約束ですから、ではダメでしょうか」

「ダメだろ。モンスターの理由づけとか、ＦＦならⅦかⅧあたりでやってんだから」

　お約束のひと言で片づけるような手て抜ぬきは断じて許しませんよ、僕は！

「では、説明いたしましょう」

　クロナの幽体アストラが僕の前にまわりこみ、人差し指をたてながら言う。

「『プルガトリオ』におけるモンスターとは、端たん的てきにいえば『滅びの閃光ハルメギド』の残ざん滓しです」

「『滅びの閃光ハルメギド』って、あの『光の巨人ネフイリム』がぶっ放したやつだよな？」

「ん」

　マシロが答えた。

「全消去と再構築オールリセツトのあとも『滅びの閃光ハルメギド』の極ごく々ごく一部は世界から消えずに留とどまりつづけます。それらが凝こり固かたまって物質化したモノがモンスターの正体です」

「ってことは生物じゃないし、ましてや魔ま族ぞくみたいなものでもないってことか」

　そういや僕が遭遇したスライムは、ティナに真っ二つにされるとすぐに消しよう滅めつしてたっけ。

　それも、光に還るような感じで。

「はい。したがいましてモンスターは知性を持たず、捕ほ食しよくや繁はん殖しよくといった行動を必要としません。もちろん意思の疎そ通つうは不可能です。いってみれば、人だけをピンポイントで襲おそう『災害』みたいなものかと」

「知性も意思もないってのに、人だけを襲うのかよ。んな理り不ふ尽じんな」

「いえいえ、理由はちゃんとあるのですよ。それはモンスターが『世界を滅ぼす』という『滅びの閃光ハルメギド』の機能を劣化コピーしているからです。より解りやすく言いい換かえると、世界を滅ぼす光から生まれたから世界を滅ぼすために行動する、となります」

「なるほど。つっても世界＝人じゃない気がするんだが」

「まあ、世界≒人くらいでしょうか。世界を世界たらしめている最重要因子が人であることは間違いありませんので」

「そういうものなのか？」

「そういうものです。たとえばシン様、人間が住んでいる地球を世界と呼ぶことはあっても、知的生命体の存在が確かく認にんされていないアンドロメダ銀河を世界と呼ぶことはありませんでしょう？　後者のほうが比ひ較かくにならないほど広大であるにも拘かかわらず、です」

「言われてみれば、たしかに――」

　ここで僕は一つの矛盾に気づいた。

「って、ちょっと待てよ。いまの話じゃ辻つじ褄つまが合わなくないか？　だって僕がスライムと遭そう遇ぐうしたのは全消去と再構築オールリセツトの前なんだぜ」

「いえ、辻褄は合っていますよ。言い忘れていましたけど――」

　ＮＨＫのアナウンサーが為替かわせと株の値動きを伝えるような口調で、クロナは言った。




「この世界プルガトリオは幾いく度どとなく全消去と再構築オールリセツトを繰くり返かえしていますので」




「なっ――!?」

　その発想はなかった。少しも、まったく、これっぽっちも。

「い、幾度となくって、正確には何回なんだよ？」

「さあ？　五回ていどかもしれませんし、六億回以上かもしれません。いずれにせよ、わたしたち代理執行者アポストルが造化される以前の事象ですので、正確な数は解りかねます。解ったところで意味がない、とも言えますけど」

　クロナがつづける。

「一つだけ確かなのは――全消去と再構築オールリセツトの繰り返しは、かつてのシン様が御おん自みずからの御ご意い志しでなされた、ということです」

「なんだって僕はそんなことを……」

「それもまた『唯一にして真なる預定表グラン・アーカーシヤ』の記述シナリオどおりなのでしょう」

「またそれかよ……」

　心情的にとても納得できる話ではない。が、割り切って受け入れるしかないのも事実だ。

　実際、世界が幾度となく全消去と再構築オールリセツトされていたからといって、なにがどう変わるわけでもない。

　現実がまったく変わらないからこそ、逆にモヤモヤするともいえるけど……。

　と――

「シンさま、いた」

　マシロが指さした先、木々のあいだに異様な物体がいた。

　直径および全高一メートルほどのゲル状物質の塊かたまり。スライム。

　モンスターが空気を読んだということはないだろうが、僕的にはなかなかナイスなタイミングでの登場だった。

　これで、考えても仕方のないことは後まわしにできる。

「よう、遭あうのはこれで二回目だな」

　お目当てのモンスターと遭遇したことで、僕は太刀を構えて戦せん闘とう態勢に入った。

　が、スライムの挙動は明らかに前回と違った。

　僕に襲いかかるどころか、一向に木こ陰かげから出ようとしない。なんだかこちらの様子をうかがっているような雰ふん囲い気きだ。

「なあ、なんかあいつビビってんじゃね？」

「シンさま、あれはびびってるのとはちがう」

「わたしたちは『人間』ではありませんからね。そもそもモンスターの攻こう撃げき対象外の存在なのですよ」

「お前の言う『わたしたち』の中には、もちろん僕も含ふくまれてるわけか？」

　なにをいまさら、という視線を返してくるクロナ。

「ですよねー……」

　もう人間じゃない。その事実を受け入れるのは、どうしたって抵てい抗こうがあった。

　ん……？　でも待てよ、最初のときスライムは容よう赦しやなく僕に襲いかかってきたよな？

　まあ召喚された直後の僕は、神としての自覚もなければ『万有神力アルフアオメガ』も持っていなかったわけで、スライム君が余よ裕ゆうで人間認にん定ていしたのもうなずけるが。

「それはそうとシン様、はやく剣技アーツを試されてはいかがですか。あれっ？　もしかしてシン様のほうこそビビっちゃってます？」

「ビ、ビビってねえし！　ビビる意味が解らんし！」

　実際、スライムと相対しても特段の脅きよう威いは感じない。

　あれが僕を害せるとはとうてい思えない。矮わい小しようで取るに足らない存在だ。

　しょせんは最序盤に出てくるモンスター。それ以上でもそれ以下でもないってことか。

「じゃ、気を取り直してやるか。こうしてにらめっこしてても経験値は稼げないしな」

　僕は頭と身体を戦闘モードに切きり替かえ、スライムにむかって一歩踏みだす。

　騎士の剣技アーツはバリエーションに富んでいる。

　というのも、騎士じたいに『小騎士ペイジ』『従騎士エスクワイア』『正騎士シユヴアリエ』『聖騎士シヴアレース』の四つのランクがあり、それに対応した剣技アーツのランクも『小騎士剣技レクター・アーツ』『従騎士剣技デイーケン・アーツ』『正騎士剣技プリエステ・アーツ』『聖騎士ビシヨツプ・剣技アーツ』の四つに分類される。

　当然だが、騎士と剣技アーツのあいだに下位互ご換かんはあっても上方互換はない。たとえば聖騎士シヴアレースはすべての剣技アーツをスペック上使えるが、小騎士ペイジはどうがんばっても最低ランクの小騎士レクター・剣技アーツしか使えない。

　なお、騎士のランクは保有する聖血晶の等級によって決定される。

　ひるがえってこの僕は、制作者クリエイター権限の不正チートで最高品質の聖血晶を所持している。なので最高レベルの聖騎士剣技ビシヨツプ・アーツをいきなり使うこともできるのだが――

　開幕早々ＭＡＸ超ちよう必ひつ殺さつ技わざをぶっぱしてもシラけるだけだし、自重する。

　ここはやはり、基本中の基本となる波は動どう拳けん的な技から出していくべきかな。

「小騎士剣技レクター・アーツ『バスタード・セイバー』――これだな」

　使う技を決定し、僕は太刀を振りかぶった。

　直後。

　ヒュォッ！　一いち陣じんの風が僕の横を駆かけ抜ぬけ、スライムめがけて斬撃を放った。

　――小騎士剣技レクター・アーツ『バスタード・セイバー』。

　剣気オーラを刀身にまとわせ一いつ閃せんする、騎士の代名詞とも呼べる剣技アーツ。

　僕が放とうとしていたその技を、僕ではない何者かが放ち、スライムを一刀両断したのだ。

　――何者か、だって？　いや、僕はすでにそれが誰なのか視し認にんしている。

　視認したからこそ、呆あつ気けにとられて硬こう直ちよくしてしまったのだ。

　考えてみれば――

　前と同じ極彩色の森に、前と同じモンスターのスライム。ここまできたら、もう一つ「同じ」が重なることを予期しておくべきだったのかもしれない。

「ふぅ――」

　スライムを斬きり捨すてた女騎士が吐と息いきをこぼす。

　艶あでやかな金きん髪ぱつに薄うす桃もも色いろのマント。やや大人びた凛り々りしい横顔。身にまとう清せい冽れつな空気。

　――クリスティナ＝ディルアーク。愛あい称しようはティナ。

　僕の命の恩人にして、異世界における最初の出会いフアースト・コンタクトの相手に間違いなかった。

「キミ――」

　ティナが口を開く。最初のときは、つづく台詞せりふは「変な服」だったが――

「ダメじゃない！　騎士じゃない人がモンスターと戦おうとしちゃ！」

　今度はいきなり怒おこられてしまった。

「ちょ、ちょっと待って。っていうか、ティナだよな？」

　彼かの女じよの名を呼び、ひとまず再会を喜ぼうとした僕だったが、

「んん？　キミ、どうしてわたしの名前を知ってるの？　見た感じ、東方の国の人だよね？」

　ティナは怪け訝げんな表情になる。

「は？　どうしてって、そりゃ――」

【シン様、シン様、お忘れですか】

　と、クロナが僕だけに聞こえる声を響かせた。

【この世界はいちど全消去と再構築オールリセツトされたのですよ？】

「あっ――!?」

　まったく、自分のマヌケさを呪のろいたくなる。

　……そうだった。

　ほかならぬ僕自身がしでかしたことなのに、どうしていままで失念していたんだろう。

　僕がいま立っているのは、いわば二巡じゆん目めの世界（正確にはもっと周回を重ねているらしいが）。

　したがって、僕の眼の前にいるのも二巡目のティナということになる。

　僕が知っている『彼女』は、僕を知っている『彼女』は、『滅びの閃光ハルメギド』によって世界ごと消し去られた。時空の彼方かなたに放ほう逐ちくされ、忘ぼう却きやくの川を渡ってしまった。

　もう、いない。

　深い後こう悔かいの念が、僕の胸にとぐろを巻く。

　世界を滅ぼした、その代だい償しよう。僕に与あたえられた罰ばつ。

　なにもかもが元通りだなんて、そんな上手うまい話は最初からなかったのだ。

「ねえ、どうして？　わたしたち初対面、のはずだよね……？」

　が、思おもい悩なやむのは後まわしにしなければならなかった。

　先の失言を早いとこ取とり繕つくろわなければ、二度目の最初の出会いフアースト・コンタクトが最悪な形になりかねない。

　とはいえ、どう弥び縫ほうしたらいいものか――

【シン様。幸い彼女はレムルス全域で『聖女』と呼ばれ名が通っています。その線で切り抜けるのがよろしいかと】

　ありがたいことに、クロナが助け舟ぶねを出してくれた。

　ついでに僕の脳内に付ふ随ずいする情報がダウンロードされる。

「や、その、噂うわさはかねがね聞いてたんだけど、まさか本物とはね。いやあ、あの聖女クリスティナ＝ディルアーク様に会えるだなんて僕は幸運だな！」

「あ、そういうことだったのね」

　あっさり納得するティナ。

　彼女は困ったような照れたような顔つきで、

「ううん、有名になるのはいいけど、やっぱり聖女って呼ばれるのは恥はずかしいなぁ。わたしはただの隷騎士ミニスなんだけどなぁ」

　ちなみに隷騎士ミニスというのは、平民階級出身の小騎士ペイジを指す。

　能力的には小騎士ペイジと同レベルながら、身分は明確に一段下とされている。また、従騎士エスクワイア以上への昇しよう進しんも認められていなかった。

「ところでキミ、その右手に持ってるのって本物の騎士剣だよね？　変わった形だけど、剣気オーラが見えるし……」

　胸をなでおろしたのもつかの間、今度は疑ぎ惑わくの眼が僕の右手にそそがれた。

「えっと、これは……」

　僕は狼狽うろたえる。騎士でもない者が騎士剣を持っているのはいかにもマズい。

　不正チートがバレたら制裁バンを喰らうのが世の慣ならわしだが、

「わかった！　キミは鍛冶師なんだね！」

　ティナは勝手に早はや合が点てんし、一人で納得したようだった。

　たしかに鍛冶師であれば騎士剣を持っていてもおかしくはないが――

「んんっ？　でも、外国の人なのにどうして剣気オーラがあるの？」

「うっ……！　そ、それは――」

　レムルス人は誰しも微び量りようの剣気オーラを先天的に有している。よって、鍛冶師が自作の騎き士し剣けんを振るってもおかしくはない。

　問題は、僕の人種的特徴がレムルス人とはどうやら合がつ致ちしないという点だ。

　ヤ、ヤバイぞ、早くも矛む盾じゆんが生じて設定崩ほう壊かいの危機か!?

　と、思ったのだが――

「あ、そっか。キミにはレムルスの血が混じってるってことか。そうだよね？」

　またもティナが最適解を出だしてくれた。

「い、いや、その、僕は――」

【いいじゃないですか。シン様、その設定にタダ乗りしちゃいましょう】

　クロナが僕の背中を押す。

　しかし僕としては、できればティナに嘘うそはつきたくないんだけど……。

【だったらどうします？　「ヘイガール、実をいうとこの剣は神の力で創ったんだＺＥ！　ＨａＨａＨａ～！」と正直に言いますか？】

　言えるかっての。つか、なんでエセ外人風の口調なんだよ。

　背に腹は代えられない。ここは嘘をつきとおす覚かく悟ごを決めるしかなさそうだ。

「そ、そう！　察しのとおり僕は鍛か冶じ師しなんだ。いやあ、実をいうとレムルスで鍛冶師をやりたくて渡ってきたんだよね！」

　嘘をつくのが心苦しいなら、嘘から出た実まことにしてしまえばいい。

　この瞬しゆん間かんから、僕の地上における職業ジヨブは鍛冶師に決まった。

　……ま、どうにかなるだろ。神だし。

「それは解わかったけど、でもどうしてこんなところに一人でいるの？」

「じ、実は道に迷っちまってさ。こう見えて僕は自他ともに認める方向音おん痴ちなんだ。で、迷ってるうちにスライムと遭遇して、それならこの自信作を一つ試してみるかと思ってたら――」

「わたしがたまたま通りかかった？」

　僕は大きくうなずいた。

　いや、自分で言っててかなり無理のある話だとは思ったけど、

「事情はわかったけど――でもダメだよ、たとえ自分で造ったものでも、鍛冶師が騎士剣を使うとレムルスでは違い法ほう行こう為いになっちゃうから」

　ティナは僕の話をあっさり信用する。

　そういや一度目のときも「異世界から来た」という僕の話を、ティナは簡単に受け入れたっけ。

　そのあたりの人格の根本部分は、変わってないということなのだろう。

　たとえ世界が繰り返されたとしても。

　そう思うと、なんだか無む性しようにうれしくなる。

　たとえるなら、長らく音信不通だった小学生時代の友達が、急に連れん絡らくをしてきたような感覚に近い。

　つながりはまだ途と切ぎれていないと、実感できる瞬間だった。

【ハッ！　シン様の与よ太た話ばなしを疑いもしないだなんて、世にも稀まれな脳ミソお花畑女ですね。現代日本に生きてたら悪い男に騙だまされて多額の借金を背せ負おわされたあげくＡＶに売り飛ばされるタイプですね】

「お前、マジでやめろよな……」

　思わず肉声でツッコむ僕。

　クロナの毒どく舌ぜつには慣れてきたつもりだったが、さすがにこの発言にはドン引きした。

「？　キミ、なにか言った？」

「あ、いや、忠告どおり今後はマジでやめるよってね！」

「そうだよ。レムルスで鍛冶師をやりたいなら気をつけないと」

　とっさの誤ご魔ま化かしにも、親切なアドバイスを返してくるティナ。

　本当に人を疑うということを知らないようだった。

「ところでさ、大事なことをまだ訊きいてなかったよね？」

「え、大事なことって？」

　思いあたるふしがなく、小首をかしげる僕に、

「名前だよ。な・ま・え！　キミはわたしの名前を知ってるけど、わたしはまだキミの名前を知らないでしょ？」

「あ――」

　そうだった。そうなのだ。

　僕は知っていても、ティナは知らない。

『前世』の記き憶おくが保全されている僕と、そうでないティナとでは、前提となる認にん識しきが違うのだ。

　それでも言う。言わなければならなかった。

「――僕はシン。天霧シンだ」

　名乗った瞬間、胸の奥おくがチクリと痛んだ。

　刺ささったのは後悔の小さな棘とげ。

　取り返しのつかない行こう為いに対する、ささやかな自責の念だった。

「天霧シン。シン君か――」

　ティナが僕ぼくの名前を口にし、舌の上でころがす。

　一いつ瞬しゆんの間。

　このとき僕は、我知らず淡あわい期待をいだいていた。

　ティナの口から「どこかで聞いたことがあるような……？」的な台詞がこぼれないか、と。

　世界が繰り返されても、彼女の中に『前世』の記憶の残滓がかすかに残ってはいないか、と。

　そんな、小さな奇き跡せきに対する淡い期待は、

「名前の感じからして、やっぱり出身はヤマトノ巫ふ国こく？」

　次の言葉であえなく打うち砕くだかれた。

「――ん、まあ、そんなとこ」

　苦い現実を噛かみしめながら答える。
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「よろしくね、シン君」

「こちらこそよろしく、ティナ」

　こうして僕は、ひどく一方的な形でティナと再会を果たした。

　……それにしても、つくづく思う。

　自己紹しよう介かいは、一度きりで充じゆう分ぶん。

　二度目はまあ、ぎりぎり許容できたけど。

　三度目だけは、絶対に遠えん慮りよしたいところだな。







３．レムルスの風景







　設定をおさらいしておこう。

　僕こと天あま霧ぎりシンは、鍛冶師になるためレムルスに渡わたってきた外国人。そのうえ方向音痴の属性持ち。

　となれば、

「まずは街に案内するね。ついてきて」

　お人ひと好よしのティナは当然そんな提案をしてくるわけで、

「いいね、頼たのむよ」

　僕としても断る理由はないのだった。

　ティナに導かれて歩きだす。

　状じよう況きようだけを切り取れば、『前世』において中断した場面シーンからの再開といえなくもない。

　ただし、ティナはもちろん僕にしたって、心理的な連続性は皆かい無むだ。

『前世』では異世界に来たばかりの現代日本の高校生。それが『現世』ではお忍しのびで下界を見てまわるこの世界の神なのだ。

　既き存そんのセーブデータを「強くてニューゲーム」で上書きしたような心地ここち、とでもいおうか。

　しかし、同じシチュエーションを繰り返すだなんて偶ぐう然ぜんがよくもまあ――

　……いや、たぶん違うな、偶然じゃない。

　一度ならず二度までも最初の出会いフアースト・コンタクトを果たすなんて、いくらなんでも出来すぎている。

　僕とティナとの接触コンタクトは、最初から『唯一にして真なる預定表グラン・アーカーシヤ』の記述シナリオどおりだった。そう解かい釈しやくして然しかるべきなのかもしれない。

　――重なる運命。神がさだめた出会い。世界の終しゆう焉えんと再生を経へての再会。

　なにやら魅み惑わく的てきなフレーズが頭にうかび、僕はひとりニヤけてしまった。

　幸いなことに、先を行くティナには見られなかったが、

【シンさま、むっつりすけべ】

　と、マシロがぽつりとつぶやく。

（ぐはっ……!?）

　意識の死角からの攻こう撃げき。

　クロナならともかく、マシロに言われるのとグサリとくるものが――

　ん？　ちょっと待てよ？

（つかマシロ、ムッツリスケべの意味わかってんのか？）

【しらない。けど、そういえばシンさまはよろこぶって、クロが】

（やっぱてめぇの仕し業わざかっ！）

【チッ、バレたか。自分の手を汚よごさずに、かつ、シン様によりいっそうの精神的ダメージを与える妙みよう案あんと思ったのですけど】

（どこの悪の黒幕だお前は。つかマシロに妙みようなことを吹きこむんじゃねえ）

【シン様、脳内会話劇に興じるのも結構ですけど、先ほどからティナ嬢じようがガン見していますよ】

「っ!?」

　言われてようやく外界に意識がむく。

「じ～～～」という擬ぎ音おんが聞こえてきそうなくらい、ティナは僕の顔を凝ぎよう視ししていた。

「えっと……どうかした？」

　僕の顔になにかついてる？なんて陳ちん腐ぷな文句はさすがに出てこなかった。

　つか前々から思っていたけど、実際に顔になにかついてたら「顔になにかついてるよ」って具体的に言うはずなんだよな、リアルでは。

「――シン君てさ、やっぱり変わってるね」

　くすりと笑えんでティナが言った。

「だって、よく頭の中で誰だれかと話してるみたいだもん」

「なっ――!?」

【まあ】【おぉ】

　この指し摘てきにクロナとマシロも感心の声をあげる。

　とはいえ「そうだよ」と認めるわけにもいかない。認めたら頭のおかしい人確定である。

「と、唐とう突とつだな。逆に訊くけど、どうしてそう思ったんだ？」

「なんとなく、かな」

　いや、なんとなくって。

　洒落しやれにならない鋭するどさに、僕は内心たじたじになった。

【驚おどろきました。人は見かけによりませんね】

【意外ないちめん】

　――いや、果たしてそうだろうか？

　ティナの人物像に関して、少々誤解があったのではなかろうか？

　一つの仮説。もしかすると、ティナは人を疑うことを知らないのではなく――

　正しいことが、直感的に解るのではないだろうか？

　だから『前世』では、僕が異世界から来たという話をすんなり信じた。

　他方『現世』においても、僕を鍛冶師と看み做なしたのはティナのほうである。

　結果として二人の会話は円えん滑かつに進み、こうして意気投合にいたったのだから、あの場面においては鍛冶師認定こそが「正しかった」といって差さし支つかえないだろう。

　しかし僕としては脳内会話、すなわちクロナとマシロの存在を明かすわけにもいかない。

　さて、どうしようか――と思ったところで、

「いいなぁ、ちょっとうらやましいかも」

　なんというか、予想の斜ななめ上うえをいく台詞だった。

「は？　え、なんで？」

「だって、頭の中にべつの誰かが二人くらいいたら、一人でも退たい屈くつしないじゃない。それにいろいろと相談とかもできて便利だよねっ？」

「や、まあ、たしかにそうかもだけど……」

「わたしも同じことができるようになりたい！　ねえシン君、わたしにもやりかたを教えてっ！」

　そんな瞳をキラキラさせて食いつかれても困る。

「えーっと……これは僕の生まれつきの特技だから、他人に教えることは無理、かな」

「うー、そうなの？　残念……」

　本気でガッカリした様子のティナ。

　とりあえず、これだけは言わせてほしい。

　僕より君のほうがよっぽど変わってるよ！

　……いずれにせよ、今後ティナの前では脳内会話はできるだけ控ひかえたほうがよさそうだ。

（つーわけだから、お前らも基本的にしゃべらないようにしてくれよ）

【ん】

　マシロは素す直なおに同意したが、

【だが断る！】

　案の定クロナは天あまの邪じや鬼くだった。

【わたしから毒舌と下ネタとディス発言とパロディという名の丸パクリ台詞を取りあげようだなんて、シン様はわたしに死ねとおっしゃるんですかッ!?】

（うん、死んだほうがいいんじゃね）

　嘘うそ偽いつわらざるまっさらな気持ちで僕は答えた。




　　　　　◆◇◆◇◆◇




　極ごく彩さい色しきの森を出てから徒歩三〇分ほどで、僕とティナは聖都エタンダールに到とう着ちやくした。

　つか、意外と近いのな。

　首都から徒歩三〇分の距きよ離りにモンスターの生息域があって、危険や問題はないのかと思ったが、

【大だい丈じよう夫ぶです。モンスターが物質状態を維い持じできるのは、先の森のような『滅びの閃光ハルメギド』の影えい響きようが色いろ濃こい場所だけですから。いわばソニックブームを封ふう印いんした待ちガイルのようなものだとお考えください】

　つまり、近づかなければまったく無害ということらしい。普通にそう言えっての。

　それはさておき、聖都エタンダールである。

「シン君、エタンダールに来るのは初めてだよね？」

「んーっと――」

　来たことがあるのかないのかといえば、厳密にはある。

「知ってる場所は『血界大聖堂カテドラルージユ』くらいかな」

　なので僕は正直に答えた。

　……嘘はついてないぞ。本当のことも言ってないけど。

「そうなんだ。でも『血界大聖堂カテドラルージユ』は敷しき地ちに入っただけで重罪になっちゃうようなとこだから、気をつけたほうがいいよ」

「な、なるほど。肝きもに銘めいじておくよ」

　ほんの小一時間前、最重要区域に不法侵しん入にゆうしてきたとは言えるはずもなかった。

　話題をそらすように、僕はエタンダールの街並みに眼めをむけた。

　石いし畳だたみの道に赤あか煉れん瓦がの壁かべの建物。ローマ・パリ・ロンドンなどに倣ならって（などというと、またパクとラレが逆だとクロナにツッコまれそうだが）、街は大きな河の近くにつくられている。

　まったくもって、典型的な中世ヨーロッパ風の街並みだが――

　完全にイメージどおりかといえば、実のところそうでもない。

　いや、さすがに地球のリアル中近世暗黒時代よろしく、道みち端ばたに糞ふん尿にようが投げ捨てられてどこもかしこも悪あく臭しゆうまみれというわけではない。

　とはいえ、街には一見して活気というものがなかった。

　通りの規模に対して、道行く人の数が不ふ釣つり合あいに少ない。

　曲がりなりにも首都の大通りだというのに、田舎いなかの寂さびれた商店街を彷ほう彿ふつとさせる有様だった。

　これは一体どういうことなのか？

　まさか郊こう外がいにイオンができたってわけでもないだろうけど……。

「やっぱり、ちょっと期待はずれだよね」

　と、顔に出てしまっていたのか、ティナが申し訳なさそうに言った。

「昔はこの通りももっと賑にぎやかで、毎日歩けないくらい人が集まってたって話なんだけど……」

　伝聞形式の物言いからして、ティナも活気のある時代を直接は知らないらしい。

　となると、エタンダールの衰すい退たいは数十年単位の長期に亘わたっているということか。

　そして首都がこの有様では、国全体の様相は推おして知しるべしだろう。

　――『あの国、もうすぐ無くなりますから』

　クロナの言葉が実感をともなって再生される。

　見てくれば解る、というのもそのとおりだった。

　当然、ぽつぽつ見かける人々も活気にとぼしく、どんよりした表情の者が大半だ。

　ところが、

「おっ、聖女様！　こんにちは！」

　ティナの姿をみとめるや、人々の顔はとたんに明るくなった。

「こんにちは。でも聖女様はやめてほしいなあ」

「巡じゆん回かいですか、聖女様？」

「いまはこの人を案内してるとこ。あと聖女様はやめてってば」

　こんなやりとりを頻ひん発ぱつするものだから、僕は呆気にとられるしかなかった。

「す、すごい人気なんだな」

「あはは。慕したってくれるのはうれしいんだけど、聖女って呼ばれ方はいまだに慣れないんだよねぇ。わたしはただの隷騎士ミニスなのに」

　と、前にも言った台詞を口にしつつ、ティナは照れ笑いをうかべた。

「つかぬことを訊くけど――どうしてティナは『聖女』って呼ばれてるんだ？」

「うーん、ひと言でいうと珍めずらしいから、かな。わたしみたいに平民出身で、しかも女の騎士ってほかにいないから。べつに聖女って呼ばれるようなことはなにもしてないんだよ？」

【シン様。階級社会のレムルスでは。ティナ嬢のような隷騎士ミニスじたいが稀き少しようなのですよ】

　と、クロナが補足する。

　しかし、珍しいというだけでこうはならないだろう。

　事実、人々がティナにむけているのは、珍ちん獣じゆうを愛めでるような好こう奇きの眼ではない。

　そこには明らかに、親愛の情と尊敬の念がこもっている。

　その理由は――ティナを見ていればそれとなく解る。

　凛々しく神こう々ごうしさすら感じる外面と、親身で人ひと懐なつっこい内面。このギャップの魅み力りよくにやられてしまった人が多いのではなかろうか？

【というか、シン様もその一人ですよね】

　クロナのツッコミは聞こえなかったふりをして、僕は考察をつづける。

　さしずめティナは、衰退の色濃いレムルスに現れた希望の星。

　救国の英雄ヒロイン、というのはさすがに実情に即そくしていないだろうが、人々のまなざしからはそれに近いものが感じられた。

　しかし――

　率そつ直ちよくに言って、僕には想像力が欠けていた。

　ティナの困った顔には、照れとはまったく異なる意味がふくまれていたのだ。

　考えてみてほしい。平民上がりの騎き士しが人々からチヤホヤされ「聖女」などと祀まつり上げられている現実を、ほかの大多数の騎士たちはどう受けとめているのか？

　その答えは、通とおり魔まのごとくふいに明かされた。

「待て、ディルアーク」

　酒場の前を通りかかったときのことだった。

　店先で木の円テーブルを囲んでいた一団から、ティナを呼びとめる声が発せられた。

　ティナは即そく座ざに足をとめ、身体からだの正面を彼かれらへとむける。

　さらに、これがレムルスにおける敬礼なのだろう、両足をぴたりと合わせ、指先を伸のばした右みぎ腕うでを首の前で平行にする体勢をとった。

「――これはシルヴェストル卿きよう。我わが非礼をお許しください」

　僕はティナの背中越ごしに、相手の男たちを確かく認にんする。

　一いつ般ぱん市民とは風ふう貌ぼうも雰囲気も明らかに違ちがう五人組の青年。

　彼らが騎士だということは、肉体から漏もれ出でる剣気オーラを見れば一発でわかった。

　装いもティナと同じくマントと軽鎧ライトアーマーの組みあわせ。ただし衣装の品質は一段も二段も上で、階級が上位であることを容易にうかがわせた。

　マントの色から判断するに、リーダー格の騎士――シルヴェストル卿のみが従騎士エスクワイアで、残る四人は小騎士ペイジだった。

　なんにしても、彼らがまともなのは外面だけだ。まだ日の高い刻限だというのにアルコールのにおいをただよわせている時点で、何をか言わんやである。

「ハッ！　人気者の聖女サマは、俺おれたちのことなんて眼中にないんだろうよ」

「なにしろ男をたらしこむ仕事で忙いそがしいみたいだからな！　ギャハハハハッ！」

「おい見ろよ、連れてるのは異国の男じゃないか？　なんでもかんでも咥えこむって噂はマジだったんだな」

　と、耳を疑うような発言が次々と飛びだす。

　なんという下げ卑びた連中だ。僕は怒るよりもまず呆あきれ果はててしまった。

　出る杭くいは打たれ、高木は風に嫉そねまれるのが世の習いにしても、これはちょっと酷ひどすぎる。

　いくら酒が入っているとはいえ、素すの人間性がまともなら決して出てこない物言いだった。

「諸しよ卿けいらも、わたしを聖女などと呼ぶ戯たわむれはご容よう赦しや願います」

　しかし当のティナは、顔色一つ変えずに言葉を返す。

　肝かん心じんの侮ぶ辱じよくに関しては聞き流しているようだった。

　階級の差が反論を許さない、ということなのだろうか。

　呆れと驚きが通り過ぎると、遅おくればせながら僕の腹には怒いかりの火が燃えあがった。

「ああ、よく見りゃあんたら騎士だったのか」

　ティナの前にでて、わざとらしく大きな声で言ってやる。

「ちょ、ちょっとシン君――!?」

　ティナがあわてた声を出すも、僕は構わずつづけた。

「僕の国じゃ、昼間っから酒を飲むのは無職ニートやロクデナシの特権なんだけどな。レムルスだと騎士様の崇すう高こうなお仕事ってわけなのか。いやあ、こいつは驚いたぜ！」

「ンだと、てめェ……？」

　ピキリと、場の空気が凍こおりついた。

　四人の小騎士ペイジズが猛もう烈れつなガンを飛ばしてくる。

　が、僕は立ちと座すわりの高低差を活いかし、文字どおりの上から目線で見下してやった。

　まさに一いつ触しよく即そく発はつの事態。次の瞬間にも、騎士たちは席を立って殴なぐりかかってきそうな気配だったが、

「申し訳ありません！　彼はレムルスの作法に不識なものですから、代わってわたしが謝罪いたします」

　と、ティナがあいだに入って一方的に非礼を詫わびた。

「ほら、シン君も謝あやまって！」

　不良息子むすこに代わって警察に頭をさげる母親の図だった。

　くそ。……勘かん弁べんしてほしい。気まずすぎる。こうなっては僕としても謝らざるをえなかった。

　が、

「――卿らも大人げない真似まねはよせ。相手は無知なる異国の少年なのだ。ディルアークの誠意と我らの寛かん容ようをもって、この件は不問としよう」

　リーダー格の従騎士エスクワイア・シルヴェストル卿が仲間を諌いさめた。

　そして、僕に微び笑しようをむけて言う。

「だが少年よ、二度目はないと言っておくぞ」

「――解った。肝に銘じておくよ。考えてみたら、僕も言い方が悪かった」

　和解が成立し、僕とティナは足早に酒場の前から立ち去った。

　しばらく無言で歩いたところで、

「は～～～～ッ！　緊きん張ちようしたぁ～～～！」

　ティナは立ち止まるや、溜ためこんだ息を吐はきだした。

「ダメだよ、シン君。レムルスで騎士を悪く言うのは自殺行為だよ」

「騎士を悪くって、ならあいつらがティナに言ったことは許されるのかよ」

「それは――わたしは隷騎士ミニスだから仕方ないんだよ」

　ティナは弱々しい笑みとともに言う。

「気にしないで。悪口を言われるだけで、ほかに何かされるわけじゃないから」

「いや、だけどあいつら階級は上かもしれないけど、ぶっちゃけティナより――」

「シン君。レムルスで鍛冶師をしたいなら、この国のルールは守らなきゃダメだよ」

　また、母親のような口調で諭さとされてしまう。

　僕にも思うところがないわけではなかったが――

「解ったよ。もう騎士たちを馬ば鹿かにしたりしない」

「約束だよ」

　僕はうなずいた。

　もちろん嘘はついていない。
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「それじゃ、わたしは用があるから行くね。シン君はゆっくり街を見てまわって。あ、なにかあったらこの住所を訪ねてきて。またね、シン君」

　ティナと別れ、僕は一人になる。

　とはいえ、べつに孤こ独どくとは感じない。

　――またね、か。何気ないけど、実にいい別れの言葉だ。

　ティナが手て渡わたした紙片アドレスを大事にしまいこみ、僕はふっと息を吐いた。

　さてと。

「もういいだろう、出てこいよ。悪いけど僕には男にストーキングされて喜ぶ趣しゆ味みはないぜ」

　あえて振ふり返かえらずに言葉を放つ。

　ほどなくして、僕の背後にぞろぞろと人の気配が現れた。

　振り返ると、

「なんだァ？　お前、いっちょまえに気づいてやがったのかよ」

　予期したとおり、五人組の騎士がいた。

　いうまでもなく、先ほど酒場の前で一ひと悶もん着ちやくあった一団である。

「で？　いちおう訊いとくけど、僕になんの用だ？　さっきの件なら不問にしたって話だったよな」

　僕の言葉に、従騎士エスクワイア・シルヴェストルが薄うすら笑わらいをつくって、

「少年よ、自分に都合の良い言葉だけを耳に入れるのは感心しないな。私はこうも言ったはずだぞ。――二度目はない、とな。我々はそのとおりに行動しているにすぎんよ」

「ギャハハッ！　猿さるにも解るよう人間の言葉に翻ほん訳やくしてやるとよぉ」

　と、取り巻きの小騎士ペイジズがあとを引ひき継つぐ。

「二度とナメた口がきけねえようにしてやるぜ！って意味なんだよ、タコがッ！」

　なるほど、シルヴェストルは最初からそのつもりで発言した。だから取り巻きの連中もやけに物分かりがよかったのだ。

　なんつーか、ガラの悪いチンピラと、そいつらを裏で束ねるインテリヤクザって感じだ。

　僕は嘆たん息そくをこぼして、

「つまりこういうことだろ。天下の騎士サマが大通りで剣けんを抜ぬくわけにもいかない。同じ騎士のティナがいたらなおさらマズい。だから僕が独りになる機会をうかがってた、と」

　騎士たちは答えず、ニヤニヤ笑いをうかべる。

　ま、それが正解ってことなんだろう。

「なるほど、よくわかったよ。つか、僕もこう言ったよな。――言い方が悪かった、って」

「オイオイオイオイ、いまさら言い直そうってのかよ？」

「ああ、この場を借りて言い直すぜ」

　さも申し訳なさそうな顔をして、僕は言った。

「僕の国でも昼間から酒飲んでるやつはいたけど、お前らみたいな下げ劣れつなクズ連中に比べたら五億倍はマシだったぜ」

「ンなッ――!?」

　まさか僕の口から、さらに高こう濃のう度どの罵ば倒とうが飛びだすとは夢にも思わなかったのだろう。

　騎士たちは仰ぎよう天てんし、

「っテメェ、ブチ殺されてェのかッ!?」

　直後に顔を真っ赤にした。

　怒ど髪はつ天てんを衝つくとはまさにこのことだ。

「もう許さねェッ！　シルヴェストル卿、ヤっちまって構いませんよね!?」

「許可しよう。これは本当に、二度と口をきけなくしてやる必要がありそうだ」

　表面上は平静を装よそおっているシルヴェストルも、表情を強こわ張ばらせて眉まゆをピクピクさせている。内心、腸はらわたが煮にえくり返っていることは想像にかたくない。

「ハッ！　つうわけで、テメェはここで終わりだぜ、クソガキッ！」

　シュンッ！　抜ばつ剣けんの音。すなわち騎士たちが、おのおのの騎士剣を具現化させたのだ。

　それにしたって――

　僕がこのときいだいた感情は、しいて言うなら「呆れ」だった。

　こいつら、この程度で威い張ばり散らすって、マジかよ。

　騎士剣を手にしたことで、彼らが身にまとう剣気オーラの量は増大している。が、その量は明らかに平時のティナに劣おとっていた。

　従騎士のシルヴェストルも然しかり。小騎士ペイジズの剣気オーラにいたっては矮わい小しようすぎて比ひ較かく対象にもならなかった。

　要するに、こいつらの卍ばん解かいはティナの始解以下ってことだ。

　それなのに、騎士としての階級は逆転している。こんな不条理が許されている事実からも、レムルス衰退の原因がうかがえた。

「どうしたァ？　ビビって声もでねぇのかァ？」

　いっぽう騎士たちは、調子づいてどこからどう見てもやる気満々だ。

　主戦力レギオンたる騎士が一いつ般ぱん人じんに剣をむけるなど、大人げないを通り越こして暴挙の極きわみである。

　もっとも、この僕が一般人かというと、そんなことはまったくないわけで――

「おい、クロナ。どこぞの世紀末よろしくモヒカンはいないとかいって、似たようなのは普ふ通つうにいるじゃねえか」

【申し訳ありません。ですがシン様、これはこれでお誂あつらえ向むきなのではありませんか？】

【ん。いい練習あいて】

　二人の言わんとするところを、僕はたちどころに理解した。

　たしかにちょうどいい。

　人に害をもたらす点じゃ、モンスターもこいつらもそう大差ないしな。

　森では果たせなかった剣技アーツの練習を、いまここでやってみるか。

「……は？　モヒ……なんだって？」

「こっちの話だ。――ところでこの状況、僕としては当然、正当防衛の権利があるよな？」

　シュンッ！　対たい抗こうして僕も日本刀型の剣を具現化した。

　その光景に、小騎士ペイジズは眼を丸くするも、

「――なるほど。貴様は鍛か冶じ師しだったのだな」

　シルヴェストルだけは冷静な判断をくだす。

「だが、無知とは罪なものだな、少年よ。よりにもよって我ら騎士に剣で挑いどもうとはな」

「さて、本当に無知なのはどっちだろうな。――つか、いつまでグダグダしゃべってるつもりだよ？　来るならこいよ、早くやろうぜ」

　こうして、僕は囲まれた。

　このあと起こったことに関しては――プロローグを参照してほしい。

　まあ、ひと言でいうと、僕が騎士たちをフルボッコにしたわけである。

　それはもう一方的かつ徹てつ底てい的てきかつ全面的に、だ。

「――よし、これで後始末はすんだな」

　すでにクロナとマシロの力によって、ズタボロになった騎士たちは戦せん闘とう前の状態へと復元されている。

　これで命に別条はない。もっとも、騎士としての誇りプライドはズタボロのままだろうが。

「ですがシン様、よろしいのですか？」

　と、スタンドよろしくクロナの幽体アストラがズゥッと現れた。

「ご希望でしたら、彼らの記き憶おくを改かい竄ざんすることも可能ですが」

「必要ない。そんなことしなくても、こいつらが今日のことを誰かに言いふらすなんて百パーありえないだろうからな」

　鍛冶師の少年に五人がかりで挑んだら返り討うちにされました、なんてことが他人に知られた日には、彼らのチンケな自じ我がはそれこそ致ち命めい傷しようを負ってしまう。

「さてと、これからどうするかな」

　ティナには「ゆっくり街を見てまわって」と言われたものの、目的もなしにブラつくのはちょっと気が進まない。

　目的――僕がこのレムルスで次にすべきことはなんだろうな？

「そうだ、鍛冶師には当然、工こう房ぼうみたいなのが必要だよな？」

　つまるところは設定固め。あとあと矛む盾じゆんが生じて困らないよう、早い段階で必要なモノはそろえておくべきだろう。

「ん。シンさま、それなら」

　と、第二のスタンドことマシロの幽体アストラが現れた。

「いい場所がある。いく？」

「ああ、頼む」

　――パッ。どこでもドアいらずの瞬しゆん間かん移動。この便利さはクセになるな。

　移動した先は、エタンダール郊外のうら寂しいエリア。僕ぼくの眼の前には廃はい墟きよ同然の建物があった。

「ここ、以前は工房だったのか？」

「ん。あるじのいなくなった場所。シンさまが好きにつかうといい」

「つっても、外がこの様子じゃ中はもっとひどい有様なんじゃないのか」

「ご心配なく。そこはこのクロナめにお任せを」

　直後、崩くずれた壁も割れた窓も穴の空いた屋根も、ピカピカの新築状態に復元された。

「いかがですかシン様。プリキュアの戦せん闘とう終しゆう了りよう後よろしく特に理由づけもなく綺き麗れいさっぱり元通りですよ」

「いやこっちは理由あるだろ」

　補足しておくと、これはクロナの時間統御テンプス・ドミナの力によって、建物の固有時間が巻まき戻もどされた結果である。

　つづいて工房の中を確認してみる。

　鉄を溶とかす炉ろに、作業台である金かな床とこ。壁にはハンマーをはじめとした各種工具がそろっている。僕が実際に使うことはないにしても、こういった小道具類は演出に欠かせない。

　うん、完かん璧ぺきだ。工房の問題はこれで片づいた。

　さてさて、次はどうしようか？

　新たな目的を設定しようとしたところで、グゥと僕の腹が鳴った。

　……お恥はずかしい。けど、神になってもしっかり腹は減るんだな。

　良かった、僕の肉体はまだちゃんと人間らしい。

　けど、喜んでばかりもいられない。いうまでもなくこれは切実な問題だ。

　当たり前だが、僕はレムルスの通貨を所持していない。素す寒かん貧ぴんの一文無しだった。

　おまけに、気づけば空は赤く染まり始めている。夜が近いとなれば、寝しん所じよの問題も浮ふ上じようしてくる。

　工房は仕事場であって生活の場ではない。もちろんベッドなどという気の利きいたグッズは影かげも形もなかった。

　うーん、どうすべえ……？

「シン様、なにをクソしょうもないことで悩なやんでいるのですか」

　と、クロナが呆れまじりに言う。いつもの毒どく舌ぜつかと思ったが、

「どれもこれも『エンピレオ』に戻ってくればすむことでしょうに」

「ん。めし・ふろ・ねる、ぜんぶある」

　言われてみればそのとおりだった。

　僕は宿なしどころか、天空に島一つを持っているんだった。

「そうだな、今日のところは一区切りついた感じだし、いったん戻るか」

　というわけで、僕は浮ふ遊ゆう島とう『エンピレオ』に帰き還かんすることにした。
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　正直なところ、僕はそこはかとなく期待していた。

　海外旅行なんかでもそうだと思うけど、食事というのは大きな楽しみの一つだ。

　ましてやここは外国どころか異なる世界。となれば、見たことも聞いたこともないような珍ちん奇き神しん妙みよう摩ま訶か不ふ思し議ぎなる異世界の料理が出てくるはずである。

　もちろん不安も相応にあるが、未知の味覚体験に対する好こう奇き心しんが勝まさっていた。

　かくして、そのときは訪おとずれる。

「お待たせしました、シン様」

　記念すべき、異世界での最初の食事。

　そのメニューは――

「今晩の夕食は、すき焼きでございます」

　野外に置かれたカセットコンロの上で、ぐつぐつと煮える各種の具材。牛肉が、ネギが、白菜が、春しゆん菊ぎくが、シラタキが、タレの中で小こ躍おどりしている。

　鼻び腔こうをつく素す晴ばらしい匂においに、食欲がビンビンに刺し激げきされる。

　美味うまそうだ。まったくもって実に美味そうだが――

「なんでだよっ!?」

　わりと本気のツッコミだった。

　意味が解わからない。なぜ僕は異世界の浮遊島で、天使二人とすき焼き鍋なべを囲まなければいけないのか。

「あら？　シン様、すき焼きはお嫌きらいでしたか」

「好きか嫌いかで言ったらむしろ好物の部類だけど、いまはそんな話をしてるんじゃねえ！」

　ツッコミどころ満まん載さいの光景だが、いの一番に指摘したいのは、

「つか、なんで普通にカセットコンロが出てくるんだよ！　あれか、積極的に設定崩ほう壊かいを狙ねらっていくスタイルなのか!?　誰得だよそんなもんっ！」

「落ちついてください、シン様。設定崩壊など微み塵じんもしてはおりません。カセットコンロこんなものは御み使つかいの力を使えばたやすく再現エミユレートできるのですから」

　正座したクロナが冷静に言う。

「逆にお訊ききしますが――たとえばここで、カセットコンロの代わりに『魔ま法ほうで生みだした火』なんかで調理をしたらそれこそ雰ふん囲い気きぶち壊こわしじゃありませんか？」

「うっ……それはそうかもだが」

　さらにマシロが、右手に炊すい飯はん器き、左手に卵のパックを携たずさえて、

「たきたてのご飯と生卵もある。シンさま、たべないのか？」

「ぅぐぉっ……！」

　先にも増して、僕の空腹の虫は暴れまわっている。

　なんという凶きよう悪あくな攻こう撃げきか。この状じよう況きようで白メシ・生卵・すき焼きのジェットストリームアタックを防ぐ手立てがあろうか。いや、ない。

　……うん、まあ、あれだな。

　腹が減っては戦いくさは出来ぬ、という言葉があるけど、実際にはそんな生易しいものじゃないと思う。

　腹が減って死にそうになったら、人は戦って殺して奪うばってでも生きながらえようとするに決まってる。

　それくらい、腹が減るというのは重大深刻な問題だ。

　甘あまく見みちゃいけない。背に腹は代えられない。そうとも、僕は腹が減っているんだ！

　――と、いうわけで。

「いただきます」

　僕は両手をあわせて箸はしをとった。

　ひとたび食うと決めたら、細かいことは気にしない。そして遠えん慮りよもしない。

　僕はいきなり牛肉に箸をつけ、溶き卵たまごにつけてひと口でほおばった。

「シン様、お味はいかがですか？」

「め、めちゃくちゃ美味い……！」

　味覚が歓かん喜きの渦うずにつつまれ、僕のテンションは一気にマックスに達した。

「つかなにこの肉！　霜しも降ふり具合がマジハンパねーんですけどっ!?」

「松まつ阪さか牛うしのＡ５ランクのお肉ですから、当然かと」

「すっげえな！　そんな高級牛肉どうやって手に入れたんだよ！」

「シロが空間統御スペテイム・ドミナの力でつくった」

　と、マシロが早々にネタばらしをする。

「……あ、さいですか」

　僕のテンションはたちどころに半減した。

　でも、味は変わらない。肉は相変わらず美味かった。

　まあ、正しよう真しん正しよう銘めいの松阪牛だって、突つき詰つめていけば素そ粒りゆう子しの集まりだしな！

　宇宙的な視点から見れば大差ないといえるかもしれない。

「――つか、お前ら普通にメシ食うのな」

　僕が食べ始めると同時に、クロナとマシロもすき焼きに箸を伸ばしていた。

「素そ朴ぼくな疑問だけど、天使って食事を摂せつ取しゆする必要があるのか？」

「必要はありますね。善人は食べ物を美味おいしそうに食べ、悪人は食べ物を粗そ末まつにあつかい、正体不明のモノはなにも食べない、という法則がありますから、食べないわけにはいかないかと」

「フード理論を悪用しているようにしか思えないんだが……」

「ちなみに、食事はしますが排はい泄せつ機能に関してはシン様のご希望でオンオフが可能です。いかがいたしますか？」

「それ訊くの食べ終わったあとにしてくれる!?」

　フード理論の前に最低限のマナーを学べと言いたい。

　……にしても、この肉マジで美味いな。

　我ながら現金なもので、神になってはじめて心から良かったと思える時間だった。
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「ふぅ～～～！　食った食ったぁ、ごちそうさま」

　完食で満腹。僕の空腹は幸福に満たされていた。

「お粗末さまでした。ときにシン様、お食事のあとはご入浴などいかがです」

「おっ、いいね。気が利くな」

　断る理由はどこにもない。料理も良かったし、風ふ呂ろのクオリティにも大いに期待できそうだ。

「それはもう。この『エンピレオ』の浴場は帝てい都とラクファカールのそれを目標に造られていますので」

「アーヴに張り合ってどうすんだ。まあ、とにかく案内してくれ」

「ん」

　――パッ。当然ながら、浮遊島の上での移動もマシロによる空間転移が基本である。

　転移した先は室内だった。

　木材メインの落ちついた内装。壁かべ際ぎわには賽さいの目め状の棚たながあり、カゴが一つずつ入っている。カゴの中にはバスタオルとフェイスタオルが折りたたまれていた。

　とまあ、どこからどう見ても日本の温泉の脱だつ衣い所じよだった。

　またぞろ異世界の浮遊島には似つかわしくない光景だが――

「ま、いまさら気にすることでもないか」

　僕は衣類を脱ぬいで脱衣カゴに入れると、タオル片手に浴場へとつづくドアを開けた。

　瞬間、

「うおっ！　すっげ……！」

　自然と歓かん声せいが出てしまった。

　――なるほど、日本風の脱衣所はギャップ効果を狙っていたってわけか。

　打って変わって、浴場はギリシア建築の神しん殿でん風ふうだった。

　太い円柱のあいだは吹ふき抜けとなっている半露天風呂。なにより素晴らしいのは、浴場が浮遊島の崖がけ際ぎわに位置しているという点だ。

　おかげで湯船の端はしまでいけば、眼下に雲海と『プルガトリオ』の夜景を楽しむことができた。

　天空の大浴場。しかも貸し切り。これ以上の贅ぜい沢たくはちょっと見つからない気がする。

　僕のテンションは否いやが応おうでも高まったが、調子に乗って湯船にルパンダイブをかましたりはしない。

　まずは手て桶おけで湯をすくって身体にかけていく。そして、足からそろりと湯船に入っていった。

　もちろんタオルは湯に入れず、伝統と作法にしたがって頭の上へと載せる。

　半身浴なんてケチくさいことはせず、首までまるっとつかった。

「はぁ～～……！」

　心と身体の疲つかれが湯に溶け、代わりに活力が熱ねつ交こう換かんされていくかのよう。

「極楽ごくらくってのは、こういうのをいうんだろうな……」

　まぶたを閉じて、全身を湯の温かみにゆだねる。いまの僕はローマ皇こう帝ていもしくはアーヴ皇帝にでもなった気分だった。

　と――

「シン様、お湯かげんはいかがですか？」

「シンさま、きもちいい？」

「お～ぅ。ちょうどいいし最高に気持ちいいぜ～～～」

　何気なく答える僕だったが――

　ちゃぷん、という水音でたちまち我に返った。

「ってぇ、お前らなに普通に入ってきてんだよッ!?」

「シン様。お約束にツッコミを入れるのは不調法というものですよ」

　浴場への危険な闖ちん入にゆう者しやは、いうまでもなくクロナとマシロだった。

　もちろん一糸まとわぬ姿で、裸ら身しんを見せつけるように直立している。

　バスタオルを身体に巻きつける奥おくゆかしさとも無む縁えんだ。彼かの女じよらの裸身を保護するものは、うっすらと立ちのぼる湯気のみだった。

「なお、湯気なしバージョンをご覧になりたい方は円えん盤ばんを買ってくださいね♥」

「誰だれにむかって話してんだ」

　円盤なんて出るわけねえ。万が一出たら特典として僕の大事なモノを公開してもいいくらいだぜ。

「それはさておきシン様、もしかして勃たっちゃいました？　勃ぼつ起きしちゃいました？」

「するかっ！　いちいち生々しいんだよお前はッ！」

　吃驚びつくりして逆に縮こまりかねないっつーの。

「ちなみにわたしのお腹なかは自他ともに認める真っ黒ですが、⦿ク⦿と◆◆◆は綺麗なサーモンピンクですのでご安心を。確認いたしますか？」

「しねえよ！　つか生々しいを通り越してエグい発言はやめろォオオオオオッ！」

　僕はぜえぜえと息をついて、

「だいたい、お前らみたいな謎なぞ生物の裸はだかを見たってうれしくもなんとも――」

「ん？」

　天使がいた。マシロたんマジ天使だった。

　前にも触ふれたかもしれないが、スレンダーなクロナに対して、マシロはたいへん女の子らしい体型をしている。端たん的てきにいえば、豊かで大きくて形が良いのだ。おっぱい。

　かててくわえて、とぼけた表情で小首をかしげる仕草がまたイイ。男心をクリティカルに直ちよく撃げきしてくる。

　――って、見み惚ほれてる場合じゃないだろ、僕っ！

　こういうときこそ、男には冷静かつ紳しん士し的てきな対応が求められるのだ！
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「マ、マシロ。立ってないで肩かたまで湯船につかりなさい」

「ん。わかった」

　そのとおりにするマシロ。

　ふぅ、これで危険地帯はガードされたぜ。

　それにしてもいまの僕の言い方、なんだかまるで――

「プレイ後に賢けん者じやモードになって『こんなことしてちゃいけないよ』と風ふう俗ぞく嬢じように説教をかますオッサンみたいでしたね」

「まるで父親みたいって言おうとしたんだけど!?」

「シン様。ここをプレイ有の泡風呂ソープと勘かん違ちがいされては困ります」

「いやお前らが入ってくるまでそんな気配は微塵もなかったよな!?」

　とはいえ、いますぐ出て行けとは（特にマシロには）言えないわけで、結局三人で入浴する運びとなった。

　あ、もちろん身体は自分で洗いましたよ。

　……本当だっての。







４．ライトサイド、ダークサイド







　ルーティンは固まった。

　日中は地上に降りてレムルスの鍛冶師として振ふる舞まい、夜になれば浮遊島に戻って身体からだを休める。

　これが僕の新たな生活スタイルとなった。

　空と陸を行き来するという点に眼めをつぶれば、やってることは学校へ通うのと大差ない。

　もっとも高校生だったころとは違ちがって、いまの僕は完全無欠の自由人だ。時間割やカリキュラムに縛しばられるようなことはない。

　そんなわけで、最初の数日間はエタンダールの街をブラブラと散策していたのだが――

　ほどなくして、一つの問題が僕の足を鈍にぶらせた。

　なんのことはない、天空でいかに贅ぜい沢たく放ほう蕩とう三ざん昧まいをしていようと、地上での僕は相変わらずの無一文だというだけの話だ。

　地じ獄ごくの沙さ汰たも金しだい、阿あ弥み陀だの光も銭ぜにしだい、そうとも金は命よりも重い――かどうかはともかく、無一文のままではなにをするにも制限が大きすぎる。

　レムルスの通貨――「ソリダス」という――の調達は、僕にとって喫きつ緊きんの課題だった。

　問題はその方法だが、

「お金ですか？　マシロの空間統御スペテイム・ドミナを使えば、いくらでもつくれますけど」

「いやいや、どこぞの将軍様独裁国家じゃあるまいし、通貨偽ぎ造ぞうはさすがにダメだろ」

「なるほど。自じ称しよう・民主主義人民共和国の同類にはなりたくないという御ご意い向こうですね」

　当然だ。

「でしたら、わたしに言えることは一つだけです。――部屋から出てハロワに行け」

「僕はべつに引きこもってねえ！　つか異世界にハロワがあるかっての！」

　とはいえ、金が欲ほしけりゃ働けってのはまったくの正論だ。

　ハロワはないにしても、アルバイト的な仕事なら探せば見つかるだろうか？　レムルスにはそういう職種形態はあるのだろうか？

　と、そこでマシロの幽体アストラが僕の肩をツンツンした。

「シンさまは、鍛冶師。鍛冶師はものをつくってお金をもらう」

「なるほど。設定は継ぎ足たすより初期のものを利用すべし、ということですね」

「全面的に同意するぜ。よし、その線でやってみるか」

　自分の工房へと引き返す。

　話によると、市し井せいの鍛冶師は騎士剣のみならず様々な生活用品を作って生計をたてているらしい。

　さて、なにを作ろうか。

　便利グッズというなら、この前でてきたカセットコンロとかだろうけど――さすがにオーバーテクノロジーすぎてダメだろう。

　となると、鍛冶師らしくシンプルに金物がいいかな。

「うし、やってみっか」

　工房の金床の前に立つ。

　ただし、製作にあたってハンマー等の工具は使わない。原材料の金属すら必要なかった。

「――万有神力アルフアオメガ、原理再現開始エミユレート・エンター」

　とまあ、僕だけに許されたチートな力で創つくる。頭のなかにある想像イメージを直接物質化する。

　手始めに創ったのは、木製の柄えがついた果物ナイフ。攻こう撃げき力りよく＋６ってとこかな。

　出で来き栄ばえは決して悪くない。けど、単純シンプルすぎて面白おもしろみがない気がする。

　もっと柄に装そう飾しよくをほどこして、刀身の形にも工く夫ふうを凝こらしたい。刃は紋もんを入れるってのもアリな気がする。ってか、ナイフにこだわる必要もないよな。せっかくだからいろんな種類の刀とう剣けんを創ってみるか。

　――おおっ、次から次へとアイディアが浮うかんでくる。なんだか楽しくなってきたぞ！

　というわけで、しばし僕は刀剣製作に没ぼつ頭とうした。

　………………。

「――はっ!?」

　気がつくと二時間近くが経過しており、工房の床ゆかは多種多様な刀剣で埋うめつくされていた。

　あらためて確かく認にんしてみると、ロトの剣とかアルテマウェポン（クラウド[image: ]）とかキーブレード（約束のお守り）とかドラゴンころしとか天てん鎖さ斬ざん月げつとかムラマサ・ブラスターとかにソックリのブツもあった。

　どうやら無意識のうちに創ってしまったようだけど……さすがにこれらは世に出せない。門外不出イラスト不可だ。

　その手の著作権的にヤバいブツを除外しても、売り物になりそうなナイフ類はかなりあった。

　さて、商品はできた。となれば次は販はん売ばいルートの確保だ。

　これが現代日本であれば、免めん許きよだの届け出だのと面めん倒どうが山積みだろうが――幸いなことにレムルスの商習慣はそこまで複ふく雑ざつ怪かい奇きではない。

　できた道具数点を街の金物屋へ持って行き、買い取ってくれと交こう渉しようするだけでいい。

　結果は、秒速で商談成立だった。
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　一週間が経たつころには、僕を取り巻く環かん境きようは激変していた。

　僕が作った刀とう剣けん類るいはたちまちエタンダール中で評判となり、工房には注文が殺さつ到とうしたのだ。

　需じゆ要ようが爆ばく発はつ的てきに高まれば価格は暴ぼう騰とうする。そういった経済の原理原則は異世界であっても変わらない。

「天あま霧ぎりさん、うちはこれだけ出だすから優先的に供給してくれ！」

「じゃあうちはその倍だ！　納期も天霧さんに任せる！」

　といった取引の話が我先にと舞いこんでくる。

　おかげで数日間は商談をまとめるだけで過ぎ去ってしまった。まあ、うれしい悲鳴というやつなのだが。

　それだけでなく、

「師し匠しよう！　俺おれを弟で子しにしてくださいッ！」

　といって工房に押おしかけてくる者まで現れる始末だった。

　純じゆん粋すいな尊敬と憧しよう憬けいのまなざしをむけられると、僕としてもまんざらではない気分になったが、

「や、悪いけど、僕は弟子をとるつもりはないんだ」

　僕の製作工程はこの世界の誰にも真似まねできないし、そもそも見せるわけにはいかないので、グッとこらえて丁てい重ちようにお断りした。

　もし見られたら鶴つるの恩返しよろしく、僕は地上にいられなくなってしまうだろうしな。

　とまあ、以上がこの一週間あまりで起きたことの概がい要ようである。

　とはいえ、ぶっちゃけこの状況はさほど意外でもなかったりする。

　なぜなら僕メイドの刀剣類は、出来栄も品質もこの世界の標準に照らせば恐おそろしく高い。

　僕の想像イメージしたとおり、すなわち二一世紀の工業先進国クオリティなのだから当然なのだが。

　そのうえ、僕に限っては原価ゼロ。無から有を生みだせるのだから、儲もうからないわけがない。濡ぬれ手てに粟あわどころか濡れ手に金粉とでもいうべきか。

「なんつーか、ほかの鍛冶師や職人さんたちに申し訳なくなってくるな」

　ま、持って生まれた才能ギフトの差だし、仕方ないっちゃ仕方ないのか。

　サーセン！Ｗ　僕、こう見えても神なんでマジサーセン！ＷＷ

　はーい、神様が通りま～す！ＷＷＷ　この世界の創造主兼けん絶対神が通りま～すっ！ＷＷＷＷＷ

「ウザッ」

「うざっ」

　心の声がダダ漏もれだったようで、黒白コンビが冷たい視線を刺さしてくる。

「……すんません、自分マジ調子こいてました」

　教訓。ズルチートはせめて申し訳なさそうにやりましょう。

　なんにしても、短期間で手元には充じゆう分ぶんな額の通貨ソリダスが貯たまった。これだけあれば、しばらくは地上でも悠ゆう々ゆう自じ適てきの生活が送れるだろう。

　だが、僕の創作意欲は衰おとろえるどころかより旺おう盛せいになっていた。

「さぁてと、今日はなにを創ろうかね」

　せっかくなんでも創れるのだから、刀剣類だけでなく調理器具や農具なんかも手がけてみたいところだ。鍋やフライパンに鎌かまや熊くま手で――うん、需要ニーズは間ま違ちがいなく多そうだぞ。

　僕は金床の前に立って、今日の作業を始めようとした。

　と、その矢先だった。

「こんにちは、シン君！　なんだかすごいことになってるみたいだね」

　僕にとって特別な客、ティナことクリスティナ＝ディルアークが訪ねてきた。

「暇ひまがあったらと思って来たんだけど――そんなわけないか、忙いそがしいよね」

「ああ、悪いけどいまは――」

　ちょうど作業を始めようとしたところなんだ、と言おうとしたが、

【シン様っ！　このお馬ば鹿かっ！　万年童どう貞ていっ！】

　クロナの幽体アストラが背後から僕を小こ突づいた。

【女子がわざわざ誘さそいに来てくれたっていうのに、それを無下に追い返す法がありますかっ！】

【シンさま、くうきよめない】

　マシロもどこか呆あきれたようにつぶやく。

【そうですよ。空気読めない男はいつまでたっても空気嫁よめしか抱だけませんよっ！】

　それは困る。というか、仕事はいつでもできるという当たり前のことにいまさら気づいた。

「？　シン君？」

「いやいやいやっ！　悪くないし忙しくないぜ！」

　あわてて僕は前言を撤てつ回かいする。

「実をいうとちょうど一区切りついて暇になったところだったんだよなー。いやぁ、ティナもいいタイミングで来てくれたよ」

「ほんとにっ？　よかったぁ！　ちなみにだけど、お昼はまだ食べてないよね？」

「ああ、まだだけど」

「じゃ、ついてきて！　わたしの家族を紹しよう介かいしたいんだ！」

「か、家族って――!?」

　不覚にもドキリとしてしまう。

　家族を紹介するって、いきなりそんな、でもここで断るのもおかしいし――

　などと悶もん々もんしている僕の手をとって、ティナはなかば強制的に連行していった。
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　僕が連れていかれた先は、個人の住居にしてはかなり大きな建物だった。

　新設定発覚！　実はティナってお金持ちの家の娘むすめだった!?

　……などというわけではなく、

「……ミラージュ孤こ児じ院いん、ね」

　門の表札にはそう書かれていた。

「そう。わたしはここで育ったんだよ」

　つまりはそういうことだった。「両親」ではなく「家族」という言葉のチョイスが肝きもだった。

　つけくわえておくと、以前にティナが教えてくれた住所アドレスとも一いつ致ちする。

　すなわちこの孤児院こそが、ティナの帰るべき場所ホームなのだろう。

　以前は教会だった建物を再利用しているようだ。年季は入っているが、丁てい寧ねいに補修された箇か所しよが随ずい所しよに見受けられ、古ふる臭くささはほとんど感じない。敷しき地ちの芝しばも綺麗に刈かりこまれていた。

「……ふぅん。だけど、なんでまた僕を連れてきたんだ？」

　無む駄だに舞いあがっていた僕が、やや低いテンションで訊たずねると、

「ふふん。今日はパーティーがあるんだよ」

「へえ、なんの？」

「もちろん『シン君レムルスへようこそパーティー』だよ！」

「はい……？」

　予想外の答えに僕が呆ほうけたところで、

「ティナねーちゃぁあああああんッ！」

　敷地で遊んでいた数人の子供たちが、ティナを見つけて走りよってきた。

「やっほー、ただいま。みんな今日も元気満点だね！」

　またたく間に囲まれるティナ。

　いやはやすごい人気だ。子供たちの熱ねつ狂きようぶりたるや街の人たちの比ではない。

　ここでのティナは正真正銘の英雄ヒロインということか。

「でも、今日の主役はわたしじゃないんだ。お客さんを連れてきたの。みんなにも紹介するね」

　ティナが僕を指し示す。子供たちの視線もいっせいに僕へとむけられた。

「わたしの友達の天霧シン君。最近レムルスに越こしてきて鍛か冶じ師しを始めた人なんだよ」

「「「…………」」」

　子供たちは無言で僕を取り囲む。

　が、同じ包囲にしてもティナのそれとは明らかに性質が異なっていた。

　空気感でいえば、ヤンキー軍団に因いん縁ねんをつけられた状況にどことなく似ているような……。

「え、ええっと……よろしく？」

　僕は友好的な笑え顔がおをつくって言ってみたものの、

「なんだこいつ」

「あやしいヤツ」

「うさんくさい顔」

「ティナねえちゃんを見る眼がやらしい」

「わるい虫は駆く除じよしないと」

　ドカッ！　言葉のみならず脚あしにケリまで入れられた。

　な、なにこの子たち、怖こわいんですけどーっ!?

「こらーっ！　大事なお客さんになんてことするのっ！」

　と、みんなの頼たよれるお姉さんことティナが、救いの手を差しのべてくれた。

「だって、ティナねえちゃん――」

「だってじゃありません！　今日はシン君のためのパーティーなんだから、シン君に意地悪する子は参加させないからね！」

「「「！！！」」」

　効果は覿てき面めん、男女問わず子供たちは従順になった。

　う～む、見事な手て際ぎわだ。あつかいなれてるって感じだな。

　そんなわけで、僕ぼくは客人ゲストとして孤児院の中へと案内された。

　食堂に入る。入り口と対面の壁かべには『シン君レムルスへようこそ！＆工こう房ぼう開設おめでとう』と書かれた横断幕が張られていた。

　十中八九、あれはティナの直筆かつお手製のものだろう。

「さ、さ。シン君、座すわって座って」

　長テーブルの上座にあたる席を勧すすめられる。

　僕がそこに座るや、紙製のトンガリ帽ぼう子しと『本日の主役！』と書かれた襷たすきを装備させられた。

　このアットホーム感満載のパーティー……うん、悪くない。いや、むしろいいぞ。

　テーブルにはすでに料理がならべられている。ライ麦のパンと野菜のスープが脇わきを固め、メインの皿にはグリルしたチキンが居い座すわっている。

　また、ささやかな大きさながら苺いちごのショートケーキまで用意されていた。

「うおーっ！　肉だ、にくーっ！」

「にくー、にくーっ！」

「お肉さまのご登場だーっ！」

　この子供たち、ノリノリである。

　ぶっちゃけ僕としては――なにせ基準が二一世紀の日本なものだから、これが豪ごう華かなごちそうかと訊かれると返答に窮きゆうしてしまう。

　けど、そんなことはまったく問題にならない。

　ティナの心づかいに、僕は純粋に心を打たれていた。

　これは僕のために開かれたパーティーだ。細かいことは気にせず全力で楽しむのが礼れい儀ぎというものだろう。

「みんなに飲み物はいったかな？　それじゃ、シン君のレムルス移住にかんぱーい！」

「「「かんぱーい！」」」

　自家製のぶどうジュースにて乾かん杯ぱい。かくしてパーティーはスタートした。

「――お！　このジュース美味いな」

「シン君、料理も遠慮なく食べてね！」

　と、ティナに念ねん押おしされたので、僕は遠慮なくいただくことにした。

「うおーっ！　にくうめーっ！」

「生まれてきてよかったー！」

「あれ、あんたお肉たべないの？」

「おれ、楽しみはあとにとっておくタイプなんだ～」

　子供たちも料理に夢中で、僕への反感は地平線の彼方かなたに追いやってしまったようだ。

　愛情は最高のスパイス、なんて言葉をよく聞くけど、こういう和わ気き藹あい々あいとした賑にぎやかさも効果のほどは負けていないと思う。

　僕も童心に帰った気持ちでチキンをほおばっていると、

「おうおう、みんな楽しんでるねぇ」

　壮そう年ねんの女性が遅おくれて食堂へと入ってきた。

「あ、院長。今日は場所を貸してくれてありがとうございます」

「なぁに、可愛かわいい娘たっての願いさ。こんな場所でよけりゃいつでも使わせてやるよ」

　服装や雰囲気で目星はついていたが、このミラージュ孤児院の院長のようだった。

「で、ティナ。アレが例の異国からきた鍛冶師かい？」

　と、院長が僕へと眼をむけ、歩みよってくる。

　ここはひと言あいさつをしておくべきだろう。

「天霧シンです。えっと、今日は僕のためにありがとうございました」

「礼ならティナあのこに言いな。あたしは場所を提供しただけで一ソリダスも出してないんだからね」

　言って、院長は左手に持っていたビンから右手のグラスへと紫むらさき色いろの液体をそそぐ。

　そのままグイッとひと飲み。みんなと同じぶどうジュースのはずだが、彼女が飲むと酒にしか思えなかった。

「ぷはっ。まったく、タダ飯ほど美味うまいものはないね。ところで――」

　ぐっと顔を近づけてくる院長。威い圧あつ感かんがものすごくて僕はタジタジになる。

「噂うわさは耳にしてるよ。あんたの作った道具、いま街でものすごい人気なんだってね」

「は、はあ。まあ……」

「いいことだよ。あたしはつくづく思うんだ。男の価値ってのは極論すれば、生しよう涯がいでどれだけ金を稼かせいだかで決まるってね。もちろん阿あ漕こぎな商売じゃなしにね」

「…………」

　僕の道具製作は阿漕スレスレなので、押し黙だまるしかない。

「だから、あんたはいいよ。見込みがある。あたしは甲か斐い性しようなしの男にみすみすティナをくれてやる気はないからねぇ」

　話が妙みような方向へ転がり始め、僕が困り果てていたところ、

「もう院長ったら、変なこと言ってシン君を困らせないで」

　ティナが院長を引っ張り、席へと連れていってくれた。

「ごめんね、シン君。なんでか知らないけど、ウチの孤児院って上から下まで変わった人が多いんだ」

　出会って間もない僕のために自腹でパーティーを企き画かくするティナも、やっぱり相当な変わり者だと思うけど――

「いや、賑やかで楽しくていいと思うぜ」

　その感想は、僕の偽いつわらざる本心だった。

「ところで訊きいときたいんだけど、なんだってこの孤児院でパーティーをやろうと思いたったんだ？」

「だってほら、わたしが都合をつけられる場所ってここくらいだからさ」

　それに、とティナはつづけた。

「うれしいことはみんなでお祝いしたほうが、もっとうれしくなるじゃない」

　子供たちを眺ながめながら、笑えみをうかべて言う。

　僕はそんなティナに眼を奪うばわれつつ、「――うん、本当にそうだな」

　やはり本心から同意するのだった。

　楽しい時間は、もうしばらくつづいた。
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　それから数日後の朝のことだった。

「どうでしょう、シン様。ここは一つ、思いきってティナ嬢じようをデートに誘ってみては？」

「ぶほっ……!?」

　僕は朝食の味み噌そ汁しるを盛大に吹きだした。

　クロナは顔をしかめながら、

「なんとも古典的なリアクションですね。ちなみにそれを実写でやると単なる汚きたない絵面になるだけなのでお気をつけを」

　僕は汚よごれてしまった口元をぬぐって、

「や、藪やぶから棒ぼうになにを言いだすんだ、お前はっ！」

「人としての礼儀マナーの話です」

　すまし顔でクロナが言う。

「礼儀マナー？」

　なんの話だと訊こうとした僕に、

「シン様は先日、パーティーに招待されて心ゆくまで楽しみましたね？」

「まあ、そうだけど……」

「もてなしを受けてその後ダンマリというのは、人としての礼儀マナーを蔑ないがしろにする態度です。したがいまして、今度はシン様がティナ嬢をもてなす番というわけです」

「な、なるほど。それでデートに誘えと……」

　どうでもいいけど、普ふ段だんは僕を神あつかいしてるくせに、こういうときだけ人としての礼儀マナーとか言いだすのな。

　まあ、この件に限っては、クロナの言うことがもっともだけど。

「たしかにティナにはなにかお返しをしたいところだけど……でも、果たしてデートがそれにあたるのか？」

「と、いいますと？」

「つまり……僕なんかとデートして、ティナが本当に楽しいのかってことだよ」

　僕がつげるや、

「ハッ！　こぉれだから童貞は！」

「シンさま、おんなごころをわかってない」

　クロナばかりか、マシロにまでジト目をむけられてしまった。

「いいですかシン様。ティナ嬢は知りあってまだ日の浅いシン様をパーティーに招待したのですよ？　恋れん愛あい感情の有う無むはさておき、この時点でシン様を憎にくからず思っているのは明々白々じゃありませんか！」

「う～ん、それはそうかもだが……」

「シンさま。もしかして、断られるのがこわい？」

「ゔっ……!?」

　マシロの言葉に固まる僕。

「ああ、そういうことでしたか。万が一『は？　なんで？　あんたとアタシが一いつ緒しよに出かけるとか意味分かんないんだけど？　つかキモ、二度と話しかけないでむしろ半径一〇〇メートル以内に近付かないでヘンなバイキン感染うつりそうだから』などと拒きよ絶ぜつされた日には立ち直れないと考えているわけですね。まったくとんだ臆病チキン野や郎ろうですね！」

　大おお仰ぎようなため息をこぼして、クロナがまくし立てる。

「あー、ヤダヤダ。自分からなんら行動アクシヨンを起こさなくても、ある日奇き跡せきが起きて空から突とつ然ぜん美少女が降ふってくるとでも思ってるんですか？　言っときますがそんな妄もう想そうが許されるのはジブリアニメの中だけですよ！　パヤオよろしく一人で監かん督とく・演出・脚きやく本ほん・絵コンテ・キャラデザ・メインアニメーターを兼かねられるようになってから出なおしてこいって話ですよ！」

「無む茶ちやいうなよそんな芸当できるのは世界でも宮みや崎ざき監かん督とくただ一人だろ！　庵あん野の秀ひで明あきや細ほそ田だ守まもるですらその域には達してねえよ！　だからジブリは後こう継けい者しや問題に悩なやまされてるんじゃねえか！」

「ふたりとも、なんの話かわからない」

　と、マシロの冷静な指し摘てきで僕は我に返った。

「っ……。解わかったよ、ティナをデートに誘えばいいんだな」

　臆病チキン野郎とまで言われて、引き下がるわけにはいかない。

　それに僕の気持ちとしても、したいのかしたくないのかでいえば、断然「したい」だ。

　一日中とはいわず、半日でもティナと一緒にすごせたなら、素す晴ばらしく楽しい思い出になるはずだ。

　いいとも、やってやる！　デートとはいっても、要は「一緒に遊びにいく」というだけのこと。「この前のパーティーのお返しに」とでもいえば大義名分もたつ。なにもおかしくはない、いたって自然に切り出せるはずだ！

「その言葉を待っていました。つきましてはこの不ふ肖しようクロナ、シン様のために完かん璧ぺきなデートプランを設定しております」

「え～？　お前のプランって、ぶっちゃけ不安しか感じないんだが」

　予定表の一行目に「酒に酔よわせてホテルに連れこめ！」とか書かれてる気がしてならない。

「ほお？　わたしの助力はいらないとおっしゃいますか？　デート慣れもしていなければエタンダールの街にも精通していないシン様が、独力でティナ嬢を満足させうるプランを立案できると確信しているわけですね。それは素晴らしい、さすがは全ぜん智ち全能の絶対神であらせられるシン様です。ここは一つ後学のために、わたしにプランの詳しよう細さいをお聞かせ願えますか」

「……ごめんなさい。僕が間違ってました。どうか僕にデートプランを授さずけてください」

　僕は華麗な土下座を決めていた。

「最初からそう言えばよいのです」

　クロナが鼻を鳴らす。

　溺おぼれる者は藁わらをも掴つかむ。不安だろうがなんだろうが、いまの僕が頼れるのはクロナだけだった。

「シンさま、だいじょうぶ」

　と、激げき励れいのつもりかマシロが僕に声をかける。

「しっぱいしても、シロがぜんぶぶち壊してなかったことにする」

「いやそれ逆にプレッシャーだからッ！」

　デートが失敗したから世界を滅ほろぼしてやり直しリセツトって、巻きこまれるほうはたまったもんじゃないぞ。
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「え？　わたしと一緒に遊びに？　いいよ、それじゃ次の休みの日にねっ」

　後日、死し刑けい台だいに登るような心地ここちでティナを誘った僕に対し、返ってきた言葉がこれだった。

　……なんというか、こうもアッサリといくものなのか。

　ひとりで緊きん張ちようしていたのが馬鹿みたいな呆あつ気けなさだった。

　そして、デート（僕ぼく視点）の当日。

　待ち合わせ場所の広場に、約束どおりティナはやってきた。

「あれ、シン君ってばもう来てたんだ。もしかして待たせちゃった？」

「あ、うん、少しだけ待ったかな」

　嘘うそはついていない。僕にとって三〇分ていどは「少しだけ」の範はん疇ちゆうというだけのことだ。

　さり気なさを装よそおって、横目でティナをうかがう。

　今日はオフの日なので、当然ながら私服姿だ。

　身につけているのは、カートルと呼ばれる丈たけの長い筒つつ型がた衣類。現代風にいうならロングのワンピースによく似た服だ。

　マント、ブリガンダイン、ガントレット、レッグガードといった、騎き士しの身分を明示するものはすべて取り外している。

　典型的な町まち娘むすめの格好だが――なにぶんティナは素材が特上だ。

　僕の知っているイメージに当てはめるなら「城を抜ぬけだしたお姫ひめ様さまのお忍しのびスタイル」というのが一番しっくりくる。

「それで、今日はどこに行く予定なの？」

「ん、ああ。いちおう僕のほうでプランを立ててきたんだ」

　知ってのとおり、正確には「僕の」じゃないけど。

　意外なことに、クロナのデートプランはいたってオーソドックスだった。

　べつの言い方をすれば、まったくもってベタだった。

　現代日本における典型的な初デートコース。すなわち、観劇→食事→買い物という流れだ。

　それだけならいかなボンクラの僕でも思いつくことだが、クロナのプランが優すぐれているのは「どこそこの劇場に行け」「昼食は○○というレストランで」と具体的な目的地まで指定してある点だ。

　ありがたく使わせてもらうことにする。

　まずは観劇。現代日本であれば映画ということになるだろうが、レムルスにはいまのところ無声映画すら存在しない。よって自動的に演劇鑑かん賞しようと相成った。

　そんなわけで、僕とティナはクロナが指定した劇場へと足を運んだ。

　ところでその道中、予定外のちょっとした事件イベントに遭そう遇ぐうした。

「「あ」」

　バッタリ鉢はち合あわせしたとたん、僕らと彼かれらは同時に声をあげた。

　ティナのみならず、僕も見知っている相手。誰だれあろう、従騎士エスクワイア・シルヴェストル卿きようとチンピラ風小騎士ペイジの集団グループだった。

　そう、いつぞや僕がフルボッコにしてやった連中である。

「これはシルヴェストル卿。本日は遊ゆう行こうでありますか」

　立ちどまって敬礼を送るティナ。

「……ん。妙なところで巡めぐりあったものだな、ディルアーク」

　しかしシルヴェストルはばつの悪そうな顔で返礼し、眼めすらあわせずにつげた。

　以前は虎とらの威いを借る狐きつね状態だった小騎士ペイジズにいたっては、シルヴェストルの背中に隠かくれるようにして誰もひと言も発しない。

　いうまでもなく、僕にビビっているというわけだった。

　当然ティナが因縁をつけられるようなこともなく、彼らは足早に去っていく。

「どうしたんだろう、あの人たち」

　気配が完全に消えたところで、ティナがぽつりと言った。

「なんだか急に、わたしになにも言ってこなくなったんだよね。いいことなんだけど、突然すぎてちょっと気味が悪いかも。なにかあったのかな？」

　小首を傾かしげるティナに、

「さあ？　なにかあったんじゃないか、きっと」

　すっとぼけた態度で言う僕。

　あしながおじさんの正体をここで明かすわけにはいかない。

　しかし、それにしたって痛快爽そう快かいな気分だぜ！
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　劇場に到とう着ちやくする。

　チケットは事前に購こう入にゆう済みなので席の心配はない。僕とティナは隣となりあって着席した。

「わたし、演劇なんて滅めつ多たに観みないから楽しみっ！　シン君はよく観にくるの？」

「いや、実は僕もほとんど観たことがないんだ」

　現代日本にいたころは、演劇というものにはとんと縁えんがなかった。学校の行事で一回観に行ったくらいか。もちろん内容なんてほとんど憶おぼえていない。

　だけど、今日は違う気がする。演劇の内容がどうあれ、僕にとっては忘れがたい思い出になるはずだ。

　なんてったって初デートの記念なわけだしな！

　僕のウキウキ浮かれ気分が最高潮に達したころ、待ち構えていたように演劇が始まった。

　始まった、のだが……。

　え？　ええ？　えええっ!?

　なにこれ？　なんだこれ？　なんなんだこれっ!?

　開演早々、僕の脳のう髄ずいは疑ぎ問もん符ふと感かん嘆たん符ふの洪こう水ずいで埋めつくされた。

　難解だとか支し離り滅めつ裂れつだとか、そんなチャチなもんじゃあ断じてない。

　喩たとえるなら、世界ザ・ワールドとバイツァ・ダストとキング・クリムゾンとメイド・イン・ヘブンとＤ４Ｃをまとめて喰くらったかのような心地だ。

　あらゆるシーンやすべての台詞せりふが、止まって、巻まき戻もどされて、ぶっ飛んで、加速して、平行している。

　なにを言ってるのかわからねーと思うが、僕もなにを言ってるのかわからない。

　理解不能なのだから、むろんのこと面白おもしろくはない。

　面白くはないのだが、無条件に観客の眼を釘くぎ付づけにする異様な迫はく力りよくがあるのだからタチが悪い。おかげで、つまらない映画お約束の「途と中ちゆうで寝ねる」という緊きん急きゆう退たい避ひ行動も封ふうじられてしまった。

　そんなわけでたっぷり二時間、僕はスタンド攻こう撃げきのような演劇を見つづけるはめになった。

　……やっとのことで劇場から解放され、外に出る。

「な、なんだか、すごいお話だったね……」

　ティナの第一声がそれだった。さすがの彼かの女じよも笑顔が引きつっている。

　となると、感想はおおむね僕と一緒だったのだろう。

「……なんつーか、ごめん。あんな演劇だとは思わなくてさ」

　あの作者は疑いの余地なく天才、でなければ基地の中に入れない類たぐいの人だ。どちらにせよ僕ら常人の感性がおよばない次元にある。

「シ、シン君が謝るようなことじゃないよ！　たぶん……」

　つぶやいて、眼線をそらすティナ。

　ああああっ！　気まずい空気になってしまった！

「き、気を取り直して次に行こうぜ、次っ！」

　空元気を出して声を張りあげる僕。

「ちょうど昼時だしランチにしようぜ。今日行く店はもう決めてあるんだ」

　名誉挽回すべく、僕はプランどおりのレストランまでティナを案内した。

　したの、だが……。

「な、なん……だと!?　本日は臨時休業とさせていただきますゥ……!?」

　無情にも店のドアは固く閉ざされ、無む慈じ悲ひな張り紙が僕に現実をつげていた。

「ざ、残念だったね。でも、こういうこともあるよ、きっと……」

　ティナのフォローが耳と胸に痛い。

　……マズい。非常にマズい。ディ・モールトものすげーマズい。

　この失態二連発で僕の株は爆下がり、いつぞやの上シヤン海ハイ株式市場みたいなことになってるんじゃ？

　ば、挽回しなければっ！

「よ、よしっ！　べつの店を探しがてら、先に商店街のほうを見て回ろうか！」

　二度目の空元気を絞りだした僕だったが、ティナは動きだそうとしなかった。

　不安げな視線を僕へとむけて、

「ねえ、シン君。いちおう訊いておきたいんだけど……どこの商店街に行く予定なの？」

「え？　ああ、それならリュインヌ通りってところだけど――」

　言った瞬しゆん間かん、ティナの瞳に「あちゃー」というニュアンスがうかんだ。

「えーと、ね。シン君、すごく言いにくいんだけど……。その商店街、一年くらい前から営業してるお店ないんだよね」

「……は？　え、その、マジで？」

「うん、マジで」

「…………」

　僕は絶句するしかなかった。

　……つか、クロナのプラン、全然使えねえじゃねえかッ！

　わざとなのか単なる下調べリサーチ不足なのかは知らないが、もう二度とあいつには頼るまいと僕は誓った。

　しかし、いま重要なのはこの状じよう況きようを少しでも挽回することだ。このままだと僕の株価がストップ安でリーマン・ショック級の破は綻たんにつながりかねない。

　だけど、どうすれば……！

「もし、よかったらなんだけど」

　と、ティナが下から僕の顔を覗きこみながら言った。

「わたしのほうでちょっと行きたいところがあるんだ。――シン君も一緒にどうかな？」

　嗚呼ああ……女め神がみや、ここにホンマもんの女神がおるでぇ……！

　とまあ、思わずエセ関西弁でモノローグしてしまうほど僕は感激していた。

　そんなわけで、ここからはティナが先導リードする形になった。

　途中でティナ行きつけのパン屋に寄り、昼食用にサンドイッチとお茶を購入する。そうしてむかった先は――

「おおっ！　ここからだとエタンダールの街がよく見えるんだな！」

　エタンダール郊こう外がいにあるミュスクルの丘おかと呼ばれる場所だった。

「お腹なかも空いたし、まずは座って食べよ」

　僕はうなずき、ティナと並んで草の上に腰こしをおろした。

　小高い丘の上からはエタンダールの街が一望できる。街を縦断するサントル川に、中心部に建つ大聖堂。民家の並びも整然としていて美しかった。

　と、ふいにべつのモノが僕の視界に入った。

「つか、あっちの丘のほうが街から近くて標高も高いのに、なんでこっちの丘にしたんだ？」

「あ、それは簡単。あっちの丘――クラーヌの丘はレムルス教府のさだめた『聖地』だから、滅多なとき以外は立ち入り禁止なんだよ」

「聖地？」

「そう。伝説によると、あのクラーヌの丘で『聖者の生ける屍しかばね』は発見されたんだって」

「へえ、それでか」

　会話もそこそこに、僕たちは食事にとりかかる。

　快晴の空の下、見晴らしの良い場所で食べるサンドイッチは格別だった。

　僕とティナのあいだにゆったりとした時間が流れる。先の気まずさは嘘のように雲うん散さん霧む消しようしていた。

「――シン君は、レムルスを気に入ってくれた？」

　唐とう突とつにティナが口を開いた。

「どうだろうな。好きか嫌きらいかでいえば――日に日に好きになってきてるってところかな。欲をいえば、街にもう少し活気があってほしいところだけど」

　正直に思ったままをつげる。

　ティナは一いつ瞬しゆんだけ微び笑しようすると、いつになく真しん剣けんな顔でエタンダールの街を見おろした。

「わたしはレムルスが好きだし、エタンダールの街も好き。この国と、この街と、ここにいるみんなを守るためなら、命がけで戦う覚かく悟ごはできてる。でも――」

　わずかに言葉をよどませるも、ティナはつづけて言った。

「わたしはレムルスが、もっと自由で平等な国になってほしい。いまとは違う、みんなが未来に希望をいだける国に生まれ変わってほしいって思うんだ」

「ちょ、ティナ、それって――」

　ミュスクルの丘には僕ら二人しかいないはずだが、反射的に周囲を確かく認にんしてしまう。

「うん。わたしは、いまの教府のやり方は間ま違ちがってると思う」

　そしてついに、公然と現体制を批判する言葉が飛びだした。

　れっきとした騎士であり「体制側」に属するティナが口にした意味は重い。もし聞き咎とがめられでもしたら、叛はん逆ぎやく者しやと認にん定ていされても文句はいえない発言だ。

　それでもティナは言葉をつづける。

「レムルスが衰すい退たいした原因は、教府の腐敗ももちろんあるけど、エタンダール一極集中の体制にも問題があるはずだよ。いまのレムルスは心臓にだけ血液が集中して、身体からだのほかの部分がやせ細ってる状態だから。

　もともとレムルスは、いくつかの小国が一つに集まってできた国なの。だから各都市に高度な自治権を認めて、互たがいに競いあうような形にしたほうが成長を促せる。だけどレムルス全体が危機に瀕したときは一致団結して立ち向かう――」

「それが、ティナの理想とする国の形？」

「うん。『自由都市』構想っていうんだ。もっとも、いまのはぜんぶ院長からの受け売りなんだけどね」

　ようやく表情をゆるめて、タネ明かしをするティナ。

　なんでもミラージュ孤児院の院長はその昔教府の幹部だったのだが、あまりの腐敗ぶりにブチ切れて絶縁したらしい。

　なんというか、人は見かけによらない。

「だけど、驚おどろいたな」

「わたしがこんな考えを持っていることが？」

「いや、それもあるけど――そんな考えを僕に開かい陳ちんしたことが、だよ」

　おいそれと人に話せる内容ではない。下手すりゃその場で叛逆者あつかいだ。

　それなのに、ティナは僕に話した。「誰にも言わないでね」なんて念押しをすることもなくだ。

　信用してくれるのは純じゆん粋すいにうれしい。けど、その理由が解らないのはそこはかとなく不安だ。

「うーん、どうしてだろ？」

　ティナはとぼけた口調で言った。

「わたしも院長以外の人にこの話をしたのははじめて。だけど、シン君になら話してもいいって――ううん、シン君にだけは話したいって思ったんだ」

　と、困ったような笑みをつくる。

「ヘンだよね。誰かに話したって、どうにかなることじゃないのに」

「――そうかな」

　真ま面じ目めな声で僕は言った。

「ティナには天性の人望と騎士としての才能があるんだ。本気で行動すれば『理想』を『現実』に変えていくことも決して不可能じゃないと思うぜ」

　しかし、ティナは横に首を振ふる。

「残念だけど、無理だよ。レムルスは帝てい国こくと違って選挙も議会もないから、現状を変えるには力を使うしかない。だけどそんなことをしたら内戦になって、無関係の人たちまで巻きこむことになる。……わたしの理想のために罪のない人を犠牲にするなんて、できないよ」

「それは……。悪い、無責任なこと言っちまったな」

「いいの、聞いてもらえただけでもうれしかった。シン君に話せてよかったよ」

　この話はここで終わり、というふうに息をついて、

「ところでシン君、喉のど渇かない？　もう一杯お茶をどうかな」

「そうだな、もらうよ」

　ティナがそそいでくれたお茶に口をつける。

　――こんな短時間で味が変わるわけはないのに、どうしてかさっきより苦いような気がした。




　　　　　◆◇◆◇◆◇




　後日。

　レムルスの工房にて、僕はひとり考えこんでいた。
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「どういたしました、シン様？　キュアトゥインクルこと天あまノ川がわきららちゃんのヘソ出だし夏私服にグッときたはいいものの季節が過ぎて冬私服に戻ったとたん急に視聴意欲が失うせてしまった大きなお友達のような顔をなされて？」

「どんな顔それッ!?　どんな顔なのか懇切丁てい寧ねいに説明してもらえるッ!?」

　ひとまずツッコミを入れて、僕はふたたび考えごとに戻った。

「――なあ、クロナ。真面目な相談をしていいか」

「もちろんですとも。わたしはいつだって真面目ですから」

「……死ぬほどツッコみたいところだが、今日はあえて我慢するぞ」

　タングステンカーバイド並みに強固な自制心を働かせて、僕はつづけた。

「まずは再確認したい。神であるところの僕は、この世界でなにをしたっていいんだよな？」

「左様でございます。核心分岐点ジヤンクシヨンコアのヴィジョンが訪おとずれるまでは、絶対神にして創造主たるシン様の御ご意い志しを縛るものは絶無です」

「そうだよな。だったらさ――」

　クロナのお墨付きを得たところで、思いきって僕ぼくは言った。

「神の力を使って、レムルスが滅びるのを回避できないか？」

　レムルス教主領は、そう遠くない未来に滅ぶ。正確には、隣国のゴルディオン＝コンスタンス帝国に攻めこまれ、滅ぼされる。

　戦争によって一つの国が滅ぶさまを見たいかといえば、当然そんなわけはない。

　ましてやいまは、ティナやミラージュ孤こ児じ院いんのことを知ってしまっている。

　見過ごせない。どうにかしたい。助けたい。

　僕の中ではそんな思いが日に日に強くなっていた。

「――なるほど。シン様はそのようなことをお考えでしたか。お答えしますと、もちろん可能です。造作もないことです」

　クロナは答えた。が、言葉とは裏腹に、そこに肯こう定ていのニュアンスはほとんど含ふくまれていなかった。

「ですがシン様、御決断は熟慮の上になされたほうがよろしいとクロナは諫かん言げんいたしますよ。大事ですし、なによりいまのシン様は誤解なされているようですので」

「誤解？」

「ええ。よろしいですか、シン様。まず、国が滅ぶということは、国民が一人残らず根絶やしにされることを意味しません」

「いやでも、人がたくさん死ぬことに違いはないだろ？」

「そこが誤解なのです。『プルガトリオ』における国家間の戦争は、互いの主戦力レギオンどうしの決戦という形をとります。したがいまして、民間人が徴用されることもなければ、攻こう撃げき対象とされることもありません。主戦力レギオンの戦いに決着がついた時点で、戦争はすべからく終結となるのです。事実『プルガトリオ』で起きた過去の戦争を紐解いても、民間人に多大な犠牲がでた事例ケースは皆かい無むです」

　そのあたりが地球における戦争と決定的に異なる点、というのがクロナの言だった。

「次に、戦争終結後のお話です。敗北したレムルスは帝国の支配下におかれ、帝国の領土に組みこまれます。さて、レムルスの住民にとって、果たしてこれは不幸な事態でしょうか？」

　質問の形式こそとっているが、これはあくまでも前置きでしかない。

　僕の返答を待たずにクロナは言った。

「答えは否ノー、というのがわたしの見立てです。帝国は覇は権けん主義的な気質こそありますが、その内実は極きわめて理知的かつ合理的な国です。また元来が多民族国家ですので、人種や民族にとらわれない能力主義が徹てつ底ていしています。現在のレムルスで不当に低いあつかいを受けている者――それこそティナ嬢などはその恩おん恵けいにあずかれることでしょう。彼女が理想とする自由都市構想でしたっけ？　あれだって帝国の庇ひ護ご下かであれば実現できるかもしれませんよ」

　そうして、クロナは結論を口にする。

「はっきり言ってしまいましょう。腐敗しきったレムルス教府と騎士団に国をまかせておくくらいなら、帝国の支配を受けたほうが大多数の国民は幸せになる、というのがわたしの見立てです」

　いまレムルスに住む人々は、果たして幸福度が高いといえるのか？

　活気の消えた大通り。実力もないくせに威張るチンピラ騎士たち。国の根幹である聖せい血けつ晶しようを売って私腹を肥やす上層部。滅多に肉も食べられない孤児院の子供たち。

　僕が直接眼にしたものだけを切りとっても、ネガティブ要素には事欠かない。

　それでもやる気なのかと、クロナが眼線で問いかけてくる。

「なんつーか……僕は考えが浅かったな」

「つけくわえておきますと、国家間の戦争を回避させるような大規模干かん渉しようは、世界の歪みデイバインワームを生じさせる可能性が極めて甚じん大だいです。そしてその先に待っているのは――」

「……全消去と再構築オールリセツト、か」

　それだけは御免被こうむりたいところだった。

「干渉するにしても、シン様ご贔屓ひいきのティナ嬢とミラージュ孤児院に危害がおよばぬよう保護するていどに留とどめておいたほうがよろしいかと」

「たしかに、僕の感情的にはそれで納なつ得とくできるな……」

　もう少し欲張って、レムルスで仲良くなった人全般を保護の対象としてもいい。

　なんならいまのうちにリスト化しておくのも手だろう。

　確実に助かる者の名前だけが書かれた、いわば逆デスノート。

　我ながら傲慢な考えだとは思うけど、神なんだから少々の傲慢くらい許されるはずだ。そのあたりは夜や神がみ月ライトを見習うべきかもな。

「シン様。月君の〇・〇〇〇〇〇〇〇〇一以下の知能指数と顔面偏差値の分際でそのような発言はご遠えん慮りよ願えますか。不愉快極まりないです」

「たしかにちょっと調子に乗ったけどそこまで言わなくてもよくない!?」

　せめてゼロを半分くらいにしていただけないだろうか。

　と――

「おや？　来客のようですよ、シン様」

　言って、クロナの幽体アストラは気配を消した。

　工こう房ぼうの扉とびらをノックする音。僕が対応に出て行くと、

「鍛か冶じ師しの天霧シン。君がその人物で間違いないか？」

　来訪者は、中年のひょろりと背が高い男だった。

「そうだけど、あんたは？」

「私は教府の使いの者だ」

　はっきりと誇らしげに言う。

　教府の使いの者。すなわち現代日本における役人、ないしは国家公務員と理解しておけばいい。

　騎士を武官とするなら、事務担当の文官といったところか。

　まあ、身なりの良さから見当はついたし、最初の居丈高な態度で確信はあったのだが。

「で？　お偉いさんのお使いが僕になんの用なんだ？」

「喜ぶといい。さる高名な騎士が、君に仕事を頼んでもよいとお考えだ。さらに公デユツクは会談の席まで設けられた。ついて来たまえ」

　僕の都合はおかまいなし。断られるとは夢にも思っていない口ぶりだ。

　いっそ話を蹴って、こいつも物理的に蹴りだしてやりたくなったが――僕は思いとどまった。

　理由は、単純に興味を惹かれたからだ。

　まさか公デユツクとはね。その称号を名乗ることが許されるのは、たしか聖騎士シヴアレースのみだったはずだ。

　レムルスに一人しかいない、騎士たちの頂点たる存在。

　そんな人物が僕を直々にご指名というのだから、断るのはあまりにもったいない。

　ここはひとつ、そのご尊顔を拝んできてやるとしよう。




　　　　　◆◇◆◇◆◇




『血界大聖堂カテドラルージユ』は聖都エタンダールの中心に建っている――という表現は、厳密にいうと順序があべこべだ。

　最初に『血界大聖堂カテドラルージユ』が建てられ、その周囲に街ができていったというのが歴史的経けい緯いである。

「光栄に思うことだ。君のような者を聖堂内に立ち入らせるのは、特例中の特例なのだからな」

「……ま、この前最深部にお邪じや魔まさせてもらったけどね」

　ボソリとつぶやく僕。

「なにか言われたか？」

「いやなにも」

　使いの男は深く追つい及きゆうしてこない。

　ま、聞き流してくれたほうがお互いのためだよな。

　もちろん、今回は地下の『血の湖』に案内されるようなことはない。

　僕が通されたのは、聖堂内に設けられた執務室だった。

　ひと目で金をかけていることがわかる内装に調度品。衰退著しいレムルスにあって、この室内だけは別世界のようだった。

「やあ、君が噂うわさの鍛冶師だね」

　執務室の主あるじが僕に声をかける。

　これが僕を招いた公デユツク――レムルス騎士団の頂点に立つ男というわけか。

「当代の聖騎士シヴアレースを務めるミハエル＝フォン＝シュヴァンデンだ」

「はあ、ども。天霧シンっす」

　僕の適当な挨あい拶さつに、案内役の男は露骨に眉まゆをひそめて、

「君、それが公デユツクに対する口の利き方かね？」

「そう咎めだてなくていい。聞けば彼は異国から移住してきた人間、レムルスの作法にはまだ慣れていないのだろう。ああ、君はもう下がっていい。ご苦労だった」

　使いの男が退室し、僕とミハエルの一対一になる。

「さて、天霧君、だったかな？　突然呼びだされて驚いたかと思う。ああ、私の前では楽にしてくれていい。まずは座すわってくれたまえ」

　一いつ般ぱん的てきなレムルス人なら気き後おくれする場面だろうが、僕に限ってそれはない。

　ミハエルの対面のソファに堂々と腰を落ちつかせた。

　そうして、あらためて聖騎士シヴアレースを観察する。

　ミハエル＝フォン＝シュヴァンデン。目鼻立ちのととのった好青年だ。

　年ねん齢れいは二十歳はたちを少し過ぎたあたりか。燃えるような赤毛を肩かたのあたりまで伸のばしている。

　服装はほかの騎士たち同様、軽鎧ライトアーマーに赤系のマント。ただし軽鎧ライトアーマーは華美な装そう飾しよくがほどこされ、マントは眼にも鮮やかな深紅クリムゾンだった。

　いかにも貴族の御曹司といった人物像。生まれてこの方、一度たりとも苦労をしたことがないのではないかと思わせる。

　仮に現代日本の高校生時代に対面していたなら、鼻持ちならない印象をいだいただろうけど、いまの僕はとてつもなく心が広い。
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　なんてったって神だからな、うん。

「で？　僕に仕事を頼みたいって話だよな？」

　うるさい奴がいなくなったので、遠慮なくタメ口をきく。

　ミハエルは前言どおり、僕の言葉づかいには注意をはらわず、

「ああ、君が手がけた道具類の評判を耳にして、うちの屋敷の者たちにもぜひ使わせたいと思ってね」

「ご指名はありがたいけど、いますぐってのは無理な注文だぜ？」

　相手がお偉いさんだからといって、多数の先客をないがしろにする。そんな権力に阿おもねるような真似まねはしたくなかった。

「構わない、君の都合にまかせよう。注文書はあとで屋敷の者に届けさせる」

　金銭をふくめた詳細な交こう渉しようは、そこでしろということか。

　まあ、この内容なら僕の側に断る動機はなかった。

　それにしても、僕をわざわざ呼びつけたにしては、ずいぶん簡単に話が終わったものだ。

　……ん？　待てよ、もしかして。

「ところで――公デユツク。前置きもすんだことだし、そろそろ本題に入らないか」

「ほう、君も察していたか」

　ニヤリとするミハエル。僕の読みは当たっていたということだ。

　鍛冶師の本分とはなにか？　それは日用品を作って日ひ銭ぜにを稼ぐことにあらず。

　騎き士し剣けんを造ることにほかならない。

　おさらいになるが、騎士剣の出来不出来は騎士の戦せん闘とう力りよくに直結する。ゆえに騎士たちは、よりすぐれた鍛冶師をつねに求めている。

　そちらの仕事の依い頼らいであれば、なるほど、聖騎士シヴアレース様じきじきに話を持ちかけるのもまったく不自然ではない。

「まずは君の実力のほどを自分の眼でたしかめたい。今日すぐにというわけにはいかないだろうが、次の機会にはぜひとも作品を――」

「いいや、いますぐでも大だい丈じよう夫ぶだぜ」

　言って、僕は自分用に創つくった太刀たちを具現化させた。

「おお、これは……！」

　ミハエルは興奮の態ていで席を立った。

「見せてもらっていいだろうか？」

「どうぞ」

　僕は気前よく太刀を手て渡わたした。

　もっとも、これは単なるサービスじゃない。

「片かた刃はで細身の刀身とはめずらしい。これは君の故郷の様式かい？」

「ま、そんなところだ」

　夢中になって太刀を観察するミハエルを、ひそかに僕は観察する。

　あえて太刀を持たせたのは、彼の剣気オーラをテストするためだ。

　なにせ、分不相応な立場にいたインテリヤクザの従騎士エスクワイアと三下チンピラの小騎士ペイジという悪あしき前例がある。

　果たして聖騎士シヴアレースはその地位と称号にふさわしい実力者なのかと、僕は疑いを持ったわけだが――

（へえ、こいつは）

　僕は心の中で平ひら謝あやまりする。

　ひと目で解わかった。剣気オーラの質が、量が、密度が、まったく違う。

　たとえば小騎士ペイジが一〇〇〇人でかかってきたとしても、彼なら軽くひと捻ひねりだろう。

　レムルス最高戦力の称号は伊達だてではない。さすがに聖騎士シヴアレースともなれば、コネと家いえ柄がらだけでどうにかできる世界ではないということか。

「――ふむ。見た目の美しさだけでなく、騎士剣としての性能も素す晴ばらしいようだ……！」

　聖騎士シヴアレース・ミハエル＝フォン＝シュヴァンデン。

　いいとこのお坊ちゃんには違いないだろうが――僕はまったく悪印象をいだかなかった。

「決めたぞ。騎士として正式に依頼しよう。私の新たな騎士剣の製造、是ぜ非ひとも君にまかせたい」

　思いがけず舞まいこんだ大きな仕事。僕は依頼を快かい諾だくすることにした。

　公然と騎士剣を創れる機会チヤンスがこうも早く巡めぐってくるなんてな。

　古臭い言い回しだけど――腕うでが鳴るってやつだぜ。
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「では、良い仕事を期待している」

　対談を終え、ミハエルの執務室を辞した。

　あとは帰るだけなのだが、行きとは違って帰りは案内役がつかないようだった。

　――ところで、世の中には暗黙の了解というものがある。

　この場におけるそれは「聖堂内を自由に見学して良し」だと僕は受けとった。

　ま、誰かに見咎められたら、ミハエルの名前を出せば大丈夫だろ、きっと。

　というわけで、僕は聖堂内の探険を開始した。

　え、目的はなんだって？　ＲＰＧとかでもこういう重要施し設せつをくまなく探たん索さくするのは基本じゃん。

「しっかし、なんつーか、やけに静かだな……」

　建物の大きさに比して、廊下を行き交う人の数は極きよく端たんに少ない。

　ミハエルがそうだったように、誰も彼かれも室内にこもっているのだろう。そこで仕事をしているのか、サボっているのか、はたまた遊んでいるのかは、僕の知ったところではないが。

　もちろん、歩いているとすれ違う人間はポツポツといる。さらに僕の存在を認めると不審な眼めをむけてくるが、誰すい何かの声をあげる者は皆無だった。

　国家の最重要施設がこんなガバガバなセキュリティで大丈夫なのかと、他人ひと事ごとながら不安になる僕だったが――

　事実、大だい丈じよう夫ぶではなかった。

　特に見るものもないしぶっちゃけ飽きたので、そろそろ帰ろうかと思っていたときだった。

　前方から二人組の文官が近づいてくる。これまですれ違った相手とは違い、仕事に追われるような足早な歩調が眼を惹いた。

　中にはこんな人もいるんだなと、僕は少なからず安あん堵どしたが――

　ちょうどすれ違ったところで、違和感に気づいた。

「なあ、ちょっと待ってくれ」

　とっさに呼びとめ、振り返かえる。

「……なにか？」

　相手の二人も足をとめ、僕へと首を振りむけた。

　その瞳にうかぶのは明白な不審の念。

　この場において怪あやしいのはどちらかと訊きかれたら、おそらく誰だれもが僕のほうと答えるだろう。

　だがあいにくと、僕の眼は特別製。すべてを見通す神の全能の眼プロヴイデンスだ。

　本来は見えないものが――見えてはいけないものが、見えてしまう。

「あんたら、文官だっていうのに身体にまとってるその妙みような力はなんだ？　それ、剣気オーラとは違うよな？」

「「ッッ!?」」

　返ってきたのは愕がく然ぜんたる反応。秘密を看破された者の顔だった。

「シンさま。あれは念動力ウイル」

　と、マシロの幽体アストラが出現し、彼らを指さして言った。

「ですね。となると彼らの素す性じようは、帝国の念動兵士ウイルウイスパーで間違いありません」

　つづけてクロナの幽体アストラが言う。

「て、帝国の兵士だって!?」

　反射的に肉声を発してしまう。

　ちょっと待ってくれ。再確認するけど、この『血界大聖堂カテドラルージユ』はレムルスの心臓部ともいえる最重要施設だ。

　その内部を仮想敵国の主戦力レギオンが堂々と闊かつ歩ぽしてるだなんて、これは一体どういう――

「どうもこうも、間諜スパイに決まってるじゃありませんか」

　クロナが呆あきれた声で言った。

　いっぽう、当のスパイたちはというと、

「き、貴様、なぜ我らの正体がわかった!?」などというマヌケな台詞せりふは口にしない。

　驚きよう愕がくから復帰するや、彼らの行動は迅速だった。

　もっとも確実な口封じ。それは死人に口なしを実行することだ。

　どこからともなく銃のような武器を取りだし、迷うことなく僕へとむけてくる。

　なるほど、００７ボンドよろしく彼らも殺人許可証マーダーライセンスを保持しているということか。

　……いや、冗じよう談だんはさておき、こうなっては僕も対応しなければならなかった。

　剣技アーツで反はん撃げきするのもいいが――思いがけず他国の主戦力レギオンに遭そう遇ぐうしたのだ、ここは彼らの流りゆう儀ぎにあわせてみるとしよう。

　万有神力アルフアオメガを発動。能力解析アナライズを実行する。

　一瞬で完了。僕は念動力ウイルのなんたるかを理解マスターしていた。

　――念動力ウイルとは読んで字のごとく、意思によって物体を操作する力だ。

　帝国においては、念動力ウイルに反応する特とく殊しゆな鉱物群『感応石』が出土する。

　スパイたちが僕へむけたのは、この双方を組みあわせた念動兵装ウイルアームズの一種だった。

　シュパッ！　二丁の念動兵装ウイルアームズの銃口から、ライフル弾のごとき細長い射出体が撃ちだされた。

　持ち手の念動力ウイルを推進力としているため、発砲音も発火炎マズルフラツシユもない。が、その威い力りよくは火薬式の拳けん銃じゆう弾だんの比ではない。人体に直ちよく撃げきしようものなら、たやすく貫通して大穴が空く。

　しかし、当たらなければどうということはない。赤い人に倣ならって通常の三倍の速度で動く必要もない。

　すでに念動力ウイルの解析は完了している。よって、原理再現エミユレートすればすむだけのことだった。

　ピタッ……！　僕の眼前で二つの射出体は静止した。

　念動力ウイルによって動かされたものは、より強い念動力ウイルによって止めることができる。しごく単純な理り屈くつだった。

「シンさま、ぐっじょぶ」

「万有神力アルフアオメガをだいぶ使いこなせるようになってきましたね」

　両天使からもお褒ほめの言葉をいただいた。

「「ンなッ――!?」」

　必殺の一射を止められたスパイたちだったが、彼らの行動にはやはり迷いがない。

　シュパパパッ、と今度は連射してくる。

　が、結果は変わらない。射出体が僕の身体に到達することはなかった。

　やがて彼らの念動兵装ウイルアームズは弾切れになる。

「ば、馬ば鹿かなッ……！」

「な、なぜ念動力ウイルを……貴様はいったい何者だッ!?」

「僕か？　僕は単なる通りすがりの『神』ってところだ」

　これ決め台詞にしようかな、などと思いつつ――

　パチン、と僕は指を鳴らした。

　反撃の合図。直後、僕の前で静止していた二〇もの射出体が水平方向にクルッと反転する。

　全弾、目標にロックオン。

「行けっ！」

　念動力ウイルを介して攻こう撃げき命令を発する。

　シュパパッ！　全弾が相手めがけて撃ち返された！

　ただし、一発も直撃はさせない。あえて全弾かすらせるという、文字どおりの神かみ業わざを僕はやってのけた。

「「がッ――!?」」

　帝国の念動兵士ウイルウイスパーはレムルスの騎士とは異なり、生身の肉体を強化する能力はない。

　したがって、かすっただけでもダメージは充じゆう分ぶん。痛みのショックで気を失い、二人のスパイは力なく倒たおれ伏した。

　戦せん闘とうじたいは呆あつ気けなく終しゆう了りよう。とはいえ勝利の余よ韻いんにはひたれない。

「……どういうことだよ？　なんで帝国のスパイがこんなところに？」

「こんなところだからこそ、スパイが潜入する価値があるのだと思いますけど」

　クロナがもっともなことを言う。

「ほかにもたくさんいる」

　空間統御スペテイム・ドミナの力で聖堂内をくまなくサーチしたのだろう、マシロが断定口調で言った。

「たしかに、ちょっと数が多すぎますね。尾お崎ざき秀ほつ実みみたいなのがウヨウヨしているようです」

　ゾッとする話だ。かつての大日本帝国を例に挙げるまでもなく、こんな状態で戦争に突入したらそりゃあ敗まけるに決まってる。

「教府の中枢がこれだけスパイ天国だと、国家運営も帝国の意向にそうようコントロールされてるでしょうね。――あらやだ、この国終わってる」

「どうする、シンさま？　スパイをひとりのこらずここに集めて、ぶちのめす？」

　そうすることは造作もない。が、そうしたところで意味があるのかというと……。

「おい、いまの音はなんだ？」

「確認しよう。行くぞ」

　と、物音を聞きつけて、べつの人間が近づいてくる。

「――いや。ここは逃げるが勝ちみたいだな」

「賢明な御判断です、シン様」

「ん。とばす」

　瞬しゆん間かん移動で僕は『血界大聖堂カテドラルージユ』から離脱した。

　――それにしても、嫌いやなものを見てしまった。

　ただでさえ寂しい枯れ木の内側を覗いてみたら、シロアリに食い散らかされて腐りきっていたとはね。

　これでは絶望感しかない。ボキリと折れて倒れてしまうのも時間の問題だろう。
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『血界大聖堂カテドラルージユ』におけるスパイ事件から、はや一週間。

　いまだにスパイの存在が発覚したというニュースは公表されていない。あるていど予想はしていたが、情報は内部でもみ消されてしまったのだろう。

「ま、仕方ないか……」

　僕は悩なやみや憤りの段階を通とおり越こして、ある種の諦めの境地に達していた。

　僕がスパイを摘発して排除したところで、もはや焼け石に水な気がする。レムルスが滅ほろぶという運命――『唯一にして真なる預定表グラン・アーカーシヤ』の記述シナリオは変えられない。

　よしんば無理やり変えたところで、いい結果が訪れるとも思えない。

　だから、いまの僕は気楽そのものだ。

　しょせんは居い候そうろうの身であり、レムルスがかかえる諸問題はどこまでいっても他人事。

　この国が無くなったところで、僕にさしたる実害があるわけでもない。それを機に、べつの国を見てまわるのもいいだろう。

　ま、僕の精神衛生上ベターといえる方策は、その時が訪れるまでレムルスでの日常を謳歌することだ。

　そんなわけで、僕は工房で騎士剣の製作にとりかかっている。

　騎士剣の核かくとなる聖血晶はすでに僕の手元に届けられている。聖血晶の品質は当然のごとく最高ランクだ。

　大きな仕事。鍛冶師の本懐である騎士剣の製作。

　しかもレムルス最高戦力たる聖騎士シヴアレース直々の依頼なのだ。鍛冶師の仕事にハマりつつある僕が燃えないわけがない。

　金かな床とこの前に立ち、一世一代の最高傑作を生みだしてやろうと意気込んで万有神力アルフアオメガを発動した。

　のだが――

「……うーん。どうにも上手くいかないな」

　やる気ばかりが空回りして、作業は失敗の連続。自分用の太刀を創ったときと同様の、帯に短し襷たすきに長しの反復に陥おちいっていた。

　なので、失敗の原因も解っている。剣の宿主マスターとなるミハエルのことを僕がよく知らないからだ。

　真っ当な鍛冶師であれば、このような問題は発生しえない。騎士から受注オーダーをうけ聖血晶を渡されたなら、あとはおのれの技術スキルを十全に振るうだけのこと。

　ところが技術スキルを持たない番外イレギユラー鍛冶師であるところの僕は、想像力イメージで補わなければならないのだった。

　それにしても、地味に困ったことになった。知らないなら知る努力をすればいいのだが、なんといっても相手は天下の聖騎士シヴアレース様である。おいそれとインタビューなどできないし、できたとしても不審がられるのがオチだ。

　と、そんなことを考えていると、割合いい時間になってきた。

　今日は孤児院で夕食を一いつ緒しよにと、ティナに誘われているのだ。

　仕事も進まないし、少し早いけど出かけるとするか。

　というわけで、僕は工房を閉めてミラージュ孤児院へとむかった。

　ちなみに最初のパーティー以来、ちょくちょくお呼ばれしている。自じ慢まんじゃないが、いまや勝手知ったる他人の家という感じだった。

「おや、シンじゃないか。いらっしゃい」

「お邪魔します、院長。あ、これおみやげです」

　挨拶しつつ、僕は手製の道具数点を手渡す。内約はナイフ・鍋なべ・杓しやく子しといった調理器具と、鎌かま・枝えだ切きり鋏ばさみ・ピッチフォークといった庭の手入れ用具である。

「いいのかい、タダでもらっちまって？　あんたの商品、巷ちまたじゃすごい人気なんだろ」

「まあその、食事代だと思ってくれれば」

「すまないねぇ。それじゃ、こいつは横流しして収入の足しにさせてもらうよ」

「ちょっ!?　あ、あんた、さすがにそれは――」

「ハハハッ！　冗談だよ、冗談っ！」

　バシンッと、豪快に背中をはたかれた。……わりと痛い。

「ありがとう、大事に使わせてもらうよ」

「最初からそう言えよな……」

　うーん、どうにも院長のノリには慣れないな。悪い人では間ま違ちがいなくないんだろうけど。

「おー、だれかと思ったらシンくんじゃん！」

　と、お次は子供たちが話しかけてくる。

「院長だけずりー。シンくん、おれたちにおみやげはねーの？」

「ねえよ。つかお前ら、道具をもらっても料理も庭の手入れもしないだろ」

「ケッ、シケてんなー」

「シンくん、そんなんだから女の子にモテないのよ」

　これは女子の台詞である。

「放ほっとけ。……つか前から思ってたけど、なんで僕の呼び方が『くん』付けで統一されてんだ？　もっとふさわしいのがあるだろ」

「たとえば？」

「たとえば『シンにいちゃん』とか『シンさん』とか」

「え、やだよ。べつに兄貴とかじゃねーし、キメェ」

「あははっ、シンくんにさん付けもおかしーよね。なにえらぶってんの、ってかんじ！」

「おみやげないなら、もういこーぜ」

　僕の提案はすげなく却きやつ下かされた。

　……前々から薄うす々うす感じていたけど、このガキんちょども、僕のあつかいが不当に低くないか？

　なんとかして年長者の威い厳げんを取り戻もどしたいところだが――

「やあやあシン君。孤児院のみんなともすっかり仲良しですなぁ」

　と、ティナが近づいてきて言う。

「仲が良いいって言えるのか、これ？　……誰も彼も僕ぼくに遠慮がなさすぎる気がしてならないんだが」

「しょうがないよ。だってそれがシン君の人柄だもの」

「僕の人柄？　それってどういう？」

　んーっ、とティナは人差し指を顎あごにあてて、

「シン君てさ、空気みたいな人なんだよね」

　ガーンと、僕の脳内でセルフ除夜の鐘が鳴り響ひびいた。

　それは煩ぼん悩のうが粉砕された音。

　――空気みたい。どうでもいい、存在感の薄い、いてもいなくても変わらない人。

　端たん的てきにいえばショックだった。ティナさん、あなた、僕のことそんな眼で見てたんすか……？

「ちがうちがう、空気みたいっていうのは、悪い意味じゃなくてね」

　と、心情が顔にダダ漏もれだったのだろう。ティナがあわててフォローに入った。

「この前わたしがシン君に自由都市構想のことを話したのも、きっとそれが理由なんだと思うんだ」

「それって、僕が空気みたいだからってこと？」

「うん。なんていうのかな、わたしたちのあいだにスッと入りこんできて、気がついたらそこにいるのが当たり前になってて、ぜんぜん違和感がなくて馴な染じんでて――」

　にこりと微笑ほほえんでティナは言った。

「それにほら、空気ってわたしたちに絶対必要なものでしょ」

「――！」

　空気。絶対必要なもの。人が生きていくために不可欠な要素。

　さすがにそれはリップサービスがすぎるだろうが、ティナが言わんとしていることは充分に伝わった気がする。

　……や、やべえ。もしかしていま、僕の顔って滅め茶ちや苦く茶ちや赤くなってるんじゃ？

「そ、そういや忘れてたけど――」

　照れを隠すように、僕は早口で言った。

「ティナにもプレゼントを持ってきたんだ。よかったら、もらってくれないか？」

　僕が差しだしたのは、全長二〇センチ少々の小刀だった。

　小刀を受けとったティナは、さっそく鞘さやから抜ぬいて刀身を確かめる。

「これ、聖血晶が入ってない普ふ通つうの剣だよね？　しかも刃はがついてないみたいだけど――」

「お守り刀っていうんだ、それ。僕の国で魔ま除よけの効果があると信じられてる護符アミユレツトみたいなものかな」

　本当にそれだけのもので、特殊な効果などは付与していない。

　騎士であるティナへの贈り物としては、なかなか気が利きいてるんじゃないかと思ったのだ。

　果たして、彼かの女じよの反応は――

「ありがとっ。大事にするね」

　内心僕はホッとする。少なくとも悪い印象ではなかったようだ。




　　　　　◆◇◆◇◆◇




「ふぅ、ごちそうさまでした」

　食事が終わるやいなや、僕の席には子供たちが集まってきた。

「シンくん、あっちいこーぜ。いっしょに遊んでやるよ」

　そこは「遊んでやるよ」じゃなくて「遊んでくれよ」じゃないのか、普通？

「なんで主客が逆転してんだよ。遊んでほしいなら僕じゃなくて、大好きなティナねえちゃんに頼んだらどうなんだ？」

「シンくんったらおバカさんねぇ。ティナねえちゃんは忙いそがしいんだから、遊んでるヒマなんてないんだから」

「ごめんね。今日はこのあと用事があるの」

　と、ティナが両手をあわせて言う。

　まあ、ティナが忙しいのは確かだとして、

「その言い方だと、僕は暇ひま人じんだって言ってるように聞こえるんだけどな」

「え、ヒマだろ」「ヒマでしょ」「ヒマに決まってんじゃん」

　異口同音に口にする子供たち。

　こ、このガキンチョども、言わせておけばっ……！

「断っておくが僕は暇じゃねえぞ。聖騎士シヴアレースに剣の製作だって依頼されてるんだからな」

「はいはい、そんなバレバレのウソいいから」

「ほらほら、いくよー」

「ちょっ、おいこら、解ったから引っ張るなっての！」

　子供たちに強制連行される僕。これはもう遊びにつきあうしかないようだ。

　……まったく、しょうのないやつらだな。

「――フフッ。わたしがいなくても、シン君がいれば大丈夫だね」

　と、ティナが笑えみをうかべて口にする。

　何気ない表情に、何気ない言葉。

　だというのに――

「ティナ？」

　なぜだかふいに、僕の胸はざわついた。

「それじゃ、わたしはもう行かないといけないから。シン君、みんなこと、よろしくね」

「ぁ――」

　呼びとめる間もなく、ティナは行ってしまった。

　……気のせいだとは思う。十中八九、考えすぎに決まっている。

　だけど、僕の胸のざわつきはなかなか収まってくれなかった。

　理由は解っている。

　――『わたしがいなくても、シン君がいれば大丈夫だね』

　――『みんなこと、よろしくね』

　その言い方が、まるで――

　後のことを、僕に託たくしたみたいに聞こえたからだ。







５．三度目はない







　天空宮きゆう殿でん『エンピレオ』にて、僕は目覚めの朝をむかえた。

　覚醒して最初に眼に入るのが、見慣れた自室の天井でないという状じよう況きようにも、さすがに順応してきたころだ。

　さて、今日の朝食はなにを注文オーダーしようかね。

　などと、暢のん気きに考えていた矢先だった。

　突とつ如じよとして、なんの前兆もなしに「それ」は訪おとずれた。

「――ッッッ!?」

　眼球の中で超新星爆発が起きたかのような、熾し烈れつな閃せん光こう。

　外界の情報がいっさい遮断され、僕の意識は白光の渦か中ちゆうに突き落とされた。

　――ああ、解っている。来るべきものがついに来たのだ。

　いまこそは、黙示リベレーシヨンの時。

　いまこそは、秘密の暴露アポカリプスの到来。

　いまこそ覆いははずされ、神の預定ヴイジヨンが開示されるのだ。

　僕の認にん識しき領域に、映像ヴイジヨンが現れる。先にクロナが予告した核心分岐点ジヤンクシヨンコア、歴史の転換点を目まの当あたりにすることとなった。




　――場所は、聖都エタンダール郊こう外がいにあるクラーヌの丘おか。

　麓には万を超こす観衆がつめかけ、丘の中腹では騎士団が扇形に整列している。

　おそらくエタンダールに在居するすべての騎士が集結しているのだろう。その数は一〇〇〇にも達していた。

　観衆と騎士団が視線と意識をむける丘の頂上には、二つの人ひと影かげがあった。

　一人は、聖騎士シヴアレース・ミハエル＝フォン＝シュヴァンデン。

　一人は、隷騎士ミニス・クリスティナ＝ディルアーク。

　ただし、自分の足で立っているのはミハエルだけ。

　ティナは、磔はりつけにされていた。

　鋼鉄製の磔台に手足を縛りつけられ、顔を除いた全身には純白の布が巻きつけられている。

　ミハエルが、覚かく悟ごを決めた表情で剣を手にする。

　彼は剣を両手に構え――

　グサリと、ティナの心臓をひと突きにした。

　ティナがゴポッと吐血する。ミハエルが剣を引き抜くと、胸からあふれだした血が純白の布を真しん紅く色に染めあげていった。

　ほどなくして、ティナの瞳から光が消える。

　磔にされているのは、もはや一人の人間ではない。

　一個の物体。一つの死体でしかなかった。

　かくして、クリスティナ＝ディルアークの処しよ刑けいは完かん遂すいされた――




「ッは……!?」

　ヴィジョンが途と切ぎれ、僕の意識は現実へと突き返された。

「い、いまのは……」

　にわかに動どう悸きが激しくなる。全身に冷たい汗がじっとりと湧わいてくる。呼吸がままならなくなり、口の中がカラカラになった。

「核心分岐点ジヤンクシヨンコアのヴィジョンが視みえたようですね、シン様」

「ん。未来はきまった」

　クロナとマシロが僕の左右に現れる。

「関連した動きがさっそくレムルスであったようです。シン様、ご覧になりますか？」

　僕は身も世もなくうなずいた。

「では――これは昨夜の映像です」

　クロナによって、中空に巨きよ大だいな立体映像ホログラムが表示された。

『――レムルスの民たみよ、今日という日を共に喜び祝福しよう』

　映しだされたのは『血界大聖堂カテドラルージユ』の空撮映像。

　聖堂前の広場には大勢の人が集まり、演説用のテラスに立つ人物を見あげている。

　豪ごう奢しやで装そう飾しよく過剰な、いかにも儀式用の衣装を身につけた初老の男性。察するにあれが、レムルスの最高指導者たる総司教なのだろう。

『我らはこれより奇き跡せきの実在を目撃することになろう。かつて「聖者」の出現によってレムルスは「誕生」した。そして今日、新たな「聖者」の出現によってレムルスは「復活」を遂げるのだ！』

　やけに大おお仰ぎようなことを言っている。

　聖者というのは『血界大聖堂カテドラルージユ』の地下深部に安置された、レムルスの神遺物レガリス『聖者の生ける屍しかばね』を指しているのだろうか。

　屍。死体。情報が頭の中でリンクする。

　ま、さか――！

『レムルス総司教の名のもとに宣言しよう！　彼女こそが、クリスティナ＝ディルアークこそが第二の聖者であると！』

　テラスにティナが現れ、総司教の前で片かた膝ひざをついた最敬礼の姿勢をとる。

『猊げい下か。身に余る栄誉、謹んで拝命させていただきます』

　ティナがうやうやしく答えた。

『明朝、クラーヌの丘にて「列聖の儀」を執り行う！　レムルスの民よ、共に「復活の日」の喜びを分かち合おうではないか！』

　広場に集まった人々から、歓かん声せいとも怒声ともつかない声が巻きあがる。

　おそらく、観衆の大部分は『列聖の儀』が意味することを理解していない。

　だが、僕には解った。さっき視たヴィジョンがまさにそれだろう。

「重要な部分は以上ですが、シン様、引き続き御ご覧らんになりますか？」

「……もういい。それより、質問に答えてくれ」

　額に手をあてながら僕は言った。

「まず、ティナが第二の聖者ってのはマジなのか？」

「マジなわけがありますか。真っ赤な嘘うそ、完全なデタラメです。神遺物レガリスとは人の手ならざるモノ。だからこそ人智越権事象エクストラ・フアクトなのです」

「ん。そもそも、にんげんの眼で神遺物レガリスかどうかなんてわかるわけない」

「じゃあ総司教はなんであんなことを？」

「少なくとも、彼はそうだと信じこんでいるようです。おおかた聖堂内のスパイに唆そそのかされでもしたのでしょう。なんともまあ、度し難がたいまでに愚かしいことです」

　クロナが憐れん憫びんの笑みをうかべて言う。

「スパイが？　どうして……？」

「簡単なことですよ。教府によってティナ嬢じようが処刑され、彼女が聖者でもなんでもないことが露見したあかつきには、まず間違いなく大暴動が起こります。シン様も知ってのとおり、ティナ嬢は民衆のあいだで絶大な人気がありますからね」

　たしかに、ティナが無実の罪ならぬ無実の聖者認にん定ていで処刑された日には、レムルスの人々は黙だまっちゃいないだろう。

「そうしてレムルスの内部が騒そう擾じようすれば――帝てい国こくにとってはまたとない侵攻の機会となりましょう」

「ん。だから核心分岐点ジヤンクシヨンコア」

「……なるほどな。ティナが処刑されることで歴史が動くってわけか」

　だいたいの経けい緯いは解わかった。

　同時に、自分がなにをなすべきかも。

　考えるまでもない。やることは決まってる。

　こんな馬鹿げたこと、すぐにやめさせてやる。

「それにしたって、ティナはどうして抵てい抗こうしないんだ……？」

　聖堂のテラスでも総司教に恭順の意を示していたし、クラーヌの丘にいたっては死の運命を受け入れたかのような無抵抗さだった。

「おおかた抵抗は無む駄だだと悟ったのでしょう。民心が離はなれているとはいえ、いまだに教府内における総司教の権力は絶大ですから。――ちなみにシン様、こちらがレムルスの現在リアルタイムの映像となります」

　新たな立体映像ホログラムが中空に出現する。

　それは、ヴィジョンで視たものと寸分違たがわぬ光景だった。

　民衆が押し寄せるクラーヌの丘。終結したエタンダールの全ぜん騎き士し。丘の上に立つ聖騎士シヴアレース・ミハエル＝フォン＝シュヴァンデン。

　そして、純白の布で全身を覆い、磔にされているクリスティナ＝ディルアーク――

「っ……！」

　そうだ、一つ前の映像は昨夜のもので、しかもその中で総司教が「明朝、列聖の儀を執り行う」と言ってたじゃないか。

　もはや一刻の猶予もない。こんなところで暢気に駄だ弁べってる場合じゃない。

　いますぐ地上に行かなければ――！

「マシロ、僕を地上に飛ばしてくれ！」

「だめ」

　しかし、返ってきたのは明々白々な拒否。

「は？　どうして――」

「だめだから、だめ」

　マシロは頑として首を縦に振らなかった。

「おいクロナ、お前からも――」

「お断りします。シン様を地上へ行かせるわけにはいきませんので」

「っ……！　二人ともなんの悪ふざけか知らないが……悪いが僕は本気マジなんだ。ここから飛び降りてでも地上に行くからな！」

　宣言して駆けだそうとしたが、

　ガギィンッ！　クロナとマシロが左右から光の槍やりを交差させ、僕の行く手を遮った。

「なっ……!?　お、お前ら、本当に一体どういうつもりなんだ!?」

「どういうつもりなのは、シンさま」

　いつになく冷徹な声でマシロが言う。

「あえてお訊ねしますけど――シン様、まさかティナ嬢を助けにいくおつもりですか？」

　いつになく真しん剣けんな声でクロナが問う。

「まさかってなんだよ？　当然、助けにいくに決まってるだろ」

「残念ですが、いかにシン様といえどそれだけは許されません」

「どうして!?」

　思わず声を荒らげた僕に、

「核心分岐点ジヤンクシヨンコアは『唯一にして真なる預定表グラン・アーカーシヤ』のいちぶだから」

　マシロが淡たん々たんとつげた。

「お忘れですか、シン様。『唯一にして真なる預定表グラン・アーカーシヤ』とは単なる未来の予定ではありません。神によってあらかじめ定められた事象です。よって、その一部たる核心分岐点ジヤンクシヨンコアは絶対に変えてはならないのです」

　クロナが断言する。

「だからシンさまは『唯一にして真なる預定表グラン・アーカーシヤ』にそった行動をしないとだめ」

「いまこそ大局的な視点と神たる自覚をお持ちください。理想の世界の実現と一個人の生命を天てん秤びんにかけられますか？」

「そ、それはっ……」

「核心分岐点ジヤンクシヨンコアのヴィジョンが啓示された以上、もはやティナ嬢ひとりを特別あつかいすることはできません」

「……お前たちは、こんな馬鹿げたことを見過ごせるのか？　それでいいっていうのかよ？」

「良いも悪いもありません。わたしたち神の代理執行者アポストルは『唯一にして真なる預定表グラン・アーカーシヤ』にしたがうのみです」

「ん。それがシロとクロのそんざいりゆう」

　クロナとマシロは、どこまでも原理原則を曲げないようだった。

「……そうかよ。よく、解ったぜ」

　僕は天を仰あおいで、間違いなく人生最長となるため息を吐はきだした。

　――あらためて、考えてみる。

　そもそも僕にとってティナってなんだ？　一体どんな存在だ？

　将来を誓いあった恋人でもなければ、運命の人というのもなにか違う。僕らの関係をひと言で表すなら、せいぜい「友人」どまりだろう。

　その友人関係にしても、そんなに長いつきあいじゃないし、毎日顔をあわせているわけでもない。

　それなのに、やるのか？

　感情にまかせてティナを助けにいって、それで世界の歴史が歪ゆがんでしまったら、どう責任をとるっていうんだ？

　――ああ、そうだ。ない知恵を振り絞って考えてみたところで、答えは結局一緒だった。

　ふたたび大きく息を吸って、僕は言った。

「……ざけんな」

「「は？」」

「ふっざけんじゃねえ！　誰だれがなんと言おうと僕はティナを助けに行くからなッ！」

　ガッ！　叫ぶと同時に、行く手を遮る黒と白の光の槍を左右の手で鷲わし掴づかみにする！

「なにが『唯一にして真なる預定表グラン・アーカーシヤ』だ！　なにが核心分岐点ジヤンクシヨンコアだ！　理想の世界も正しい歴史も、そんなの僕の知ったことかよッ！」

　ジュォオオオオッ！　掴んだ箇か所しよから猛もう烈れつな閃光がほとばしるが、僕は手を離さない。交差した左右の槍を力ずくで押し拡げていく。

「こ、これは、わたしたちの力が――!?」

「シンさまに、ながれこんでいく――!?」

『時間統御テンプス・ドミナ』と『空間統御スペテイム・ドミナ』。神の下げ僕ぼくたる彼女らに貸し与えていた力を、光の槍を介して強制徴収しているのだ。

「お、お待ちください、シン様っ！」

　クロナが狼ろう狽ばいを隠そうともせずに言う。

「『唯一にして真なる預定表グラン・アーカーシヤ』に背き、世界の歪みデイバインワームを生じさせるような行動に走れば、最終的には全消去と再構築オールリセツトを余儀なくされます。そして結局は同じ預定シナリオを繰くり返かえすことになるでしょう。それでもいいというのですかっ!?」

「かまわねえよ。ティナが何度でも処刑されるっていうなら、僕は何度でも助けにいく」

「何故なぜ――何故なのですっ!?　世界の命運を犠牲にしてでも一人の人間を助ける理由など――」

「あるんだよ。僕には――僕にだけは、あるんだ。なにを犠牲にしてでもティナを助けなきゃいけない理由がな」

「だめ。シンさま、それだけはだめ……！」

　マシロが憤りもあらわに言う。こちらも初めて耳にする口調だ。

「悪いな、マシロ。これだけは通させてもらうぜ」

「シン様ッ！」

「黙れよ。だいたいお前ら――さっきから誰にむかってものを言ってんだ？」

「「ッッ――!?」」

　クロナもマシロも、雷に撃たれたように身体からだをのけぞらせる。

　雷――そうとも、僕の発した声は名実ともに「神鳴り」だった。

「――答えろ、クロナ。主として命じる。お前は何者だ？」

「……私わたくしは時間制御系ナビゲーターのクロナ。主神デウスの御み使つかいたる『右方の黒き智天使デキストラ・アーテム・ケルビム』にございます」

　クロナは厳おごそかな声で答え、槍から手を離してその場にひざまずいた。

「――答えろ、マシロ。主として命じる。お前は何者だ？」

「……私わたくしは空間制御系オペレーターのマシロ。主神デウスの御使いたる『左方の白き智天使シニストラ・アルブス・ケルビム』にございます」

　マシロもまた、クロナの行動をそっくりそのまま追従トレースする。

　かくして左右の御使い、黒と白の天使は絶対服従の姿勢をとった。

「さらに訊きく。僕はなんだ？　僕はいったい何者だ？」

「「――天あま霧ぎりシン様。万物の創造主にして至高の絶対神にございます」」

　二人は頭を垂れたまま答えた。

「「すべては主神デウスの思おぼし召すままに。我らはシン様の天意にのみしたがいます」」

「そうだ、僕はこの世界の神なんだろう？　だったら――」

　僕は言った。

「決めるのは神ぼくだ！　ふざけた預定シナリオは神ぼくが変える！　神ぼくがこの手でぶち壊こわしてやるッ！」

　両手を握りしめ、黒と白の光の槍を粉こな微み塵じんに粉砕する。

　これで『時間統御テンプス・ドミナ』と『空間統御スペテイム・ドミナ』が、それぞれ僕の右手と左手に宿った。

　さて、必要なものもそろったことだし、やるとするか。

　かつての神ぼくがつくったという「『唯一にして真なる預定表グラン・アーカーシヤ』を、これから僕自身の手でぶち壊しにいく。

　え？　ずいぶんとスケールのでかい自作自演だって？

　違うな。あえて言うなら僕は、自分の不始末の落とし前をつけにいくだけだ。

「――『空間統御スペテイム・ドミナ』、天意執行開始オペレート・エンター」

　左手を持ちあげ、パチンと指を鳴らす。

　――『空間歪曲転移ウラノ・デイストーシヨン』。

　これまではマシロに使わせていた瞬しゆん間かん移動を、自分自身で発動した。
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　僕が転移した先は地上――ではなく、あえて空中を指定した。

　レムルスはクラーヌの丘、その直上五〇〇メートル。そこから加速をかけて一気に地上へと降下する！

　ティナが磔にされたクラーヌの丘では、ミハエルが剣けんを掲かかげて宣誓をしているところだった。

「レムルス総司教の命により、我、聖騎士シヴアレース・ミハエル＝フォン＝シュヴァンデンが『列聖の儀』を執行す――」

　ドォオオオンッ！　轟音と衝撃をともなって、僕はクラーヌの丘に着地――いや、ここはあえてこう言おう。

　僕はクラーヌの丘に「降臨」した。

　なお、その際の衝撃波はすべてミハエルの側に指向させた。

「っがは――!?」

　吹ふっ飛とばされるミハエルを尻目に、僕は土煙の中から立ちあがる。

　ティナには背中をむけている立ち位置だった。

「――うそ。シン君、なの……？」

　僕の姿を眼めにして、ティナが呆然とつぶやいた。

　僕は振り返って、道みち端ばたでたまたま会ったような気安さで言った。

「よう、ティナ。助けにきたぜ」

「――！」

　ティナは眼を見開いて言葉を失った。

　僕は彼女の様子を素す早ばやく確かく認にんする。磔状態とはいっても、手首に釘を打ちこまれたりはしていない。ごく普通に手足を縄で十字架に縛りつけられているだけだった。

　シュパッ！　僕は左手に太刀たちを具現化させ、ひと振りですべての縄を斬きり払った。

　と――

「あ、天霧、シン……!?　なぜ君がここにいるのだッ……!?」

　ミハエルが身を起こして、驚天動地の顔をむけてくる。

「さっきの台詞せりふ、そっちにも聞こえたと思うんだけどな。ティナを助けにきたって言ったろ？」

「なっ――！」

　絶句したミハエルに代わって、少し離れた場所からべつの声があがった。

「聖騎士シヴアレースミハエルよ、その闖ちん入にゆう者しやは何者か？」

　丘を少し下ったところに控える一団、その先頭に立つレムルス総司教が声の主だった。

「は。少々面識のある鍛か冶じ師しですが、彼かれがなぜここにいるのかは――」

「どうでもよいわ。その者の排除は他の者にまかせ、公デユツクは『列聖の儀』の執しつ行こうをつづけるのだ。それが神の御ご意い志しであるぞ」

「――ククッ。ハハハハハハッ！」

　この台詞を耳にした瞬間、僕は腹をかかえて大笑いした。

「貴様――なにが可笑おかしい？」

「そりゃ、おかしいだろ。神ぼくの意志を見ず知らずのあんたが勝手に騙かたってるんだからさ」

「な、なにを言っておるのだ……!?」

「つか、そっちこそ邪じや魔ますんなっての。少し黙ってろ。――『時間統御テンプス・ドミナ』、天意執行開始ナビゲート・エンター」

　僕は右手の指をパチンと鳴らした。

　――『固有時間静止クロノ・クワイエツト』。

　クロナに禁じ手だと忠告されていた時間停止を発動する。

　僕とティナを除いたあらゆるモノが時間の流れから切きり離され、静止状態となった。

　ミハエルと総司教が口を半開きにしたまま固まる。地鳴りのごとく響いていた民衆たちの声もプツリと途切れる。風の音すら聞こえなくなり、クラーヌの丘は完全な静寂につつまれた。

　そんな中、ティナが左右をゆっくりと見渡して言った。

「な、なに、これ？　シ、シン君……？　どうして――なの？」

　その「どうして」には、複数の意味がふくまれていた。

　どうしてこんなことができるのか？　どうしてここにいるのか？　どうしてそんなに自信満々なのか？　どうして助けにきたのか？

「そんなの、決まってるだろ」

　しかし僕は、もっとも重要である最後の「どうして」にだけ答えた。

「僕は前にティナに命を救われた。だから今度は僕が助ける番ってだけのことさ」

「わたしが、シン君の、命を――？」

「ああ。言い忘れてたけど、あのときは本当にありがとうな。ティナのおかげで僕は救われた」

「待って！　わたし、そんなこと、」

「いいんだ。ティナは憶おぼえてないだろうけど、僕はちゃんと憶えてる。その恩をいまここで返すってだけの話だ」

　この異世界『プルガトリオ』における、最初の記き憶おく。

　スライムに襲われて危き機き一いつ髪ぱつだった僕を、ティナが颯さつ爽そうと現れて助けてくれた。

　そればかりか彼女は「べつの世界から来た」という僕の話を信じて、力になろうとしてくれた。

　――解ってる。僕ぼくを助けてくれたのはあくまでも「前世」のティナであって、いま眼の前にいる「現世」のティナじゃない。

　だけど、もし同じ場面に遭そう遇ぐうしたなら、ティナは必ず同じ行動をとるはずだ。

　たとえ世界が何度繰り返されても、彼女の「芯」の部分は変わらないと確信できた。

　だから、助ける。

　それが、理由だ。

「つか、ティナのほうこそどうしてなんだよ？」

　わずかに怒いかりをにじませて僕は訊たずねた。

「どうしてまったく抵抗しない？　どうして死を受け入れたような顔をしてるんだ？　解ってるんだろう、ティナは第二の聖者なんかじゃない。総司教の言ってることは嘘っぱちもいいところだ。それなのに、どうして――」

「だって……どうしようもないから」

　弱々しく笑ってティナは言った。

「ここから逃げることができても、わたしはもうレムルスにはいられなくなる。そしたら孤こ児じ院いんのみんなに迷惑がかかる。もしかしたら、わたしの代わりにひどい目に遭わされるかもしれない。だから……どうしようもないんだよ、シン君」

　――ああ、この顔だ。この笑みだ。

　孤児院で別れ際ぎわに見せたものと、まったく一いつ緒しよだ。

　僕の胸をざわつかせる顔だった。

　と――

「シン様っ！　お取り込み中申し訳ありませんが」

　僕の横にクロナの幽体アストラが現れる。

　かなり焦った様子で、

「時間停止はもう限界です！　御覧ください、世界の歪みデイバインワームが顕在化しつつありますよ！」

　クロナの言うとおり、気づけば空には無数のヒビが生じていた。

「あれが世界の歪みデイバインワームか。なるほど、たしかに『虫ワーム』ってのは言いえて妙みようだな」

　さしずめ、世界を喰い荒らし、時空を蚕食する虫ワームといったところか。

「シンさま。このままだと、全消去と再構築オールリセツトするしかなくなる……！」

　と、マシロの幽体アストラも出現する。

「そいつは困る。ここでリセットなんかした日には、カッコがつかないにもほどがあるぜ」

　パチン！　もういちど右手の指を鳴らし『固有時間静止クロノ・クワイエツト』を解除する。

　が、時の流れが再始動しても虫ワームの増ぞう殖しよくは止まらなかった。

　僕は左右の天使たちに目配せをして、

「お前ら、なんとかしろ」

「そんなご無体な！　シン様はお忘れですかっ！」

「シロたちの力は、シンさまにとられたまま」

　なるほど、そういえばそうだったか。

「じゃあ、戻もどしてやるからなんとかしろ。お前らさっき言ったよな、僕の意志にしたがうって？」

　左右の手に黒白二本の光の槍を生みだし、クロナとマシロに差し出だす。

　いうまでもなくこの光の槍は、『時間統御テンプス・ドミナ』と『空間統御スペテイム・ドミナ』の具象化物である。

「これは――無む茶ちやでもやるしかありませんね」

　ため息をつきながらも、黒き光の槍を受けとるクロナ。

「ん。無理でもやるしかない」

　覚悟を決めたふぜいで、白き光の槍を受けとるマシロ。

「――『時間統御テンプス・ドミナ』、代理執行開始ナビゲート・エンター」

「――『空間統御スペテイム・ドミナ』、代理執行開始オペレート・エンター」

　能力を発動すると同時に、二人の幽体アストラはフッと掻かき消えた。

　全力で虫ワームに対処するための措置なのだろう。実際、二人は力を行使したらしく、空のヒビ割れは薄うすまっていった。

　さて、時は動きだしているのだから、当然のごとく――

「猊下、畏れながら奏上いたしますが、彼はなにか妙です。あの身にまとう剣気オーラはとても鍛冶師のものとは――」

「なにを言うか！　よもや聖騎士シヴアレースともあろう者が、鍛冶師ごときに臆したのではあるまいなッ!?」

「……滅めつ相そうもございません、猊下」

　ミハエルは答えて、丘をのぼってくる。

「天霧シン。未来ある鍛冶師の君が、なにゆえこのような愚挙におよんだのか私には想像もつかないが――」

「なあ、そういう前口上いいからさ、とっとと始めようぜ」

　相手の言葉をぶった切ってつげた。

「こっちは最初はなから、教府と騎士団をまとめてぶっ潰すつもりできてるんだからな」

　そう――「ティナを助ける」とは、彼かの女じよの拘束を解いてこの場を脱することを意味しない。

　いみじくもティナ自身が口にしたように、それではなにも解決したことにならないからだ。

　では、どうすればいいのか？　解決策は如何いかに？

　簡単だ。ティナを処刑せんとする勢力、すなわち総司教を筆頭としたレムルス教府のほうを叩き潰せばいい。

　どのみち、帝国によって滅ほろぼされる運命にある体制なのだ。いまここで僕が時計の針を先に進めてもまったく問題はないはずだ。

　そうすることで生じる矛む盾じゆんの辻褄合わせカバーストーリーは――あとでクロナにでも丸投げするとしよう（天から抗こう議ぎの声が聞こえてきた気がするが華麗にスルーする）。

「し、正気で言っているのか？　いや、それ以前に君はいったい何者……？」

　ミハエルが僕へとむけたのは、理解を絶した存在に対する視線だった。

　彼の直感はおおむね正しい。が、いまいち察しは悪いようだ。

　仕方ない。もっと分かりやすくストレートに、宣戦布告をしてやるとするか。

「――『万有神力アルフアオメガ』、原理再現開始エミユレート・エンター」

　重力を制御して僕は垂直に浮ふ遊ゆうする。ついでにスポットライトよろしく光の柱を天から降ろした。

　これで丘に集まったすべての人間の耳目が、僕という一点に集まったはずだ。

「――レムルス教府と、麾き下かの騎士団につげる」

『バベルの言こと霊だま』の出力を増強して、声を数キロ四方に響ひびかせる。

「神の意志によって、レムルス教主領は今日滅びる。――つか、この僕がぶっ潰す。文句のあるやつはかかってきな、全員まとめて相手してやるぜ」

　――ヮァァアアアアアアアアアッ！

　クラーヌの丘に集まった人間たちのざわめきが最高潮になる。地鳴りはもちろん、天が割れんばかりの音場感だった。

　しかし、喧けん嘩かを売られた当人たちの反応は鈍い。騎士たちなどは雁がん首くび揃そろえて呆ほうけた顔をさらしている。白昼夢でも見ている心地ここちなのかもしれない。

「な、ななっ、なんという痴しれ者かッ！　神の名を騙るばかりか我がレムルス転覆を公言するとは、もはや叛はん逆ぎやくという言葉すら生温いッ」

　ひとり元気に口角泡を飛ばすのは、例によって総司教のじいさんだ。

　あまりにヒートアップしすぎて、すでに頭の血管が五、六本は切れてるんじゃないかと逆に心配になる。

「なにをしておるかミハエルッ！　いますぐあの大罪人を討うてェッ！」

「し、しかし猊下、我が使命たる『列聖の儀』の執行は――」

「そんなものなどもはやどうでもよいわッ！　いいから彼奴きやつを討つのだッ！　レムルス騎士団の総力を挙げてでも必ずや討ちとれぃッ！　討てッ、討てッ、討てェエエエエエエエッ！」

　まったく、あんたはどこの水戸黄門や暴れん坊将軍に出てくる悪代官だ。

　とはいえ、腐ってもレムルス総司教の威い光こうと権力はいまだに健在。討伐の厳命をうけて、丘の中腹に列挙した一千の騎士たちが一斉に僕へと敵意をむけた。

「クロナ。聖騎士シヴアレース以外の敵の戦力構成は？」

【小騎士ザコが六〇〇、従騎士中ボスが三〇〇、正騎士ボスが一〇〇といったところですね】

「マシロ。一いつ般ぱん人じんが巻きこまれないよう防護を頼たのむぞ」

【ん。たいへんだけど、がんばる】

　さて、これですべての準備はととのった。

　やろうと思えば『覇王色の覇気』よろしくひと睨にらみで全員を気絶させることもできる。それどころか万有神力アルフアオメガを全開発動すれば、一〇〇〇人を一いつ瞬しゆんで素そ粒りゆう子しレベルまで分解することも不可能ではない。

　だが、やらない。そんな真似まねをすれば辻褄合わせカバーストーリーが無理ゲーになってしまうし、なにより僕が決めたルールに反する。

　目には目を、歯には歯を、騎士の力には騎士の力を、だ。

　カチャリ、とわざと効果音を発生させながら、僕は太刀の刃やいばを返した。

　ただし剣技アーツを使う以上、峰打ちの意味なんてほとんどない。

　この演出は、僕にとって戦せん闘とう開始のスイッチにほかならなかった。

「んじゃ、おっぱじめるとするか！」

　シュンッ！　浮遊から飛ひ翔しようへと移行する。

　もっとも近くにいる敵エネミーはいうまでもなくミハエルだが、彼はいうなれば今回のラスボス。僕はメインディッシュはあとにとっておくタイプなのだ。

　そんなわけで、最初の生贄ターゲツトはもっとも数の多い小騎士ザコたちだ。

　先に説明したように、騎士団は丘おかの中腹にて扇形に整列している。彼らの立ち位置はランクに応じて線引がなされており、当然ながら正騎士シユヴアリエが一番上で小騎士ペイジが一番下だ。

　ドゥッ！　僕は騎士団の扇を一気に飛び越え、着地する。

　対面するは六〇〇人の小騎士ペイジたち。しかし僕を警けい戒かいしてか、一番槍を名乗り出る者は現れなかった。

「おいおい、せっかく僕のほうから出向いてやったのにその反応リアクシヨンはないだろ。雑魚ざこは雑魚なりに意地ってやつを見せろよな」

「や、野や郎ろうッ！」「ふざけやがって！」「ぶち殺せぇッ！」

　いかにも三下丸出しな台詞を吐いて、先頭の集団が襲おそいかかってくる。

「そうこなくっちゃ――なッ！」

　僕も太刀を構えて地面を蹴った。

　――小騎士剣技レクター・アーツ『バスタード・セイバー』。

　ザゥンッ！　刀身に剣気オーラをまとわせて一いつ閃せんする！

「ひっ!?」「でっ!?」「ぶっ!?」

　三人がまとめて派手にぶっ飛ぶ。

「はぁッ！」

　さらに僕は太刀を振りあげ、一直線に振りおろした！

　――小騎士剣技レクター・アーツ『クレイモア・ストライク』。

　ドォオッ！　鋒きつさきから伸びた剣気オーラの刀身が、五人の騎士を一いち撃げきで打ちのめした。

　連撃はまだ終わらない。間髪いれず、剣気オーラの円月輪チヤクラムを形成する。

　――小騎士剣技レクター・アーツ『チャクラム・スライサー』。

　シュザザッ！　太刀を振り払って円月輪チヤクラムを射出。弧こを描いて飛翔した剣気オーラの刃は、横並びだった八人を斬り裂いていった。

　まばたき一つの間に一六人が戦闘不能。

　この現実を目まの当あたりにして後続の騎士たちは、

「き、貴様ぁッ！」「よくも仲間をっ！」「許さんっ！」

　意外にも奮起して、素早く僕を取り囲む。

　僕としても好都合だ。むこうからかかってきてくれたほうが時間の節約になる。

「たぁあああッ！」

　背後から斬りかかってきた敵に対し、振りむきざまに一閃。ベギッと騎き士し剣けんをへし折り、本人にも斬撃を叩きこむ。

「このぉおおっ！」

　今度は正面と左右から三人が同時に。電光石火の太刀捌さばきで難なく撃破する。

「い、一斉にかかれぇっ！」

　三六〇度全方位から、合計九人が連動して襲いかかってくる。が、その程度は問題にならない。

「ふッ！」

　僕は身体を捻るや、太刀を薙ぎ払いつつ一回転する！

　――従騎士剣技デイーケン・アーツ『レイピアラッシュ』。

　ズシャゥッ！　一振りで複数の斬撃を生みだす技わざを、回転斬りの要領で放つ。

　さしずめ九人の騎士は、針山に飛びこんできた憐あわれな羽虫といったところだった。

　これで撃破数は二九。小騎士ペイジだけに限ってもまだ二〇分の一だ。もっとペースを上げなくては。

「加速ブーストっ！」

　――従騎士剣技デイーケン・アーツ『グリーブ・スキャンパー』。

　ゴゥッ！と僕の足元から旋風が巻き起こる。この『グリーブ・スキャンパー』は全身にまとう剣気オーラを両足に偏らせ、防ぼう御ぎよ力りよくの低下と引き換えに移動力を飛ひ躍やく的てきに上じよう昇しようさせる補助系の剣技アーツだ。

「いくぜッ――！」

　ヒュオンッ！　一いち陣じんの風となって戦場を疾駆する。小騎士ザコにはまず視し認にんできない速度だ。

　斬る、斬る、斬る！

　ザンッ！　ズバッ！　ゾシュッ！

　僕はまさに人間カマイタチ。寄らば斬る、逃げてもこっちから斬りにいく。斬って斬って斬りまくる！

　辻つじ斬ぎり、撫で斬り、滅多斬り！

　唐竹、袈け裟さ懸がけ、右薙ぎ、右斬り上げ、逆風、左斬り上げ、左薙ぎ、逆袈裟、刺突！

「な、なんだコイツっ……！」「つ、強すぎる……！」「き、聞いてねえぞこんなのっ！」

　そうして、撃破数が三〇〇に差しかかるころには、小騎士ペイジたちの戦意は完全に喪失していた。となれば、彼らがとるべき行動はただ一つ。尻尾しつぽを巻いて逃げだすのみだ。

　しかし僕は敗残兵をあえて追いはしない。後がつかえているし、時間が押しているのだ。

　次なる獲物ターゲツトは従騎士エスクワイアの群れ、総勢三〇〇名。

　ここからは巻きでいくとしよう。

「つうわけだから、出し惜しみはなしだ！」

　バッ！　僕は高々と跳躍し、騎き士したちの頭上をとった。

「ぉおおッ！」

　気合をこめて剣気オーラを増ぞう幅ふく。これまでの数十倍の量を刀身に練りあげる。

　――正騎士剣技プリエステ・アーツ『アルバレスト・メテオ』。

　ズドドドゥッ！　凝縮した剣気オーラの塊かたまりを、数十発まとめて地上へと叩きこむ！

「らぁあああッ！」

　さらに、空中から地上への連続攻こう撃げきを敢行。

　騎士たちの真っ只中に、今度は僕自身が彗星メテオのごとく落下した。

　ガッ！　着地と同時に、太刀を大地へと突き立てる！

　――正騎士剣技プリエステ・アーツ『ハルバード・クエイク』。

　ドゥォオオオオッ！　剣気オーラが地面を伝でん播ぱし、同心円上に拡散する！

　さすがに正騎士剣技プリエステ・アーツともなれば威い力りよくのケタが違う。騎士たちは紙クズのごとく吹き飛び、太刀を突き立てた箇所を中心に半径五〇メートルものクレーターが生みだされていた。

　ついでに、敵前逃亡を図った小騎士ペイジ隊の残党も、巻きこまれる形であらかた一掃できた。

　これで残るは、ボスキャラにあたる正騎士シユヴアリエ一〇〇名のみ。

「ば、馬ば鹿かな。やつの力は聖騎士シヴアレース様なみなのかっ……!?」

「だ、だが、だからといって退くことなどできんっ！」

「応とも！　我らレムルス正騎士シユヴアリエの誇ほこりにかけて必ずや大罪人を討つぞッ！」

　さすがはボスキャラ軍団。戦意は横おう溢いつし、逃亡を図る者は皆かい無むだった。

　正騎士シユヴアリエともなれば相応に高い防御力を有するため、先ほどの攻撃の余波にも彼らはきっちり耐えていた。

　従騎士エスクワイア隊のように、大おお技わざで一いち網もう打尽というわけにはいかないらしい。

　だったら――

「こういうのはどうだ？」

　僕はニヤリと笑って、パチンと指を鳴らした。

　直後――戦闘不能に陥おちいった従騎士エスクワイアの騎士剣が浮きあがり、そのまま空を滑って僕の背後へと集結した。

　合計一〇本の騎士剣ファンネル。これらを操っているのは、帝てい国こくのスパイから学んだ念動力ウイルだった。

　レムルスの剣技アーツと帝国の念動力ウイルの合わせ技コラボレーシヨン。

　はっきり言って反則技チートだが、いまさらこのていど、使ったところで大差あるまい。

「な、なんだと――!?」「ヤ、ヤツはいったい――!?」「お、おい、くるぞっ！」

　騎士剣ファンネルをしたがえて僕は突撃する。

　剣が一本しかなければ、一〇〇人を倒すのに剣を一〇〇回振ふる必要がある。

　だが、剣が一〇本あれば、剣を振る回数は一〇回ですむ。

　ザィンッひ！　ゾシュッふ！　ズバッみ！　ゾォンッよ！　ガズッいつ！　シュパッむ！　ザゥンッなな！

「八やーッ！」

　――小騎士剣技レクター・アーツ『フランベルク・チャージ』×10。

　ズドドドュッ！　鋒きつさきに剣気オーラを収束し、突進とともに突つきだす！

　残り二〇！

「九ここーッ！」

　――小騎士剣技レクター・アーツ『チャクラム・スライサー』×10。

　シュゾゾゾッ！　剣気オーラの円月輪チヤクラムがそれぞれの標的ターゲツトめがけて飛翔する！

　残り一〇！

「ラス十とぉーッ！」

　――小騎士剣技レクター・アーツ『バスタード・セイバー』×10。

　ズバァアアンッ！　実は心中ひそかに、最後はこの技と決めていた。

　全員、撃破！

「あとは――！」

　千人斬りを達成した僕は、最後の斬撃の勢いのまま跳躍。ふたたびクラーヌの丘の頂上へと舞い戻った。

　総司教も、ミハエルも、そしてティナも、あんぐりと口を開けて固まっている。

　さてと、総仕上げといくか。

「よう、大罪人の帰き還かんだぜ」

　僕はまず、総司教に近づいて話しかけた。

「――ひぅッ!?」

　彼は我に返るや、尻しりもちをついて無様に後ずさる。

　レムルス最高権力者の威厳はもはやどこにもない。恐きよう怖ふと混乱に打ち震える哀あわれな老人にすぎなかった。

「な、なんだ……？　なんだというんだっ!?　お、おまっ、お前はいったい――」

「あれ？　そういや言ってなかったっけ？」

　わざとフレンドリーな口調で僕は言った。

「そう大したもんじゃないぜ。僕は――そう、通りすがりの単なる『神』ってところだ」

　左手の指を鳴らし、一〇本の騎士剣ファンネルを総司教の周囲に突き刺さしてやった。

「ぁ、ぁふぅ……！」

　と、謎なぞの悲鳴を漏らして失神する総司教。失神ついでに失禁もしたようだが、ムードが壊れるので見なかったことにする。

　さて、次は――

「……神、か。フッ。たしかに君の力は鬼き神じんというべきものかもしれないな」

　ミハエルがつぶやく。

　さすがに顔面は蒼そう白はくで、内心の動揺は総司教と大差ないだろうが、表情には決して出すまいとこらえている。

　たいした精神力だ。おそらく聖騎士シヴアレースとしての誇りが彼を支えているのだろう。

「で、どうするんだ公デユツク？　見てのとおりの状じよう況きようだけど――それでもまだやる気かい？」

「当然だろう！　君がレムルスを滅ぼすと口にした以上、たとえ神であろうと討たねばならない！　私はレムルスの剣であり盾たてである聖騎士シヴアレース・ミハエル＝フォン＝シュヴァンデン！　勝てる勝てないの問題ではないッ！　私はッ！　戦わなくてはならないのだッ！」

　高らかに宣言して、決死の覚かく悟ごで剣を構えるミハエル。

「そうかよ。それなら――」

　僕は言った。

「僕は、あんたとは、戦わない」

　太刀を消して、戦闘態勢を解く。

　この行動に、むろんミハエルは唖あ然ぜんとして、

「ふざけるなッ！　ここまでのことをしておいて、私が君を見逃すと思うのかッ!?」

「もちろん思わねえよ。ここまでやっちまったからには、レムルスには滅んでもらうしかない。だから、あんたも倒されてもらうしかない。だけど、それをやるのは僕じゃあない――」

　言いつつ、ミハエルに背をむけて歩を進める。

　彼が背中に斬りかかってくるような男でないことは、わざわざ訊くまでもなく解わかっていた。

「ティナ。君がやるんだ」

「え……？」

　いまだ膝ひざをついたままのティナが、眼を点にして僕を見あげた。

「騎士団は全滅して、言い出しっぺの総司教サマもご覧の有様だ。これでもまだ、どうしようもないと思うのか？　あとはあそこの聖騎士シヴアレースさえ倒せば、晴れてティナは自由だぜ？」

「どう――して？」

「どうしてって、僕の見たところ、ティナが本来の力を発揮すれば充じゆう分ぶんに勝てると思うからだよ。それに――」

　僕は言った。

「神ぼくのお膳立てはここまでにしたい。ここから先、歴史を変えるかどうかは、運命を変えるかどうかは、人の意志にゆだねたいんだ」

「歴史を、運命を、変える――」

「ティナ。もう一度だけ訊きく。まだ、どうしようもないと思ってるのか？　ここで死んでもいいと、本気で思ってるのか？」

「わたし、は……」

　辛抱強く、ティナの次の言葉を待つ。

　数秒の逡しゆん巡じゆんののち、ティナは僕を真まっ直すぐに見返して言った。




「死にたいわけなんてないッ！　わたしはまだ生きたいよッ！」




　その言葉が聞きたかった。

「ようやく本音が聞けたな」

　満面の笑えみをうかべて、僕は右手を差し伸べた。

　ただしその動作は、彼女の手を引いて立ちあがらせるためではない。

　そんなことをしなくても、いまのティナは自分の意志と自分の足で立ちあがる。

　そう、いまの彼女に必要なのは、救いの手などではない。

　戦うための剣けん。彼女にふさわしい剣だった。

　僕は万有神力アルフアオメガを発動し、即興演奏のごとく右手に一振りの騎士剣を創つくりだす。

　ミハエルのための剣は、結局イメージが湧かずに完成していない。

　だが、ティナのための剣ならば、一瞬にしてイメージの洪こう水ずいがあふれだす。形状も、長さも、性能も、なに一つ迷いなく決めることができた。

　シュォンッ……！　果たして僕の右手に具現化したのは、両りよう刃ばの片手剣。

　柄えにつけられた流麗なナックルガードが印象的な、レイテルパラッシュと呼ばれる剣だった。

「シ、シン君っ？　これって――」

「ティナのために創った剣だ。受けとってくれ」

「よ、よくわからないけど――ありがとう、使わせてもらうね」

　覚悟を決めた様子で、ティナは剣の柄を握りしめた。

　さらに間髪いれず左の手のひらを斬りつけ、自身の鮮血を刀身へと滴らせた。

　レイテルパラッシュの刃やいばはその血を貪欲に吸収する。

　ドクンッ！　レイテルパラッシュから、心臓が動きだしたかのような音が響く。

　これにて『血の契けい約やく』は成った。

　瞬しゆん間かん、カッと膨ぼう大だいな剣気オーラがあふれだす。この瞬間、レイテルパラッシュはクリスティナ＝ディルアークを唯ゆい一いつの主あるじと認めたのだ。

「それじゃ、いくね。わたしの運命を切り開いてくるよ」

　もはやティナには迷いも躊躇ためらいもない。

　全身を覆っていた純白の布をバッと脱ぬぎ捨て、一人の騎士として決戦に臨んだ。

　神ぼくは主役を降りて観客席へとまわる。舞台であるクラーヌの丘にて対峙するのは、実に対照的な二人の騎士だ。

　男と女、殺す者と殺される者、執しつ行こう者しやと叛逆者、レムルス騎士団における頂点と底辺――

　一人は最高位たる聖騎士シヴアレース・ミハエル＝フォン＝シュヴァンデン。

　一人は最低位たる隷騎士ミニス・クリスティナ＝ディルアーク。

　普ふ通つうに考えれば、勝敗を予想することすら馬ば鹿か馬ば鹿かしい。聖騎士シヴアレースと隷騎士ミニスでは勝負にならないというのが常識だ。

　しかし、どうだろう。両者の身体からだからほとばしる剣気オーラの量はほとんど互角だった。

「シュヴァンデン公、お覚悟を」

　僕が与えた新たな剣によって、ティナ本来の潜在能力は余すところなく解放されている。

　彼女自身もそのことを自覚し、あふれる力を完全に制御できているようだった。

「ディルアーク。まさか君が、これほどの潜在能力を秘ひめた逸材だったとはな」

　驚おどろきはあらわにしたものの、怯ひるむことなく言葉を返すミハエル。

「だが、実に愚かだと私は断言する！　聖者ではなく叛逆者として、君はこの地で討たれることになるのだッ！」

　彼かれにしてみれば驚天動地の連続だろうに、それでもなお堂々たる態度はくずさない。

　まったく、彼の芯の強さと精神力は、敵ながら天晴というほかなかった。

　二人の会話はそこで途と切ぎれる。あとは言葉ではなく、剣を交わすということだろう。

　ツツッ、と両者がゆっくり構えをとる。

　ミハエルは剣を両手持ちにした正眼。対するティナは、右手の剣を左ひだり腰こしに収めた抜刀術のような構えだ。

　静寂。弓ゆみ弦づるをギリギリと引き絞るように、両者のあいだで緊きん張ちよう感かんが高まっていく。

　おそらく勝負は一瞬、一撃で決するだろう。

　二人ともそれを承知しているからこそ、迂う闊かつに動きだせない。

　だが――

「はァッ！」

　先手は、ミハエル。

　ゴゥッ！　その場で剣を振りあげ、刀身を垂直にする。

　瞬間、剣気オーラの刃がミハエルを中心にして巻きあがった。

　その数は膨大。一〇〇や二〇〇ではとてもきかないが、正確な数は測定不可能だ。

　なぜなら巻きあげられた剣気オーラの刃は、急速に刀身へと集まり、融合していったからだ。

　これこそは、ミハエルの奥おくの手。

　全開放した剣気オーラを刀身に凝縮して一閃する、レムルス最高峰の剣技アーツ！

　――聖騎士剣技ビシヨツプ・アーツ『グラディウス・メガセイバー』。

　ピゥンッ！　ミハエルの姿が掻き消えた。一瞬後には、ティナの胴どう体たいに渾こん身しんの一撃が叩きこまれるはずだが――

「やァッ！」

　ティナが動く。こちらもその場でレイテルパラッシュを薙ぎ払う。が、それは迎げい撃げきのためのひと振りではなかった。

　ビュォゥ！　ティナもまた、剣気オーラの刃の旋風を巻き起こしたのだ。

　無数の刃は引き絞られた右手の剣へと収束し――

　シュピゥンッ！　ティナの姿が消失する。

　超高速の突進から放たれる、剣気オーラを凝縮した一撃は――聖騎士剣技ビシヨツプ・アーツ『グラディウス・メガセイバー』！

　カッ――！　ピィィイイインンンッ！　ズォオオオオオオオオッ！

　膨大な量の剣気オーラが激突し、即そく座ざに同心円上に拡散する！

　地面がめくれあがり、大気が逆巻く。衝撃の余波によってクラーヌの丘は頂上部の地形が変わるほどだった。

　刹せつ那なのあと――

　ティナとミハエル。両者は立ち位置を入れ替えた背中合わせになっていた。

　ミハエルは、剣を振りおろした体勢。ティナは、剣を突きだした体勢。

「――まさか『グラディウス・メガセイバー』とはな」

　ミハエルがフッと笑ってつぶやく。

「しかも、私を超こえる一撃とは……完敗、だ」

　バギンッ、とミハエルの剣が粉々に砕け散る。支えを失ったミハエルの身体もまた地に倒たおれ伏した。

　同じ聖騎士剣技ビシヨツプ・アーツどうしの激突。しかしながらティナが放った『グラディウス・メガセイバー』は、速度も、精度も、威力も、ミハエルの技を凌りよう駕がしていた。

　ただそれだけのことだった。

　勝敗は決した。聖騎士シヴアレースは敗れ、歴史の流れは転換した。

　あとは、その事実を天下に知らしめるのみ。

「レムルスの民たみにつげる！　我、隷騎士ミニス・クリスティナ＝ディルアークは『第二の聖者』に非あらず！」

　ティナもそこは抜ぬかりがなかった。剣を掲かかげ、『バベルの言霊』を使って広域に声を響かせる。

「レムルス総司教は乱心し、神の言葉を騙るという罪を犯した！　もはや彼ら教府に国を治める資格はないとわたしは断ずる！」

　ティナは直感的に理解していたのだろう。この時この場所こそが『理想』を『現実』に変える出発点なのだと。

　いまこそ胸にあたためていた自由都市構想を、天下に発布するべきなのだと――

「よって、いまここにわたしは宣言するッ！　全レムルスの『自由』と『平等』を勝ち取るため、旧ふるき教府を打だ倒とうすると！　神の加護のもと、レムルスは我ら人の手によって生まれ変わるのだ！」

　ヮァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ！

　もとより民衆のあいだでは絶大な人気を誇るティナだ。この大演説を耳にして、クラーヌの丘には大だい歓かん声せいが湧き起こった。

　とはいえ、真に困難なのはここから先だ。

『唯一にして真なる預定表グラン・アーカーシヤ』に逆らって歴史の流れを変えてしまった。そのことに対する『事後処理』に、僕たちカミもティナたちヒトもしばらく忙殺されることになるだろう。

　そもそも、これで本当に歴史の流れは変わったのだろうか？

　預定シナリオが『修正力』を働かせて、ふたたびティナが処しよ刑けい台だいに送られることも絶対にないとは言いきれない気がする。

　でもまあ、万が一そうなったとしても、関係ないか。

　僕は、何度だってティナを助ける。

　その結果、世界が壊れてしまったら――

　ま、自分勝手な神様でごめんなさいと謝るしかないかな。
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エピローグＡ







「辻褄合わせカバーストーリーは以下のようなものです。――あの『自由革命』の日、レムルスの民は奇き跡せきの実在を目の当たりにした。神の御業によってティナことクリスティナ＝ディルアークの拘束は解かれ、神の威光によって騎士団はことごとく意識を失い、神の加護によってティナは聖騎士シヴアレースミハエルに勝利した」

　決して嘘うそはついていませんよ、とクロナは心のうちで付け足す。

　だって仕方がないだろう、さすがに『神様本人が地上に降臨して好き勝手暴れまくって無双した』などという内容を『正史』とするわけにはいかないのだから。

　あの日、クラーヌの丘に集まった人間たちには、『事後処理』としてティナもふくめ記き憶おく操作がほどこされた。具体的には、乱入者・天あま霧ぎりシンの情報データを抹消したのである。

　人じん智ちを超ちよう越えつした力を持つ御み使つかいにとっても、この仕事は生やさしいものではなかった。

「まったく、好き勝手やったあとの後付の辻褄合わせカバーストーリーは骨が折れますね。ラノベ作家諸氏の苦労が偲しのばれるというものです」

「…………」

　現在、天空宮きゆう殿でん『エンピレオ』に主たるシンは不在だ。したがってクロナの話を聞くのはマシロただ一人である。

「あの、マシロ？　ひと言くらいはツッコんでくれません？」

「や。シロはシンさまじゃないから、やらない」

「つれないですねぇ。ところでマシロ、話は変わりますけど、ひとつお願いがあるのです。シン様が不在のうちにどうしても確かめておきたいことがありまして」

「なに？」

「いますぐ光の巨人ネフイリムを召しよう喚かんして『滅びの閃光ハルメギド』をぶっ放しちゃってください」

　あっけらかんとクロナが言った。

「クロ、おまえ――」

　ジト目をむけるマシロ。

「それ、シンさまはぜったいにゆるさない」

「ええ、わたしもそう思います。ですから、いまやってほしいのです」

「でも」

「心配しなくても、『滅びの閃光ハルメギド』が発射される前にわたしが巻き戻リバースして無かったことにしますから。お願いしますよ、マシロ」

「わかった。クロがそこまでいうなら――」

　スッと立ちあがって、マシロはおもむろに口を動かした。

「――『空間統御スペテイム・ドミナ』、代理執行開始オペレート・エンター」

　光の巨人ネフイリムの召喚シークエンス。まずはマシロの背中から、三対つい六枚の光の翼つばさが天へとほとばしるはずだが、

「……おかしい。『空間統御スペテイム・ドミナ』はちゃんと発動してるのに、光翼創出ゼノン・エフエクトがでてこない」

　召喚シークエンスは最初のフェイズでつまずく。しかもその理由が当のマシロにも解らないのだった。

「やはり、そうなりますか」

　しかし、クロナにとっては想定どおりの展開だった。

「あの日、ティナ嬢じようが勝利宣言を発した直後、世界の歪みデイバインワームが自然消しよう滅めつしたことからもしやとは思っていましたけど――」

「クロ、どういうこと？」

「預定シナリオが修正される気配は一向になく、逆に全消去と再構築オールリセツトは禁じられた。このことから導きだされるのは、現在の変わってしまった歴史こそが、理想の世界へとつづく唯ゆい一いつ無む二にの『正解』であるという逆説的な結論です」

「つまり、あれもこれもぜんぶ『唯一にして真なる預定表グラン・アーカーシヤ』のとおり？」

「ええ。預定シナリオを拒きよ絶ぜつしてティナ嬢を助けにいくという行動すらも、実のところ預定シナリオどおりであったということです。創造主にして絶対神たるシン様に間ま違ちがいや過ちはありえない――本当にそのとおりでした」

　ひと息ついて、クロナはつづける。

「そう考えれば、すべての事象に必然性が見いだせます。たとえば、大いなる帰還プランク・ゼロに先立って起きた、シン様とティナ嬢のありうべからざる出会いマイナス・ゼロ。いまにして思えばあの出来事はイレギュラーでもわたしたちのミスでもなく、預定シナリオを正しく進行させるために必要不可欠な因子フアクターであったと断定せざるをえません」

「シロははじめから、ミスじゃないっていってた」

「あなたも意外と根に持つタイプですね。それはさておき、マシロ。あなたも一度くらいは疑問に思ったことがあるでしょう？　なぜシン様は地球という仮想世界を創り、神としての記憶と能力を封ふう印いんしてそこに赴いたのか、と。そうまでしなければ獲かく得とくできなかった枢要因子コアフアクターとはいったい如何いかなるモノなのか、と」

「ん。ある」

「今回の一件を通して、わたしは枢要因子コアフアクターの正体が垣間見えた気がします。ずばり言ってしまいましょう。それは、人の心ではないでしょうか」

「こころ――？」

「そう、シン様は神でありながら人のように、自身の心のみにしたがって行動した。それが預定シナリオを進行させる鍵かぎとなったことは紛まぎれもない事実です」

「あのときのシンさまは、シロにはりかいふのうだった」

「当然でしょうね。思えば、人とは実に奇き妙みような生き物です。人の心とはすなわち『知性』と『本能』と『感情』の複合体ですが、どういうわけかこの中で『感情』の優先度プライオリテイが群を抜いて高い。これは人特有の習性システムであり、御使いわたしたちにとってはまったく異質な、理解を絶するものです。しかしそれ故ゆえに『感情』こそが人の心の枢要コアであることは疑いようもありません」

　クロナの言葉はなおもつづく。

「人は世界で、世界は人。人が地に満ちてこそ世界は成り立ち、歴史は紡つむがれてゆく。

　だからこそシン様は人の心を、その枢要コアたる『感情』を理解する必要があったのです。

　仮想世界『地球』は、そのための『学習装置』であったといえましょう。

　人を識しり、人となる。知識としてではなく、生なまの体験を通して人という存在を理解する。

　そして、人の心を理解したとき、神は人を内包し、人は神を内包する。

　人を超えた神と、神を超えた人が、一個の存在の中で唯ただ一つになる。

　その過程プロセスこそが、枢要因子コアフアクターの正体なのではありませんか、シン様――？」







エピローグΩ







　あの日を境に、レムルスには劇的な変化が訪おとずれた。

　クラーヌの丘おかにおける蹶けつ起きの顛てん末まつは各都市にひろがり、多数の騎士がティナの自由都市構想に賛同。手駒の大半を失ったレムルス教府の組織は足元から瓦解し、約一ヶ月という短期間のうちに権力の座から追放された。

　こうしてレムルス教主領は革命を経へて消滅、新たにクリスティナ＝ディルアークを精神的主柱とした『レムルス自由都市連盟』が発足することになったのである。

　腐敗にまみれた教府が倒されたことで、聖都エタンダールの空気も一変した。大通りは日を追うごとに活気を増し、道行く人々の表情は、新しいレムルスの明るい未来を端たん的てきにうかがわせた。

「はぁ～……。いまさらだけど、なんだか大変なことになっちゃったよね……」

　と、僕の隣を歩くティナが大きなため息をこぼした。

「ティナは自分で決めて、自分の意志で立ちあがったんだろう？　だったら責任を持ってやり通すしかないだろ。これが運命だったと思ってさ」

「うん、それは解ってるんだけど、ね」

　レムルスの新たな『顔』となったことで、ティナの立場は激変した。

　本人は「王や支配者になるつもりはないし、自分はそんな器うつわではない。自分はあくまでも一人の騎士としてレムルスに貢献する」と宣言したのだが、周囲がそんな扱いに留めておくはずがない。

　ティナが『自由革命の旗手』にして『神に加護された真正の聖女』であることは、どうあっても動かしがたい事実なのだから。

「まあでも、こんなことになるなんて一ヶ月前は夢にも思わなかったよな」

「ほんとだよね。シン君が新しい剣を事前に渡してくれてなかったら、わたしがミハエルさんに勝つなんて絶対に無理だったろうし」

　ティナの記憶の中において、僕はクラーヌの丘にいなかったことになっている。

　したがって、僕がレイテルパラッシュを渡したタイミングも改変されている。ミラージュ孤こ児じ院いんを訪問した際、「ミハエルから預かった聖せい血けつ晶しようでティナ用の剣を勝手につくってプレゼントした」という辻褄合わせカバーストーリーで上書きされているのだ（ちなみに実際にプレゼントしたのは、なんの変へん哲てつもない守り刀だった）。

　ティナを騙だましているようでなんとも心苦しいが――それでも、僕の正体が知られてしまえば、こうして二人で並んで歩くこともできなくなる。

　そのことを考えれば、罪の意識に苛さいなまれるくらいなんてことはなかった。

　――と、次の瞬間。

　まったく唐とう突とつに、僕の脳内に新たなヴィジョンが啓示された。

「ッッ――!?」

　それは未来の暗示。

　それは『唯一にして真なる預定表グラン・アーカーシヤ』のごく一部を切りとったものだ。




　――場所は、前回と同じくクラーヌの丘。

　血のように紅あかい夕ゆう陽ひをバックに、二人の人物が丘の上に立っている。

　一人はティナだ。前回のヴィジョンとは立ち位置も役割も代わっており、彼かの女じよは両手で持ったレイテルパラッシュを突き出だしていた。

　ティナの表情は解らない。夕陽の影かげがあらゆる感情を隠してしまっている。

　そして、ティナと相対している男。ティナの剣によって心臓を刺し貫かれている人物は――




　天あま霧ぎりシン。つまりはこの、僕だった。




「――なッ……!?」

　なんだ。いったいなんだ、いまのヴィジョンは!?

　なぜ、どうして、どんな理由があってティナが僕を殺すんだ？

　殺す――そう、僕の直感は、あれが『神殺し』の光景であるとつげていた。

　神ぼくが創ったティナの剣は、神ぼくの心臓を刺し貫いていたティナの剣は、神遺物レガリスさえ凌駕する正しよう真しん正しよう銘めいの人智越権事象エクストラ・フアクト。本来、地上にはあってはならないものだ。

　あの剣ならば、あるいは神殺しさえも不可能ではないかもしれない。

　しかし、なぜ――

「シン君？　どうかしたの？」

　と、現実のティナの声で、僕はハッと我に反る。

　もちろん眼の前の彼女からは、僕に対する敵意や殺意は微み塵じんも感じられない。

　いつものティナだ。世界が繰くり返かえしても変わることのないティナだ。

「……ああ、いや、なんでもない。ちょっとボーッとしてただけさ」

　だから僕は、考えることをやめにした。

　そうとも、理由なんて考えなくていい。深刻に思おもい悩なやむ必要なんてどこにもない。

『唯一にして真なる預定表グラン・アーカーシヤ』がなんだ、理想の世界なんて知ったこっちゃないぜ。

　ティナが殺されるのも、ティナに殺されるのも、僕はまっぴらごめんだ。

　僕が望まない未来シナリオがまた訪れるというなら、どんな手を使ってでも拒絶する。

　そうとも、なにをしたって許されるんだ。僕を罰ばつすることは誰だれにもできやしない。

　だって僕は、この世界の神なんだからな。







あとがき







　気がつけば前に本を出してから一年以上が経ってしまいました。

　そのあいだいろいろなことがありました。

　プリンセスが魔法つかいになったり。

　ＭＧＳ５ＴＰＰが発売されたり。

　小島監督がコナミを退社したり。

　ＦＦ15の発売日がついに発表されたり。

　ステラがルナフレーナになったり。

　ルナフレーナの声がキュアハニーだったり。

　かと思いきや発売日が二ヶ月延期されたり。

　スパロボＯＧムーンデュエラーズが発売されたり。

　カティアとテニアとメルアとサリーがかわいかったり。

　討鬼伝２が発売されたり。

　博士とグウェンと椿がかわいかったり。

　ＰＳ４スリムとＰＳ４プロが発表されたり。

　シン・エヴァは相変わらず公開されないけどシン・ゴジラが公開されたり。

　ニセコイとブリーチが連載終了したり。

　かと思いきやこち亀まで連載終了したり。

　ハンターハンターが連載再開されて休載突入したり。

　アニメ版ゴッドイーターのメテオライト編が放送されたり。

　アリサがかわいかったり。

　甲鉄城のカバネリがおもしろかったり。

　無名ちゃんがかわいかったり。

　ガンダムユニコーンがＲＥ：００９６だったり。

　ダンガンロンパ３が未来編と絶望編だったり。

　七海ちゃんがかわいかったり。

　マクロスがデルタだったり。

　カナメさんがかわいかったり。

　フロンティアがもう８年も前だと気づいて軽くキングクリムゾン状態になったり。

　ダイヤモンドは砕けなかったり。

　億泰が元太で重ちーが新一だったり。

　コナンの黒の組織関連エピソードをあらためて観たり。

　孤独のグルメシーズン５が放送されたり。

　冬の特番が北海道で夏の特番が仙台だったり。

　あとは特になにもなかったり。

　ページが余ったのでここ一年くらいで買ったＣＤのレビューでもしようと思います。




　　　鷺巣詩郎『進撃の巨人　オリジナル・サウンドトラック』

　ＴＶアニメではなく実写映画のほうのサントラ。コンポーザーはエヴァでおなじみの鷺巣詩郎氏。最近ではシン・ゴジラの劇伴も手がけている。そちらの音楽も素晴らしかったがなぜかまだサントラは買っていなかったりする。なぜだ俺。

　進撃に話を戻すと、映画本体のほうは評判も興行もイマイチだったようですが、このサントラは文句なしによい。安定の鷺巣品質なうえ進撃の世界観にもマッチしている。やはり「エヴァ」と「巨人」はビジュアル的にも通ずるところがあってシンクロ率が高いのか。澤野弘之氏が手がけたアニメ版サントラも評価は高いが、個人的には甲乙つけがたし。




　　　ストラトヴァリウス『ETERNAL』

　前作のあとがきで「非常に楽しみ」と書いていたアルバム。基本的な方向性は前作『NEMESIS』を踏襲し、ファンが求めるメロディックスピードメタル盛りだくさんの内容となっている。

　とまあ、一曲一曲はクオリティも高く充実しているのだが、通しで聴くと妙にあっさりした印象を受ける。ラストを飾る『The Lost Saga』は一二分近い大作なのに、あとで思い返してみるとアルバム全体がやや小粒な感じ。前作『NEMESIS』にあった「濃ゆさ」みたいなものが足りないような気がしてしまう。

　なぜだろうと考えた結果、ケインズ・オファリングつながりで元ソナタ・アークティカのヤニ・リマタイネンが関わってる曲が三曲もあるせいじゃないかと個人的には疑っている。いや、ヤニの曲はキャッチャーでイケてるし、ケインズのアルバムも良作だったけど、そっちはそっち、こっちはこっちでやってほしい気がするのだった。




　　　トビアス・サメッツ・アヴァンタジア『GHOSTLIGHTS』

　ドイツのバンド、エドガイのシンガー兼ソングライター、トビアス・サメットによるメタルプロジェクト。とにかくこのアヴァンタジアのアルバムは一作目からずっと「ハズレなし」で、

　今作も発売が告知された時点で俺は期待度マックスだった。

　で、その期待を裏切らない素晴らしい内容。楽曲のクオリティの高さはアヴァンタジア史上最高傑作と断言してもいいくらいのデキである。とりわけ二曲目の『Let The Storm Descend Upon You』とマイケル・キスクがメインシンガーを務める『Ghostlights』『Unchain The Light』は聴くたびに鳥肌が立つほど。マグニフィセント！

　しかしトビアスの「本業」はあくまでも自分のバンドのエドガイのはずなのだが、直近のアルバムをくらべるとどう考えてもこっちのほうに力を入れているようにしか思えない。まあ個人的にはまったく問題ないのだが（笑）




　そんなわけで『異世界創造の絶対神１』をお送りしました。送れ。




平成二八年　長月の始めに　若桜拓海
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